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あとがき







　現実はフィクションの世界とは違ちがう。

　世界には超ちよう能のう力りよくや魔ま法ほうの類たぐいは存在しないし、悪あく魔まや吸きゆう血けつ鬼きといった人外も存在しない。

　ただただ当たり前に、腹が立つほど順当に物事が進んでいくだけだ。

『悪の組織とのバトルは警察や自衛隊に任せておけばいい』

『可愛かわいい女の子は大たい抵ていみんな非処女である』

『毎朝起こしに来てくれる妹なんて、もはや空想上の生物だ』

　けど、それでいい。

　自分だけが特別な存在なんてことはありえない。

　世界はずっとそうやって回ってきたのだから――。







第一話　とある男子校生の日常







　ＨＲを直前に控ひかえた、喧けん騒そう溢あふれる朝の教室。

「まったく、どうしてこうなった……」

　俺おれ、黒くろ須す龍りゆう騎きは今いま更さらながらにして自分の置かれた状じよう況きように絶望していた。目の前に広がるのは……ただただ圧あつ倒とう的てきな現実。




　教室中、見み渡わたす限りの男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男。




　もしこれが漫まん画がや小説の冒ぼう頭とうであるとしたら、二秒でページを閉じてそのままゴミ箱にダンクシュートを決めている。

　この光景はある意味それくらい負のインパクトを放っていた。

　新学期早々、俺が容よう赦しやのない現実に打ちひしがれていると、




「はよっ、リューキ」




　歯切れの良い挨あい拶さつと共に、背後から肩かたをバシリと叩たたかれる。

　振ふり返かえるとそこにいたのは高校に入ってからの俺の悪友――成なり宮みや陽よう平へいであった。

　一八〇センチはあろうかという長身に、水球部で鍛きたえたガッチリとした体たい躯く。スッキリと耳まで出だした爽さわやかなショートカットが印象的な男である。

　しかし、いかにもなスポーツマンといった外見に騙だまされてはいけない。

　中身は童帝キングの称しよう号ごうをほしいままにする変態である。

　俺は「だって……女子の水着が見れるかもしれないし」というこれ以上ないほどシンプルかつ不純な動機でスポーツを選んだこいつを、ある意味尊敬している。

「おはよ、陽平」

　と、軽く挨拶を返した後、強きよう烈れつな違い和わ感かんを覚える。




「って、どうしてお前は全ぜん裸らなんだ!?」




　どういうわけか陽平は全身生まれたままの姿だった。

「ガッハハハ。細けえことは気にするな、ちょっとした読者サービスってもんよ」

「誰だれ得だよ!?　少しは羞しゆう恥ち心しんを持ってくれ！」

「羞恥心？　そんなもん持ったってしかたねえだろ。なんせここは男子校なんだからな。ガッハハハ」

　なにがおかしいのか全裸で高らかに笑いだす陽平。

　大方水球部の朝練を終え、着き替がえるのが面めん倒どうだからという理由でここまで来たんだろう。

　悲しいかな。

　全裸の男子生徒が廊ろう下かを堂々と歩いていようが、俺たち男子校生にとっては別に珍めずらしい光景ではないのだ。

「んで、どうしたんだリューキ。さっきから辛しん気きくせぇ顔しやがって」

「……別になんでもない」

「何でもねえことはないだろ。もし良かったら相談してみな。オレにできることがあるかもしれねえ」

　ニカッと白い歯を見せ爽やかなスマイルを浮うかべる陽平。

　陽平のような男友達を持てたことが俺にとって不幸中の幸いだったかもしれない。ハタから見ると全裸の変質者だけど。

「別になんでもないよ。ただ……たださ……もしここが共学の高校だったら、今いま頃ごろ女子と楽しくお喋しやべりできていたのかなって思うと……グスッ……涙なみだが止まらなぐでっ……エグッ」

「ちょ、おまっ。マジ泣きかよっ！」

「いや、さすがにネタだけど」

「ですよねー」

「……まあ実際それで軽く鬱うつになってたのはマジだけど」

　俺たちが星せい光こう学がく園えんに入学してから既すでに一年以上の時が経たっている。

　当初は見渡す限り男子だけという環かん境きように絶望し、ふと気付くと目から涙が溢れているという不思議な現象もまま起きたが……今はもう慣れた。

　涙なんてとっくに乾かわいたのである。

「気持ちは分かるぜ。オレもさ、昨日徹てつ夜やでギャルゲーやってて最後のトゥルーエンドまでクリアして、感動的なシナリオに涙したんだけど……」

「うんうん」

「オレたちはさ……これからどう足あ掻がいても、体育館倉庫や保健室や図書室といった定番スポットで女子高生とイチャイチャすることができないんだなって思うと……急に涙が止まらなくなったぜ」

「ああ、それすげー分かるよ」

　陽平の言う通り俺たち男子校生は、どう足掻いても彼かの女じよと屋上でお弁当を食べたり、うっかり女子更こう衣い室しつに入ってラッキースケベ☆みたいなラブコメ的展開を体験することができない。

　それはとても悲しいことだと思う。

　たとえ共学の高校に入学できたとしても、滅めつ多たに遭そう遇ぐうできるイベントじゃないだろうが、俺たち男子校生に限って言えばその可能性は０である。

　せめて１％でもその可能性があるなら、登校意欲も格段に上じよう昇しようするというのに。




「……えーっと、さっきからなんの話をしているのかな？」




　凛りんと響ひびくアルトボイス。

　俺たちのくだらない会話に割り込むように入ってきたのは――嵐あらし水みず日向ひなたであった。

　精せい巧こうに作られた人形のような端たん正せいな顔立ちに、抱だき締しめると壊こわれてしまいそうな華きや奢しやな体躯。肩まで伸のばしたミディアムロングの髪かみ型がたは（本人曰いわく流行はやりのイケメン俳優を意識したそうだが）どう見ても狙ねらって男の娘こキャラを作っているようにしか思えないです。本当にありがとうございました。

　男子学生の象しよう徴ちようたるネクタイをしていても、コスプレをした女の子にしか見えないのが日向の恐おそろしいところだ。

　俺の知っている限りで言っても日向の＊を狙っている輩やからはこの学園にざっと五十人はいる。

「ひ、日向には関係のない話だよ」

「そうそう。男同士の秘密の話さ！」

「えー、またそうやってボクを仲間外れにする！　ボク、男の子だよ！」

「知ってるよ。日向は立派な男の娘こだ」

「そうそう。まごうことなき立派な男の娘こだな」

「むー、分かればいいんだけど……」

　不満そうにツン、と唇くちびるを尖とがらせる日向。

　うへー、なにこの生き物？　めちゃくちゃ可愛いんですけど。

「それで、なんの話をしていたの？」

「いや、たいしたことじゃないんだ。たださ、彼女が欲しいなーって思ってさ……」

「ふーん」

　ニュアンスこそ違えど、俺たちの悩なやみは突つき詰つめるとその一点に集約される。

　日向は俯うつむき少しだけ声を上うわ擦ずらせる。

「えとっ、りゅうきはさ。どんな彼女さんが欲しいの？」

「オレか!?　オレはだな……」

「お前じゃねえよ！」

　言うが早いか陽平は一方的にマシンガントークを展開する。

「第一に純じゆん粋すいであることがマストな条件だな。加えて言うなら黒くろ髪かみのロングヘアーで服は基本的に和服。世間知らずの箱はこ入いり娘で趣しゆ味みは料理と華か道どう。苦手なものは雷かみなりとお化け。夜は一人でトイレに行けないから『お兄ちゃん……一いつ緒しよにトイレきて』ってオレの袖そでをちょこんと引っ張っておねだりする子がいいな……グヘヘ」

「なにその空想上の生物!?　しかも妹設定が謎なぞ過ぎるし！　お前一人っ子だろうが！」

「リューキ……男はみな、心の中に理想の妹を飼っている生き物なのさ」

「ああ、そう……」

「んと、それでりゅうきは……」

　上うわ目め遣づかいでジっとこちらを見つめる日向。

　……どうしてこいつは男の癖くせにこんなに睫毛まつげ長いんだろう？

　あと、どうしてそこで頬ほおを赤らめる。

「俺は……別にそこまで拘こだわりとかないや。普ふ通つうの容姿で普通に気が合って普通に俺のこと好きでいてくれる子なら誰でもいい」

「……つまらない男だな」

「ほっとけ！」

　そりゃ……俺だって出来るものなら初めてくらいゲームや漫画の世界に出てくるような絶世の美少女と付き合ってみたいよ。

　加えてそこに幼おさな馴な染じみとか義ぎ妹まいとか生徒会長とか猫ねこ耳みみ妖よう怪かいとかのオプションがついていると尚なお更さら最高だって思う。

　しかし、悲しいかな。ここは現実である。

　誰もが認める顔よし性格よしの美少女なんてのは、絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆの存在だ。

　更さらに言えば……もし仮に、そういう美少女が現れても俺みたいな凡ぼん人じんの彼女になる可能性は億に一つもないだろう。

　陽平みたいに夢を見ることを悪いことだとは思わないが、俺はもっと現実的に考える。




　俺の目標は人並みの彼女をゲットして人並みの青春を謳おう歌かすることだ。




　志の低い、つまらない男だって思うかい？

　だけどな、現実は残ざん酷こくだ。

　誰もが羨うらやむ美少女はおろか、人並みの彼女を作ることでさえ極ごく々ごく平へい凡ぼんな男子校生にはめちゃくちゃハードルが高いことなのだ。




「ほらっ、みんな席につけ」




　担任の景かげ山やまがズカズカと足音を立てて教きよう壇だんにのぼる。

　朝のＨＲの時間である。

「んじゃ、話の続きは放課後の金曜集会で」

「うぃー」

「分かった」

　陽平の一声で俺たちはそれぞれ自分の席へと戻もどった。

「成宮、なんだその格好は？　せめてパンツくらい穿はくように」

　先生の一声で教室にドッと笑い声が生まれる。

　え、パンツ一枚穿くだけでいいんですか!?　制服は!?

　こうして誰もが男子校という毒に抗こう体たいを持っていくんだなーと、妙みように感かん慨がい深ぶかく感じた。





☆　☆　☆






　中学生のとき。

　周囲から「名前だけは少年漫画の主人公みたいだね」と揶や揄ゆされる俺、黒須龍騎は星光学園に憧あこがれを持っていた。

　充じゆう実じつした設備とカリキュラム。県内トップクラスの進学実績。家から乗のり換かえなしで通える立地の良さ。どこを取っても星光学園は魅み力りよく的てきな要素を持っていた。

　止めを刺さすのが理想的な男女比（男：女＝４：６）。

　俺は自らの求める青春がここにあると信じて疑わなかった。

　だからこそ寝ねる間を惜おしみ、やりたかった新作ゲームは積み、死ぬ気でもって受験勉強に励はげんだ。

　十倍近い倍率を乗り越こえ合格を勝ち取ったときはそりゃあ嬉うれしかったさ。

　人間、努力が報むくわれる瞬しゆん間かんに勝まさる感動はないと思う。

　特に暗黒の中学時代を過ごした俺にとってはその喜びも格別だった。

　そう、星光学園の男女別学化……という最悪のニュースを耳にするまでは……。







　星光学園の男女別学化が正式に決定されたのは俺たちが合格を勝ち取ってから一ヶか月げつ後のことであった。

　なんでも、当時の受験生（高校三年生）の大学合格率が著いちじるしく低下していたため学校側は苦く渋じゆうの決断を強しいられたらしい。

　学力低下の原因はあまりに奔ほん放ぽうな星光学園生徒の性生活にあった。

　星光学園は県内有数の繁はん華か街がいの近くに立地している。

　だからこそ遊ぶ場所には事欠かないというか、ぶっちゃけた話、近きん隣りん住民のみなさま方から『星光学園の生徒がホテル街を歩いていた』との通報が毎年加速度的に増加していたんだとか。

　頭を抱かかえた学校側は俺たちの代から急きゆう遽きよ、男女別学制度を実じつ施しする。

　そうしてできあがったのが星光女学園と星光学園。経営基き盤ばんの異なる二つの学校である。

　俺たち男子生徒は元々人数が少なかったということもあり、定員割れを起こし廃はい校こうになっていた私立高校の校舎にこぞって隔かく離りされた。

　どうやらこの場所を新校舎ができるまでの仮校舎として使用するらしい。

　ちなみに正式な男子校舎はというと、現在急ピッチで建設中なのだが、完成は二年後――俺たちが卒業するのと同時である。

　……いや、さ。

　それまで女子校だった学校が突とつ然ぜん共学化するのはフィクションの世界ではありがちな手法かもしれないよ？

　けどさ。

　それまで共学だった学校が男子校化するなんて……誰得だよ!?

　しかし、こうした「誰も喜ばない展開」が往々にして起きてしまうのが現実の無む慈じ悲ひなところである。

　現実は何時如い何かなる時だって、俺たちを甘あまやかしてくれない。

　結局俺は――男女別学化という不条理な展開に対してただただ泣なき寝ね入いりするしかなかったのだ。





☆　☆　☆






「えー、それではこれより金曜集会を始めたいと思います。暫ざん定てい的てきに議長を務めさせていただくのは私、成宮陽平でございます。拍はく手しゆ」

「「わー（棒）」」

　パチパチと力なく手を叩く俺たち。

　金曜集会とは――俺、陽平、日向の三人が毎週金曜日に行う放課後会議である。

　議題は主に「どうやったら女の子と知り合い、彼女にできるか」というもので、各おの々おの毎週の目標を定め、結果についての報告を義務付けている。

　一見ふざけているように思えるかもしれないが俺たちは至し極ごく真しん剣けんである。

　繰くり返して言うようだがここは現実の世界だ。

　空から女の子が降ふって来ることはありえないし、朝起きると隣となりで謎の美少女が寝ていることもありえないし、突然異世界に召しよう喚かんされファンタジー世界の御お姫ひめ様とイチャイチャなんてできるはずがない。

　受け身の姿勢では何物も手にすることができない。

　欲しいものは、自らの手で掴つかみ取とらなくてはならないのだ――。

「えー、それではリューキくん。キミが発案した『目指せ金きん髪ぱつ美女ゲット！　ドキドキ風船☆大作戦』についての報告を聞こうか」

　陽平に呼ばれるや否いなや、立ち上がり昨夜即そつ興きようで作ったレポートを読み上げる。

「――はい。本作戦にあたり、私は数十個の風船に自分の携けい帯たい番号とアドレスを添てん付ぷし、自宅の窓から飛ばしました。――が、結果は惨ざん敗ぱい。風船は海外に行くことなく全すべて国内で墜つい落らくした模様です」

「……ふむ、では本作戦では何も成果を得られなかったと？」

「いえ、親切にも近所のおばあちゃんが携帯に連れん絡らくをくれましたが……正直、今も胸の中は罪悪感で一いつ杯ぱいです」

　突然知らない番号から電話がかかってきたときはテンションが上がったが――電話の相手が高こう齢れい者しやの方だと知ったとき、さっきまでの自分のテンションを思い返して死にたくなった。

「なるほど。今回は失敗に終わったというだけで、風船作戦にはまだまだ一考の余地があるな」

　なんて冷静に考えるとアホみたいなことを言いながら真しん剣けんにメモを取る陽平。

「次はお前の番だな陽平。お前が発案した『目指せアドレス百人ゲット！　通貨流通大作戦』はどうなったんだよ」

　陽平は立ち上がりレポートを読み始める。

「ああ。オレは本作戦にあたり、自分の連れん絡らく先さきを書いた千円札を近所のコンビニで十枚ほど使用したんだが……成果はまだ上がっていないな。くそっ、着眼点はいいと思ったんだが……」

「……正直俺はそのアイデアを聞いたとき、お前のことを天才と思ったよ」

「だよなっ。日本が誇ほこる貨か幣へい流通量を利用した斬ざん新しんかつロマン溢れる方法だろ？」

「ただ、利用したのがコンビニというのが不味まずかったのかもな。後で調べたんだけど、一いつ般ぱん的てきな小売店では汚よごれたお札をおつりとして客に出すことを控えているらしい。これじゃお前の連絡先が書かれたお札が世間に流通しないだろ」

「ふむふむ。なら次は駅の改札とか自じ販はん機きで使ってみるか。……この作戦もまだまだ一考の余地があるな」

「えーっと……」

　突とつ如じよ、俺たちの熱い議論に水を差したのは日向であった。

「ん、どうしたヒナ」

「普通に……その辺を歩いている女子高生にアドレスを聞く作戦ってどうかな？　その方が効率的なんじゃ……」

「フッ、まだまだ甘いな」「ああ、お前は何にも分かっちゃいねえよ」

　珍しく、俺と陽平がハモる。




「「それができたら苦労しねえんだよ！」」




「アハハ……そうだよね」

　引ひき攣つった笑えみを浮かべる日向。

　ナンパ。

　それは男女の出会いにおいてあまりにも、あまりにも正せい攻こう法ほうな手段である。

　持って生まれたルックス。強きよう靭じんな精神力。いくつもの修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜ぬけた経験値。

　それら全ての要素が求められる禁断の最終兵器。

　プラチナ童どう貞てい免めん許きよの俺たちが使用するなど恐れ多おお過ぎる。

　男子校生という生き物は必要以上にシャイでウブな存在なのだ。

「最後はお前の番だなヒナ。オレたちが授さずけた『目指せプルプル卵肌はだ！　女子力アップ大作戦』は順調に進んでいるか？」

「は、はい！」

　陽平に呼ばれ、立ち上がり報告を始める日向。

「ボクは本作戦にあたり、美肌効果があるとされる卵の白身を泡あわ立てたものを毎晩肌に塗ぬりたくり……って、やっぱりボクだけ方向性が違くないかな!?　第一女子力って!?」

「……いや、お前の場合はそれでいいんだよ」

「そうそう、ヒナが綺き麗れいになればオレたち三人が遊びに行っているときとか、女子大生のお姉さんから逆ナンしてもらえるかもしれないだろ？　これはお前にしかできない重要な任務なのさ」

「ぅー」

　都合のいい言葉で丸めこむ陽平。

　俺たちは、日向に穢けがれを知らない清らかな心のまま育って欲しいのだ。今時、おしべとめしべの話で顔を真っ赤にするオトコノコって、下手な世界遺産よりも価値ある存在だと思う。

「それで、なにか効果があったか？」

「えーっと、それはその……」







[image: ]







　なぜか頬を赤らめて俯く日向。

「おいおい、オレたち三人、隠かくし事ごとはなしだぜ？」

　陽平が語気を強めて言うと日向はついに重い口を開いた。




「えーっとね。昨日、私服で電車に乗っていたら知らないオジサンにお尻しり触さわられた……」




「…………」「…………」

　ああ、こいつもこいつで大変なんだなー。

　と、俺たちは妙に納なつ得とくした気分になった。







第二話　とある男子校生の黒歴史







　その後、俺たちの不毛な議論は続いた。

　やれ出会い系サイトに登録してみようだの、それはリスクが高いだの。

　ＳＮＳに登録して片かたっ端ぱしから女子校生にメールを送ろうだの、そんな勇気はねえよだの。

　時間だけが悪戯いたずらに過ぎ、時計に目をやると、時刻は四時五分。

「わりぃ。んじゃあ俺、そろそろ帰るわ」

　鞄かばんに荷物を詰めながら俺は言う。

「帰るってお前……まだ四時じゃねえか」

「……なにか、用事でもあるの？」

「ん、まあな」

　金曜集会において虚きよ偽ぎの報告、裏切りは御ご法はつ度と中の御法度とされている。

　けど、今日の俺は見事にこの禁きん忌きを破っていた。

　なぜかって？

　そう、二人には黙だまっていたが、実を言うと風船作戦はかつてないほどの成果を収めていたのである。

　自分でも俄にわかに信じられないのだが――




　今日俺は女の子とデートする。




　件名　はじめまして

　風船についていたメモを見て連絡しました。律りつって言います（*^_^*）メール、ちゃんと届いてるかな？　よければお返事ください♪




　五日前、俺の元に届いた一通のメールである。

　相手はもちろん風船を拾い、連絡をくれた女の子だ。

　このメールを受けとったとき俺は、頭上に落らく雷らいを受けたかのような衝しよう撃げきを受けた。

　だって俺は……これまでデートはおろか家族以外の女子とメールをした経験すらなかったのだから――。




　件名　ＲＥ

　どもども、初めまして。風船を飛ばした者で龍りゆう騎きって言います（笑）

　まさか本当にメールが来ちゃうとはビックリです。よろしければ暫しばらくメールをしませんか？




　こうして俺と律ちゃんのメールのやり取りが始まった。

　律ちゃんとのメールのやり取りを分かりやすく言い表すのなら――ふわふわタイムであった。なぜかって？　ただメールを待っているだけなのに妙に落ち着かないというかソワソワした気持ちになっちまうからだ。

　俺は食事のときもトイレのときも寝ているときも風ふ呂ろに入っているときですら毎日肌はだ身み離はなさず携帯を持ち続け、彼女からの返信を待った。

　律ちゃんからの返信が少しでも遅おくれると不安になり、おぼつかない気持ちになる。俺は乙おと女めか。

　けれどその分、彼女からの返信が来たときの嬉うれしさといったら一ひと入しおである。

　以下に記述するのが、これまでのやり取りの中で判明した彼女のスペックである。




　下した出で律りつ／一五才／川かわ崎さき女学園所属／趣味　ピアノとテニス／好きな異性のタイプ　優やさしい人／最も寄より駅　鶴つる見み駅／現在までに付き合った男の数０人




　正直、申し分のないスペックだと思った。

　風船が情けないほど近所に墜落してくれたことが幸いした――彼女の家はモロに俺の地元らしい。

　自分と同い歳どしということもポイントが高いが、今まで誰とも付き合ったことがないという条件が俺にとっては最大の魅み力りよくであった。

　やはり相手が自分より高い恋れん愛あい経験を持っていると、気負ってしまう部分がある。

　マストとまでは言わないが俺も心の中では陽よう平へいと同じで純粋な子を求めているのかもしれない。







　メール後、暫くして俺たちは互たがいの顔写真を交こう換かんした。

　いつかは交換するものだと思っていたが、彼女が予想よりもずっと早く写メールを要求してきたことに驚おどろいた。

　予想外の事態にテンパる俺。

　一般的に男女のメールのやりとりにおいて写メール交換は最大の鬼き門もんとされているらしい。

　相手の容姿が気に入らなければそのままメールの返信が途と絶だえる可能性も十分ありえるからだ。けれど、不慣れな俺は満足に一人で自分の写真を撮とることすらできなかった（意識し過ぎて、びっくりするほど変な顔になってしまう）。

　諦あきらめた俺は妹に撮さつ影えいを依い頼らいすることに。

　妹の黒くろ羽はは「えー、自撮りの写メなんて何に使うのー？」と怪け訝げんな顔で尋たずねて来たが、メール相手の女の子に送るんだよ、とは口が裂さけても言えず「スーパージュ●ンボーイコンテストに応おう募ぼしようと思って……」と、咄とつ嗟さに言い訳しておいた。……後から考えるとこっちの方が恥はずかしい気がする。

　そんなこんなで無事、写メールを交換し合う俺たち。

　律ちゃんの容姿はというと――普通に可愛い女の子であった。

　そりゃあアニメやゲームに出てくるような絶世の美少女というわけにはいかなかったが、どこにでもいる普通に可愛い女の子であった。

　律ちゃんとは写メール交換後も、なんら変わりなくメールのやり取りを続けている。

　最大の鬼門はクリアした。







　最後の関門はデートの約束を取り付けることであった。

　しかし、この関門は俺たちの住所が近所同士だったということがあり、拍ひよう子し抜ぬけするほど簡単にパスすることができた。

　詳くわしく状況を説明するために、川崎駅の近くに設立された大型のショッピングモール――ラ・ソーナ川崎についての話をしておこう。

　雑貨屋・カフェ・映画館・ゲームセンターなどで構成されるラ・ソーナ川崎は、オシャレなデートスポットとして若者たちから絶大な支持を受けている。

　メールのやり取りの中では必然的に俺たちの共通点である地元の話が多かったので、この場所が話題に上った際、思い切って俺の方から誘さそってみることにした。

　彼女は前々からこの場所に行きたかったらしく、二つ返事ですんなり承しよう諾だくしてくれた。あまりに簡単にＯＫしてくれたので、逆に不安になったくらいだ。

　だから俺は……。




　件名

　こういうことってよくするんですか？




　と、柄がらにもなく恥ずかしい質問をしてしまった。

　妹が購こう読どくしているファッション雑誌に書いてあったんだけど、高一にもなって男とデートしたことがない女の子ってなかなかに少数派らしい。

　過去の男関係で女の子を判断するような人間にはなりたくないけれど、それでも律ちゃんが頻ひん繁ぱんに男とデートするような子だったらショックはでかい。




　件名　全然(>_<)

　そんなことないよぉ。龍騎くんが初めてだよ♥♥

　やばっ、デートのことを考えると今から緊きん張ちようしてきちゃった・・・




　思い返してみるとこの辺りからだったかもしれない。

　ありていに言えば。

　俺おれは律ちゃんのことを本気で好きになってしまったのである――。







「なあんか怪あやしいな……リューキ、お前なにかオレたちに隠していることがあるんじゃないか？」

「は、はぁ!?　別にそんなんねーし。ただちょっと今日はどうしても外せない用があるっていうか……」

　動どう揺ようした様子が伝わっちまったのか、不安気な眼まな差ざしを向ける日向ひなた。

「りゅうき。ボク……信じていいんだよね？　りゅうきはボクたちのこと裏切ったりしないよね？」

「当たり前だろ!!　俺たち三人、彼女を作るときは抜けがけなしだぜっ」

「まっ、リューキは人を騙すようなやつじゃないか」

　陽平のあどけない笑みが心の奥おくにチクリと刺さった。

　しょうがない、しょうがないんだ……。

　今日のことは意地でも隠し通とおさなくてはならない。

　俺が今日デートすると知ったら、日向はともかく陽平の方は何かしらの行動を起こすに違ちがいない（具体的にはコソコソと尾び行こうしたりとか……）。

　それで今日のデートが失敗しちまったら、悔くやんでも悔やみきれないだろう。

　男子校生は数少ないチャンスを確実にものにしていかなければならないのだ。

「んじゃ、また明日な」

　罪悪感を胸に、足早に教室を後にした。





☆　☆　☆






　それから俺は律ちゃんとの待ち合わせ場所であるラ・ソーナ川崎に到とう着ちやくした。

　彼女とは五時に改札口の前の時計台の前で待ち合わせの約束をしている。

　緊張のせいか……いやに喉のどが渇かわく。

　コンビニで買ったミネラルウォーターを鞄から取り出だし一気に飲み干す。

「……はぁ」

　携帯で時間を確かく認にんする――時刻は四時四七分。

　少し早く着き過ぎただろうか。

　彼女に必死な男と思われたらどうしよう……。

　くそっ、ネガティブになってどうする！

　今は自分にできる最善を尽つくそう。

　気を紛まぎらわすように時計台の金属に映る自分の髪かみを入念にチェックする。

　前まえ髪がみよし。

　束感よし。

　毛先の遊ばせ感よし！

　落ち付け、俺は運がよい。

　なぜなら今日の俺はワックスのノリが神がかっているからだ。

　もはやこれは一カ月に一度あるかないかのコンディションである。

　クックク……天も俺に味方をしているぞ！

「しかし、どうしたもんかな……」

　ひとつ、気がかりなことがあるとすれば――それは今日の天気であった。

　空を見上げれば、歪いびつな形をした灰色の雲が太陽の光を遮さえぎっていた。

　今にも降り出しそうな雰ふん囲い気きである。

　今日はこのあとすぐに映画に行く予定なので、天候が及およぼす影えい響きようは些さ細さいなものかもしれないが、それでも強い雨が降れば、湿しつ度どによりセットした髪型が崩くずれる可能性がある。

　その辺りは常に警けい戒かいしなくてはならない。







　十分後。

　ついに彼女――律ちゃんが到着した。

　ふんわりとパーマのかかったセミロングのブロンドヘアー。日本人特有の薄うす口くちなしょうゆ顔。大きく肩かたの露出したノースリーブは垢あか抜ぬけた印象を醸かもし出している。

　一つ気になるのは彼女が何な故ぜか、ノートパソコンを手にしてこちらに向けていることだろうか。

　全体的な評価としては、もらった写メールよりも若じやつ干かん見み劣おとりはするものの、実物の彼女も十分に可愛かわいいらしいと思う。

　けどもし付き合うことになったら、今より少しメイクは薄うすめにしてもらおう。

「あの、はじめまして……」

　勇気を振ふり絞しぼって声をかけた刹せつ那な――嫌いやな予感が脳のう裏りを過よぎった。

　周囲から突き刺さる好こう奇きの視線。嘲あざけるような笑い声。

　この感覚を俺は……ずっと前から知っている。




「わあー。本当に来てるよ。アハハッ」




　どうして今まで気付かなかったんだろう。

「アイタタター」「もう本人も気付いているんじゃない？」「星せい光こう学がく園えんのエリート君も女には弱いってことか」「ちょっと可か哀わい相そうかも」「出会い厨ちゆう乙おつですｗｗ」

　聞きたくもない言葉がどんどんと耳の中に入ってくる。

　そうか……そういうことか。

　なんだよ俺……一人で盛り上がって気合い入れて髪の毛けセットしてメールが返って来るたび小こ躍おどりして喜んで今日なんか友達を裏切ったりして……全部、バカみたいじゃねーか。

「……どういうことだ？」

　力なく聞き返すも、本当はもう分かっていた。

「えーーー、まだ気付かないの？」

「ギャハハハッ。そう言ってやんなよ美み樹き。ほら、童どう貞ていくんにはちゃんと口で説明してやらなきゃ」

「…………」

　いつの間にか律ちゃんの隣に立っていたのはいかにも柄の悪そうな金髪ピアスの男。

　この状じよう況きようから考察するに律ちゃんの彼かれ氏しだろうか。まったく、気持ちの良いくらいのＤＱＮ顔である。

「えーっと、私の名前。『下出律』を逆から読んでみて？」




　したでりつ




　　　⇔




　つりでたし




「釣つりでした」か。ハハッ。アホらし……。

「いやー。それにしても見事なハマりっぷりだったぜ童貞くん。おかげでコメント数は伸のびる伸びる！　コミュニティの人数も一気に五千人も増えちまったぜ!!

　君からメールが送られてくるたびこっちは腹筋崩ほう壊かいだったよ。ここまで気持ちよくひっかかってくれるとは、ある意味それ才能だな!!」

「もー、そこは私の演技力褒ほめてよー」

　何も聞こえないし、聞きたくもなかった。

「ちぇ、だんまりかよ。つまんねーな。ねえ、いまどんな気持ち？　黙ってないで教えてくれよ」

「もー、あんまりイジめちゃ可哀相だよー。だって龍騎くんは今まで女の子とメールをしたことなかったくらいピュア（笑）なんだよ？　これくらいにしとこーよ」

「……うッ」

　気持ちが悪い。吐はき気けがする。

　押おし寄よせるような他者からの悪意。

　この感覚を俺はずっと前から知っている。

　どうしようもないほど忘れたくて――長らく心の奥にしまっていたものだ。

　フラッシュバックするかのように脳裏に投とう影えいされる数あま多たのトラウマ。

　視界が定まらずフラフラしてきた。

　突とつ如じよ迫せまりくる胃液が喉のど元もとを伝い逆流する感覚――。

「うぇ、おげえええええええ」

　耐たえきれず、汚お物ぶつをぶちまける。

　沈ちん黙もく。

　沈黙。

　沈黙。

　沈黙。

　その後、爆ばく竹ちくを鳴らしたかのような笑い声。

「ギャハハハハハ、マジかよ！　こいつ吐きやがったっ！　おえー、マジかよおお！」

「えー、ガチありえないんだけど。最悪だしー」

　カシャッ。カシャッ。

　ピロリロリーン。

　けたたましく音を吐く携帯電話。

　どうやら撒まき散ちらした汚物を撮影しているようだ。

　一いつ瞬しゆん、なんでこんな汚きたないものを撮るんだろうと疑問に思ったが、すぐに察しがついた。

　大方、ネットにアップして話のネタにするんだろう。

　ああ、くそう。

　もし俺がライトノベルの主人公なら都合よくここらで闇やみの力で覚かく醒せいして、こいつらを皆みな殺ごろしにしてやるのに……。

　しかし、あいにくとここは現実。

　そんな展開起こるわけないし、できるわけない。

　そもそも俺にこいつらを咎とがめる資格なんてないのだ。

　俺も何度かディスプレイの中でこういう茶番劇を見て、他人の不幸を見て、愉ゆ快かいな気持ちになった経験がある。

　たまたま今回。降りかかる火の粉が俺に向いたというだけの話だ。

　だから――

　こいつらに怒いかりをぶつける資格なんて俺にはない。

「最悪だ……」

　最後の力を振り絞り、一言だけ呟つぶやいた。

　自分の情けなさも無力さも運の悪さも全て――。







　それから、どれくらいの時が経たっただろうか。

　周囲の見物人たちは俺の醜しゆう態たいに満足したのか、ひとり、またひとりとこの場を後にしていく。

　ポツリ、ポツリと空から落ちてくる水すい滴てきはいつのまにか勢いを増し、弾だん丸がんのように頭上に降り注ぐ。

　入念にセットした髪が裏目に出た。

　みるみると形を失ったそれは、油の残ざん滓しとなり頭部にベタベタとした不快感を与あたえた。

　通行人たちはうずくまり雨に濡ぬれる俺おれに軽けい蔑べつの視線を送る。

「ねえ、お母さんアレなあに？」「シッ見ちゃいけません！」

　どっかで聞いたことがあるような定番のやり取り。

　今すぐこの場から逃にげ出したい気持ちはあったが、思うように力が入らない。

　情けない話、立ち上がる気力すら湧わかなかった。




「まるで捨てられた子犬ね……」




　女の子の声が聞こえた。

　ああ、まだ俺のことを笑う奴やつが残っていたのか。早く帰ってくれないかな。もう満足だろ。今は一人にしてくれよ。どこまで俺をコケにすれば気が済むんだよ。

「もしもーし、聞こえてる？」

　聞こえているが、反応はしない。

　そいつがいまどんな顔で俺のことを見ているか、容易に想像がついてしまったから。




「……こんなところにいたら風か邪ぜひくわよ」




　赤子に言って聞かせるような優しい声こわ音ね。

　と、そこでようやく異変に気付く。

　濡れてない……？

　さっきまで射い抜ぬくような勢いで落ちていた雨あま粒つぶはいつのまにか俺の体を避よけるようになっていた。

　どういうことだ……？

　疑問に思い見上げると、一人の少女が真っ赤な傘かさを広げ目の前に立っていた。

　手入れの行き届いたハチミツ色のストレートロングの髪の毛。

　日本人離ばなれしたモデルのように長い手足。

　切れ長の二ふた重え瞼まぶたを彩いろどるサファイアブルーの瞳ひとみ。

　それは、突とつ如じよ俺の日常に割り込んできた異形の存在だった。

　ありえない。

　あるはずがない。

　そうやって自分に言い聞かせつつも、心の奥ではずっと焦こがれてきた存在。

　俺の目の前に立っていたのは、それこそアニメやゲームの世界でしか見たことがないような……金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女だった。




「もしかして……君は……天使なのか？」




　咄嗟にそんなことを尋ねてしまう。

　我ながら意味不明で支し離り滅めつ裂れつな言葉だっていうのは分かっている。

　けど……仕方がないだろう？

　このとき、たしかに俺は……彼かの女じよの背中に純白の羽を見てしまったのだから。

「……面おも白しろいことを言うのね」

　目の前の少女は僅わずかに相好を崩して、




「私は……見ての通り、通りすがりの女子高生よ。ねぇ……いいこと教えてあげようか？」




　そう前置きした少女は悪戯っぽい笑みを浮うかべながら、俺と目線を合わせるために膝ひざを曲げる。

「世界には天使のような女の子なんて存在しないわ。

　もし仮に貴方あなたの目の前にそんな子が現れたとしても……それは打算で天使を演じているだけ。そういう子に限って本当は中身が黒い……悪あく魔まなんだから」

「そういうもんなのかな」

「そういうものよ」

「…………」

　たしかにこの子の言う通りなのかもしれない。

　世間に蔓延はびこる『美味おいしい話』には必ずと言って良いほど裏がある。

　それはつまり置おき換かえて言うならば、男にとって都合の良い女の子には……必ず何か裏が存在しているということだ。

「……そうか。そうだとしたら俺にとって君はもの凄すごく恐おそろしい存在になるな」

「あら。どうして？」

「だって君が……天使みたいに可愛かったから。裏を返せばそれは……君の正体が俺にとって恐ろしい悪魔だってことになるだろう？」

「…………」

　尋ねてみると、目の前の少女は僅かに頬ほおに朱しゆを散らして、

「よくもまぁそんな恥ずかしい台詞せりふが言えたものね。……けど、後者については否定しないわ」

「……ああ。やっぱり、そうなのか」

「…………」

　と、彼女はそのまま俯うつむき気味に視線を伏ふせて押し黙ってしまう。

　残念ながら会話が続いたのはそれまでだった。

　だって……考えてもみろよ。

　男子校生活に毒された俺にとって女の子と普ふ通つうに会話が成立しているってことがどれだけ異常なことであったのか……。

　彼女のことを知りたい。

　彼女ともっとお近づきになりたい。

　俺がそう思えば思うほど心臓の鼓こ動どうが早くなり、体がガチガチに硬こう直ちよくしてしまうのが分かった。

「…………」

　やがて、彼女は僅かに表情を強こわ張ばらせて、何かを諦めたような眼差しで俺の元から離れようとする。

　ああ。もしかしたら俺は今……人生における千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを逃のがしちまっているのかもしれないな。

　けれど、残念なことに俺の中には彼女を呼び止める勇気はなかった。

　彼女の背中は徐じよ々じよに小さくなって行く。




　俺が彼女との進展を諦めかけたそのときだった。




　もしかしたらこれは……彼女にとってほんの些細な気まぐれなのかもしれないけれど……。

　彼女が一瞬、こちらに対して振り返かえった。

　その表情があまりに美しく、そして、寂さびしそうな目をしていたから。

　決心することができた……っていうのとは違うな。

　気付いたときには体が動いていた。

　こんなことは初めてだったし、自分でも驚きが隠せない。

　頭よりも早く体が動くことなんて……本当にあるのだろうか？




「ちょ、ちょっと待って！」




　未いまだにガチガチに硬直している両足に鞭むちを打ち、彼女の元に近づく。

　それでも歩みが止まらなかったので、袖そでを引っ張り呼び止める。

　今、自分がすべきこと――やりたいこと、それが明確になった気がした。

　そうだ、ここはラブコメの世界じゃない――。

　欲ほしいものがあるなら……自らの手で掴つかみ取とらなきゃならない。

　受け身な態度じゃ何も変わらない。変えられない。




「君の、名前が知りたい！」




　叫さけんでいた。

　本当にこんな大声を出したのは何年振ぶりだろうって勢いで叫んでいた。

　目と目が合う。

　間近で見る彼女はやはりというか……圧あつ倒とう的てきな美少女であった。

　それこそ彼女を見た十人中十人の男と、ついでにもう二、三人を巻き込んで見み惚とれさせてしまうくらいの美少女だ。今いま更さらながらこんな生物が三次元の世界に存在していたことが驚きである。




　だからこそ俺は彼女のことをもっとよく知りたいと思ったんだ。




「えー、なにあの人？」「ナンパか？」「ひゅー、若いね」「あれ、あの人さっきゲロってた人じゃない？」

　通行人たちの視線が一様に俺たちの元に集まる。

　しかし、後こう悔かいはない。

　だって、さっきまでの表情から一転。

　彼女の顔つきは台風が通り過ぎた後みたいに晴れやかになっていたのだから――。

「まったく酷ひどい顔ね……水に濡れたアンパン●ンでももうちょっとマシな顔をしていると思うわ」

「…………」
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　それはたぶん事実だろう。

　涙なみだで充じゆう血けつした目元。汚物にまみれた唇くちびる。

　自じ慢まんの髪かみ型がたは雨水で溶とけたワックスによりカオスな形状になっていた。

　今の俺は自分史上最大にブサイクになっているのだろう。

「けど、合格点ね」

　彼女は制服のポケットを漁あさり、取り出した紙切れを俺の掌てのひらに捻じ込んだ。

　小さく折りたたまれたメモを開くと、そこに書かれていたのは（おそらく）彼女の名前と連れん絡らく先さきであった。




　東しの雲のめササラ。




　筆ひつ跡せきがまだ新しい。

　個人的な推測になるが、もしかしたら彼女は最初から俺に連絡先を教えるつもりで声をかけてきたのかもしれない。

　けれど、いざ声をかけてみるとなかなか自分から「アドレスを交換しよう」とは言い出し辛づらくて、男である俺が行動に出るのを待っていたのかも……。

「あの、ありがとう……」

　礼を言う前に、彼女は背を向け駅の方へと歩きだした。

「ちょ!?」

　再び呼び止めようとしたが、やめた。

　時計台に映った自分の姿に目をやる。

　全身ズブ濡れというだけでも結構アレなのだが、長らく雨に打たれていた髪の毛はなんか……バフンウニみたいになっていた。

　今の俺と二人でいることは年とし頃ごろの女の子にとって死ぬほど恥ずかしいことなのかもしれない。

　連絡先は聞けたんだ。

　無理に追いかける必要もないだろう。

　呼び止めて良かった。彼女に名前を聞いて良かった――。

　計画していた予定とは大分違ったものの、この日俺は金髪碧眼の美少女のアドレスをゲットした。

　風船作戦も捨てたもんじゃないかもな。





☆　☆　☆






　家に帰って速そつ攻こうでシャワーを浴びた俺はそのまま妹と二人で夕食の支し度たくをしていた。

　黒くろ須す家では両親が共働きということもあり、夕食は妹と二人で取ることが多い。

　陽平なんかはそんな俺のことを「エロゲー主人公状態」と皮肉たっぷりに揶や揄ゆするが、実際はそんないいものではない。

　夜勤の看護師をやっている母親は年がら年中昼夜が逆転をしており、今だって自室で死んだように眠ねむっている。

　ブラック企き業ぎように勤めるオタクでＳＥの父親は、ついに精神を侵おかされたのか「フヒヒｗ　会社タンはオレの家！」と、訳の分からない台詞を吐いたのを最後に仕事で一ヶか月げつも家に帰ってきていない。

　それに……実際に妹がいる奴には分かると思うが現実の妹はフィクションのそれとは似ても似つかない存在である。

　やかましいし、生意気だし異性として見ることなんて地球が引っくり返ってもありえない。そりゃあ黒羽は……俺の妹は……贔ひ屓いき目めを抜ぬきにしても結構、可愛らしい外見をしていると思う。

　髪の色は明るくて、左耳にはピアスがついている。

　外見については見ての通りに『今時の娘こ』の一言で説明が付く。

　しかし、その内面は意外にも生きつ粋すいの体育会系であり、競技自転車部に所属してバリバリ大会で活かつ躍やくしていたりもする。




「お兄ちゃん、何かいいことあったでしょ？」




「んあ!?」

　近所のスーパーで叩たたき売うりされていた衣ころもの分厚さだけが自慢のエビフライを咀そ嚼しやくしていた折、妹の黒羽がそんなことを言い出した。

「はあ!?　別にそんなんねーし」

「や、ムキになって否定している時点でバレバレだから」

「…………」

　ふぅ、落ち付け。

　ここで動揺するからクソ生意気な妹にいつも手玉に取られちまうんだ。

　大だい丈じよう夫ぶ。向こうはまだ確定的な証しよう拠こは握にぎっていないはずだ。

　ここは兄貴としてドッシリと構え冷静に対処しよう。

「お兄ちゃん」

「ん、どうした」

「今日デートだったんでしょ？」

「えっ、どうしてそれを!?」

「お兄ちゃんはさ、チョロすぎだよ。もう少し駆かけ引ひきを楽しませてよ。適当にカマかけただけだし」

「…………」

　ニカーッと悪魔みたいな笑えみを浮かべる黒羽。

　なにも反論できない。

　たしかに先さき程ほどの決意から二秒もしないうちにボロを出した俺は雑ざ魚こすぎる。

　スーパーマ●オの最初のステージに出てくるクリボーでももう少し仕事をする。

「デ、デートってもアレだ。男友達とだぞ」

「気色の悪い誤ご魔ま化かし方しないでよね！　お兄ちゃんが女の子とメールしてることは知っているんだから！」

「お前まさかっ、勝手に人の携けい帯たいを見たんじゃ!?」

　バンッとテーブルを叩き慌あわてて問いただすと、黒羽は「はんッ」と人をバカにした態度で笑う。

「そんなはずないでしょ。簡単だよ。この前あたしに写メ撮とるの協力させたじゃん。あの時、きもいくらいに前髪とか気にしてたからさ、それで分かったんだよ」

「いや、だからあの写メはスーパージュ●ンボーイコンテストにだな……」

「お兄ちゃん」

「……はい」

「冗じよう談だんは顔だけにしたほうがいいよ？」

「酷いっ!!」

　どういうわけか黒羽は色いろ恋こい沙ざ汰たになると驚おどろくほど頭の回転が速い。

　学校の勉強はというと、進●ゼミに見捨てられるほど残念なのだが……。

「いい加減認めたら？　あの元引きこもりのお兄ちゃんが頑がん張ばっているんだもん。大丈夫、あたしは笑ったりしないよ。なんでも相談してね」

「ごちそうさま!!」

　口の中に残る白米を強ごう引いんに水で流し込み、逃げるように食しよく卓たくを後にする。

　そうでなくとも既すでに妹には大きな借りを作っているんだ。

　兄としてこれ以上、恥はじの上うわ塗ぬりをするわけにはいかない。





☆　☆　☆






　部屋に戻もどった俺はすぐさまベッドで横になっていた。

　今日は本当に色々なことがあった。

　具体的には初めて女の子とデートできると思ったら……まさかの釣りだった。

　……。

　…………。

　忘れよう。

　あの時のことは軽く思い返しただけで死にたくなる。

　ダメだ、放っておくとネガティブなことばかりが思おもい浮かんじまう。

　逆に考えよう。

　たしかに今日は失ったものも多いが、そのかわり思わぬ収しゆう穫かくもあった。

　自分でも未だに信じ難がたいのだが、金きん髪ぱつ碧眼の美少女――東雲ササラのアドレスをゲットすることができたじゃないか。

　律ちゃん？

　そんな人間はいなかった……。

　今だから言えることだが、律ちゃんは一ひと重えだしケバいし、全然可愛くなかった気がする。

　それに引き換え東雲ササラ。彼女は可か憐れんだ。

　金髪に釣り目でちょっと派手な容姿をしているが、不思議と理知的である。

　きっと眼鏡とかかけても似合うんだろうなあ。

　いつかアルプスの草原に白いワンピースと麦わら帽ぼう子しの姿で立たせてやりたい。

　結論。

　俺は勝ち組だ。

　結果だけ見ればエビでタイを釣ったようなものじゃないか。

　いや、俺の中ではエビとタイは味覚的な意味で競きそっているので喩えを変えよう。

　二人の間にはい●ご１００％と戸愚呂１００％よりも明確な差があるのだ！

「よっしゃ！」

　ベッドから起き上がり気合いを入れる。

　……とりあえず東雲さんにメールをしよう。

　考えてもみろよ。

　彼女も俺おれからのメールを今か今かと待ち望んでいるに違ちがいない。

　具体的には「ふえええっ、龍騎くんからのメールが来ないょぉ。寂しいょぉ……」と、一人枕まくらを股またに挟はさんで悶もん々もんとした時間を過ごしているに違いない……デュフフフッ。







「あ……れ……」

　制服のポケットから彼女にもらったメモを取り出したとき、俺は絶句した……。

　文字が滲にじんで読めない……だと……？

　それも一部が読めないというレベルではなく、もう全体的にぐちゃぐちゃで解読不能。

　考えてみれば当たり前のことだった。

　水性のボールペンで書かれたメモをビショ濡れの制服に入れて持ち歩いていれば、そりゃあ文字も滲むはずだ……。

「はははっ……」

　乾かわいた笑いだけが部屋に響ひびく。

「バカアアアアアッ、俺のバカアアアア」

　やり場のない思いに身を任せて絶ぜつ叫きようする。

　せっかく手に入れたチャンスを棒に振ってしまった！

　くそっ！　神はいないのか！




「うるさい！　クソ兄貴、死ね！」




　死人に追い打ちをかけるように隣となりの部屋から妹の罵ば声せいが飛んできた。

「ですよねー」

　この夜、俺は久しぶりにマジ泣きした。







第三話　ドキドキ☆保健室







「どうしたリューキ。セミの抜けがらでももうちょっと覇は気きのある顔をしていると思うぞ？」

「りゅうき……熱でもあるの？」

　翌日。

　俺は死ぬほど凹へこんでいた。

　……原因はもちろん東しの雲のめさんの連絡先を解読不能にしちまったことだ。

　まったく自分のことながら昨日は地じ獄ごくの底に垂らされた蜘く蛛もの糸を自らチェーンソーでぶった切るような失態だった。

　うぅ、気持ち悪い……。

　気分に付ふ随ずいするかのように体調も絶不調である。

　しかし、だからといってこいつらに余計な心配をかけるわけにはいかない。

「……別になんでもない」

「何でもないことはねえだろ。もし良かったら相談してみな。オレにできることがあるかもしれねえ」

「…………はぁ」

　俺とて、そうしたいのは山々である。

　こいつらに相談できたらこの鬱うつ屈くつとした気持ちも少しは晴れるかもしれない。

　けど、昨日のことはどうやって説明する？

　東雲さんとの出会いを説明するには、当然あの胸むな糞くそ悪い事件を無視することはできない。




「バンッ！」




　深々と溜ため息いきをつくと、陽よう平へいはなにを思ったのか手で銃じゆうの形を作り謎なぞの言葉を発した。

「……？」

「ハッハハハ！　実はオレ……一家代々プロの暗殺者でさ、この学校に入学してきたのもリューキ！　お前のことを殺すためだったのさ！」

「……はぁ？」

「えぇ!?」

　陽平の戯たわ言ごとに本気で驚く日向ひなた。

「……意味の分からない嘘うそを吐くなよ。日向が本気で怖こわがっているじゃねーか」

「なんだ嘘か……」

　ホッと胸を撫なで下おろす日向。いちいち可愛かわいいな。

「ああ。そうだ。もちろん嘘さ。けど、もし俺が本当に暗殺者だったらお前は死んでいたな！」

「……なにが言いたいんだよ？」

「お前がなにを悩なやんでいるかは知らねえが、死ぬことに比べりゃ屁へでもねーだろ。お前は今、一回死んだ。だからさ、リセットボタンを押した気分でやり直そうぜ。人間死ぬ気になりゃ、案外なんだって出来るもんさ！」

　腰こしに手をやり「ガッハハハー」と豪ごう快かいに笑いだす陽平。

「……そうかもな」

　なんとも強引な理り屈くつではあるが、年中無休でポジティブシンキングな陽平らしい考え方であった。

　本当に俺は友達に恵めぐまれたと思う。

　でも、だからこそ昨日のことは黙だまっていたい。

　お前らを裏切って女の子と会っていたなんて……言えるはずないじゃないか。

　ん、待てよ。

　なにも全すべて事実を言う必要はないんじゃないか？

　……そうだよ。簡単なことだった。

　俺にとって都合の悪い部分を隠かくして喋しやべれば上う手まいこと相談できるかもしれない。

「えーっとさ、実は昨日、街を歩いていたら見知らぬ金髪美少女に逆ナンされちゃってさ……実はそのことで悩んでいたんだ」

「…………」「…………」

　陽平と日向は可か哀わい相そうなものを見る目でジトーッと湿しめった視線を送る。

「りゅうき、可哀相に……。ついに幻げん覚かくを見るようになっちゃったんだね」

「お前もとうとうそこまで堕おちたか……」

「いや違うから！　現実の話！」

　必死に反論するも、二人は未だに全く信じていない様子。




「…………あ、分かった！」




　しばしの沈ちん黙もくの後、陽平はポンと手を叩いて一言。

「それなんてエロゲー？　お前、エロゲーと現実の話をごっちゃにするなよ！　紛らわしいっつーの！」

「…………」

　お前ら……俺が逆ナンされることをそこまで信用しないか……。

　でもまあこの際、話を合わせるのはアリっちゃアリだ。

　ゲームの話にカコツケて喋っちまおう。

「ああ、そうなんだ。エロゲーの話。んで、その美少女から連絡先を聞いたんだけど、俺のミスで連絡先が書かれたメモを失くしちまった。……お前らなら、どうする？」

「ゲームの話なら……よーへーがさっき言っていたみたいにリセットボタンを押おせばいいんじゃないかな？」

　真顔で正論を言う日向。

「ああ、そりゃそうなんだが、今聞きたいのはそういうことじゃなくてだな……」

「そりゃあ簡単な問題だよリューキ」

「陽平……！」

「学校の外で出会った謎の美少女は翌日、自分の通う高校に転校して来るのがセオリーだろ。なあに心配するな。じきにそのヒロインにも会えるよ」

「な、なるほど」

　盲もう点てんだった。

　たしかにエロゲーの世界では学校の外で出会った謎の美少女は翌日転校してくるというパターンが王道だ。

　てことは今朝のＨＲあたり、東雲さんがウチの高校に転校生として……。

　って、




「ここ男子校じゃねーか！」




　またしても俺は大声で叫んでいた。

　ないぞ！

　その可能性は万が一にもない！

「ねえ、よーへー……やっぱりりゅうきおかしいよ」

「ああ、これは念には念を入れて頭の病院に連れて行くべきなのかもしれん……」

　ああ。現実とフィクションの世界とごっちゃにして考えるのは俺の悪あく癖へきである。

　というか冷静に考えればたとえここが共学の高校だったとしてもそんな確率、皆かい無むに等しいじゃないか。

　結局のところ、人口一億二千万人のこの国で連絡先の分からない女の子に再会することなど不可能に近い。

　くそっ、せっかくのチャンスを棒に振ふってしまった。

　東雲さん……可愛かったなあ。

　もう二度と会えないのか……はあ……。

　と、俺の思考がどんどんマイナスの海に沈しずんで行ったそのとき。

　ピロリロリーン♪

　まるで計はかったかのようなタイミングで携帯の電子音が響き渡わたった。

　期待をしてなかったと言えば嘘になる。

　ポケットから携帯を取り出だし、件名を見る。

　おいおい、うそだろ。だってこれって……。




　件名

　東雲ササラです。




　飾かざり気けの欠片かけらもないシンプルなメール。送信主のアドレスにはおぼろげながら見覚えがあった。間ま違ちがいない、彼女のアドレスである。

　俺にメールをよこしてきたのは昨日出会った金髪美少女――

　東雲ササラその人であった。




「きたあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」




「よーへ……これは……!?」

「間違いない。リューキはもう……手て遅おくれだ」

　ヘブン状態の俺とは対照的に、二人の様子はやたらとシリアスなものであった。

　どうして彼女は俺の連絡先を知っているんだろうか？

　いや、深く考えるのはよそう。

　俺たちはきっと紀元前より昔から結ばれる運命だったんだ！

「リューキ、保健室にいくぞ」

「え、なんで？　俺は別に体調とか悪くないぞ……」

「問答無用！　日向そっち持て」

「うん」

　ガシッと両りよう腕うでを掴まれる。

　左右に女の子がいるハーレム状態のことを両手に花と言うらしいが、左右に男子がいる状態のことは何て表現するのだろう？

「みんなー。リューキを保健室に運ぶの手伝ってくれー」

「お、お願いしまーす」

　二人の号令と共に、火が付いたように荒あらぶるクラスメイトたち。

　なんだろう、すごく嫌いやな予感がする。

「ほいキタ」「キシャッアーーー、祭りだーー」「日向姫ひめの御ご命めい令れいとあれば……」「ぶちこめ！　豚ぶた箱ばこにぶちこめ！」「ヒャハハハッハ！　アヒャヒャヒャヒャ！」

　これはまずい。明らかに数人は正気を失っている。

　説明しよう。

　日ひ頃ごろの変化に乏とぼしい男子校生たちは、なにかにつけてバカ騒さわぎする機会を覗うかがっているのだ。

「いや、俺は健康だから！　保健室とか別に行く必要がないから……ってうわああああああああああ、やめろおおおおおおおおお」

　屈くつ強きような男数人が俺の体を持ち上げ、宙に浮うかす。

「出発進行！」




「「「「おおおおおおおおおおおおお！」」」」




　先頭で指揮を執とる陽平と、それに続く男達。

　俺はというとまるで祭りのときに担かつがれる、御み輿こしにでもなったかのような気分であった。どうしてこうなった。





☆　☆　☆






　保健室。

　それは学校で唯ゆい一いつベッドが完備されている魅み惑わくのスポット。

　健全な男子高生ならば誰だれもが一度は保健室で女の子と二人きり……というシチュエーションでよこしまな妄もう想そうを抱いだいた経験があるだろう。

　ゲームやアニメの世界では体育館倉庫・更こう衣い室しつに並ぶ三大エロスポットの一つである。

　しかし、悲しいかな。

　ここは男子校であり、かつ保険医の先生も男である。

　だからこうやってベッドで横になっていようと、エッチなイベントに遭そう遇ぐうすることは絶対にない。残念だね。




　件名　ＲＥ

　俺のアドレス、どこで知ったんですか？




　クラスメイトたちが去って一段落した後、すかさず俺は東雲さんにメールを送った。

　一いつ瞬しゆん、絵文字を使うべきか迷ったが、向こうが使ってないのに、こっちが使うのは負けた気がして躊ちゆう躇ちよした。




　件名　ＲＥ：ＲＥ

　あなたのメルアドがネットに晒さらされていたからよ。




　体感時間で十秒もしない内に返信が返って来た。

　……。

　…………。

　なるほど。最近やけに謎の怪かい文ぶん章しようやら架か空くう請せい求きゆうのメールが送られてくるなと思ったら、俺のメルアドはネットに晒されていたのか……。

　悲しくないといえば嘘になる。

　ふざけんなと言ってやりたい気持ちもある。

　しかし、おかげでこうして東雲さんとメールできたのだと考えると、なんとも複雑な気分である。




　件名　ＲＥ：ＲＥ

　というか、私はず～っと君からのメールを待っていたのよ。

　どうしてメールをくれないの？




　次の文章を考えているうちに、再び東雲さんからのメールが届いた。

　律ちゃんとのメールでは、二通連続で返信が来ることなんてなかったので、変な期待をしてしまう。もしかして俺、愛されてる？




　件名

　実は、東雲さんからもらったメモを失くしてしまって……ごめんなさい^_^;




　あんまりガチで謝あやまり過ぎると相手を引かせてしまう恐おそれがあるので、顔文字を用いてライトなイメージを演出しておいた。




　件名　許さない。

　許してほしければ今日私とデートするように。




「うわぁ!?」

　メールの内容があまりに衝しよう撃げき的てきだったので、思わず声を出してしまう。

　ドクドクと痛いくらいに脈打つ心臓。

　お、落ち付け俺。

　スゥーッと深呼吸した後、手からすっぽぬけ床ゆかに落ちた携帯を拾う。

　瞬まばたきを一回。もう一度メールの内容を確かく認にんしてみる。

　しかし、どうやら俺の見み間ま違ちがいではなかったらしい。




「うおおおおおおおおおおおおおお！　ポチョムキン！　ポチョムキン！　ポチョムキンンンンンンンンンンンッ！」




　奇き声せいをあげていた。

　言葉に特に意味はない。

　たぶんこれからの人生で二度と使うことはないであろう、無意味な文字の羅ら列れつ。

　うおっしゃアアアアアアアアアアア。

　俺の時代ウェルカムウウウウウウウウウ!!

　というか、最近の俺は叫さけび声ごえを上げる頻ひん度どがやけに高い気がする。

　自重しなくては。

　絶叫キャラとして世間に俺のイメージが定着しかねん。

　と、そんなくだらないことを考えているうちに、目の前にあった薄手のカーテンがサーッと開かれた。




「あのぅ……ちょっと静かにしてもらえませんか……」




　隣のベッドで寝ねていた男子生徒が申し訳なさそうに一言。

「あ、はい。ごめんなさい」

　それを聞いた俺は一気にシュンとなった。

　気のせいかな、昨日も似たようなやりとりがあった気がする。

　まあなにはともあれ。

　こうして俺は東雲さんとデートの約束を取り付けることに成功したのである。

「あと、ポチョムキンってなんですか？」

「…………」







第四話　とある男子校生の初デート







　放課後。

　俺は待ち合わせ場所であるコーヒーショップの前に立っていた。

　川かわ崎さき駅周辺の中でも一ひと際きわハイグレードなそれである。

　いつものように携帯で時間を確認する。

　時刻は四時四十分。ちなみに待ち合わせ時間は五時ぴったり。

　またしても……早く着き過ぎた。

　けれどもまあ、不思議と人を待っている時間というのは嫌きらいじゃない。相手が女の子というのであれば尚なお更さらである。

　……考えてみれば、これは俺の人生初デートだ。

　昨日のアレはもちろんノーカン。自分の中では既に無かったことになっているしな。

「ふぅ……」

　突つっ立たっていても仕方がない、先に入って飲み物でも注文しておくか。

　――と、店内に足を踏ふみ入いれた次の瞬しゆん間かん。

　俺の視線はある一点に釘くぎ付づけになった。

　視線の先にいたのはもちろん彼かの女じよ――東しの雲のめササラであった。

　店内は平日のわりには結構な賑にぎわいようで、彼女でなければ特定は難しかったと思う。

　なんでもない、日常的な風景も彼女がいればどこか別世界のように思える。くどいようだが彼女はそれほど異質な存在感を放っていた。

「……よぉ」

　一歩、また一歩と彼女に近づき挨あい拶さつをする。

　東雲さんはこの日、眼鏡をかけていた。

　そして、分厚いハードカバーの本を読んでいた。

　文学少女である。

　ストライクゾーンど真ん中である。




「ごきげんよう」




　東雲さんは俺の姿を見るなり、パタリと本を閉じてそう言った。

「…………」

　俺は衝しよう撃げきのあまりその場からピクリとも動けなかった。

　だって「ごきげんよう」なんてリアルで聞いたの、生まれて初めてだったから……。

　萌もえずにはいられない。

　もしここにベッドがあれば枕を抱いて躊躇なくゴロゴロ転がっていたと思う。

「この前は随ずい分ぶんと雨に濡ぬれていたみたいだったけど、その、体調はいかがかしら？」

「…………へ？」

「……まあいいわ。さっ、そこに座すわって」

「は、はい！」

　促うながされるまま彼女の対面に座る。

　……。

　…………。

　………………。

　会話が弾はずまない。

　ビックリするほど弾まない。

　いや、これはもう弾まないとかそういう次元の問題じゃない。

　これでも俺は今日のような千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスに備え、日夜イメージトレーニング（人はそれを妄想とも言う）に励はげんでいたはずなのだ。

　しかし……不思議なことにいざ彼女を目の前にすると頭が真っ白になり、言葉がなにも出てこないのである。

　……。

　…………。

　俺は昔どっかのＡＶ男優が吐はいた名言に思いを馳はせていた。

『肝かん心じんなときほど勃たたないもんなんすよ』

　そんなバカな！

　と、当時は思ったが今なら少しだけその言葉の意味が分かる気がする。

「…………………………」

「…………………………」

　会話が弾まないだけならまだいい。

　かなり苦しい言い訳ではあるが、熟練したカップルであるほど、こういった『空白の時間』を楽しむものだと、妹が購こう読どくしている例の胡う散さん臭くさいファッション雑誌に書いてあった気がする。

　しかし、今の俺はキョロキョロとどうにも視線が安定しない。

　目を回したトンボでも、もう少し落ち着きがあると思う。

　いかん……いかんぞ俺。

　というか今まで人と喋るとき、どこ見て話していたんだっけ……。

　ど、どうすればいい!?

　結果俺の視線は、無残にも遥はるか明後日の方角に飛んでいた。

「ＵＦＯでも見えるのかしら？」

「えっ……」

　スプーンでコーヒーカップの中身をくるくるしながら東雲さんは言った。

　一瞬、彼女の言っている意味が分からず硬こう直ちよくしてしまう。

　ああ、そうか。俺は今までどこを見ていたんだ？

　あろうことかガラス窓を通して、空を見上げていたんじゃないか。

　これはまずい。

　彼女になんて弁解すればいい……？

　いや、こういうときこそ逆転の発想だ。むしろこれはチャンスだと捉とらえよう！

　これを機に会話を広げられればまだまだ逆転の目はある。

「あ、いえ。これはなんていうか、景色を見ていたんですよ」

「景色？」

「そうです。外の景色です。今日はいい天気だなー、なんて……ハハハ」

「…………」

　無論、気まずさマックスである。

　アイタタター。

　もう少し気の利いたこと言えなかったのか俺!?

　自分のことながら、ここまでオリジナリティを感じられない会話は逆に珍めずらしいと思う。

　今いま更さらだけど、ライトノベルに出てくるラブコメの主人公。

　あいつらはガチで凄すごいよな。

　だってさ、初対面の女の子といきなり面おも白しろい掛かけ合あいができるんだぜ？

　やれ鈍どん感かんだ、草食系だと読者は批判するが、冷静に考えてやつらのコミュ力には戦せん慄りつせざるを得ない。

「……そう。龍りゆう騎きくんは私よりも今日の天気に興味があるのね。ショックだなぁ」

　少し、寂さびしそうな表情で東雲さんは呟つぶやいた。




「しょ、しょんなことないですよぉ？」




　噛かんだ。

　噛んでしまいました。

　もうこれ以上状じよう況きようは悪くならないだろうとタカをくくっていたのだが、ダメ押しの一発が入ってしまった。

　噛んだだけならまだしも、イントネーションがどう考えてもおかしい。

　よぉ？　の部分が不自然に上がってしまった。まさかの疑問文である。




　――終わった。




　どう足あ掻がいてもここからの巻き返しは不可能な気がする……。

「ふふっ……」

　しかし、彼女のリアクションは俺おれの予想に反するものであった。

「あははっ、アハハハハハッ」

　なぜか、東雲さんは笑っていた。

　今までクールであまり表情を変えなかった彼女がいきなり笑え顔がおになったもんだから、こっちもドキリとしてしまう。

「あ～、龍騎くんってとても面白いのね」

「恐きよう縮しゆくです」

「なんだか緊きん張ちようするのもバカらしくなってきちゃった」

「え……」

　彼女は今なんて言った……？

　ハッキリと聞き取れはしたが、東雲さんの放った一言は俄にわかに信じ難がたいものであった。

「緊張してたんですか？」

「ええ。今も心臓がバクバク言ってるわ」

　左胸のささやかな膨ふくらみを抑おさえながら東雲さんは言った。

　その仕草に俺の心臓がバクバク言ってしまうんですが……。

「……意外です」

「そうかしら？」

「てっきり、こういうこと慣れているんだと思ってました……」

「あら、どうして？」

「アドレスを教えてくれたり、今日もこうして誘さそったりしてくれたからです」

　そうじゃなくとも人目を引く容姿をしているんだ。

　たとえ本人にその気がなかったとしても、世の男達は放ってはおかないだろう。

　と、次の瞬間。

　東雲さんはカァァっと頬ほおを赤に染め、口をモニュモニュさせながら衝撃の言葉を言い放った。




「私ね、こうやって面と向かって同級生の男の子と喋るの……龍騎くんが初めてなんだ」




「……マジですか？」

　常識的に考えればそんなことありえるわけがないのだが、彼女が冗じよう談だんを言っているようにはどうしても思えなかった。

「龍騎くんは、白しら雪ゆき女じよ学がく園えんって知ってる？」

「ええ、まあ……」

　日本で生きている以上、その名を知らぬ者はいないだろう。

　白雪女学園。

　日本でも有数の権力者・富ふ豪ごうの娘むすめしか通うことの許されない御お嬢じよう様さま学校。

　幼よう稚ち舎しや～大学までの一いつ貫かん教育を推すい奨しようしており、聞くところによれば学生の八割は幼稚舎からの内部進学組なんだとか。

　やんごとなき身分の方々や大物芸能人が好んで娘を通わせる学校のため、メディアに露出する機会は多いが、その実態は謎につつまれている部分が多い。

「私はその白雪の生徒なんだ」

「!?」

　言われてみると、納なつ得とくする部分はあった。

　シンプルなデザインながらも気品を感じさせる制服。一部の隙すきもない礼れい儀ぎ作法。金色に輝かがやくサラサラの髪かみの毛けもあいまって、彼女の身のこなしはまるで中世ヨーロッパのお姫ひめ様さまを彷ほう彿ふつとさせる。

　普ふ通つうの子ではないと思っていたけど……まさか白雪の生徒だったとは……。

「納得してくれたかしら？　幼よう稚ち園えんから女子校に通っているから私、同年代の男友達とかいなくて……。だから男の子に対する耐たい性せいが全くないの」

「…………」

　たしかに白雪の生徒なら、彼女がこれほどの容姿を備えていながら男友達がいないということも納得できる。
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　しかし、どうにも腑ふに落ちない部分がある。

　……。

　…………。

　そうだ、思いだした。

　東雲さんと初めてあったとき――

　あのときの彼女は今とは少しキャラが違ちがう気がする。

　具体的に言えば俺のことをからかって楽しんでいるようなフシがあったというか……。

「でもさ、初めて会ったときの君はもっと飄ひよう々ひようとしてたというか……小こ悪あく魔まチックだったというか……」

　俗ぞくっぽい表現をすると、Ｓっぽかった。

　指し摘てきすると彼女は「む～」と口を曲げる。

「えっとね、あのときの私は――どうやったら龍騎くんが元気になってくれるか、それだけを考えていたの」

「？　どういう意味ですか？」

「私なら落ち込んでいるとき、同情の言葉はかけて欲ほしくないかなって思ったのよ。

　大きな失敗を犯おかしたときに、他人から同情されるのは……辛つらいものよ。

　私なら落ち込んでいるときは、逆に自分の失敗を茶ちや化かして欲しいと思うの。だから……すごく緊張したんだけど、君にもそうすることにしたの」

「そ、そこまで……」

　俺のことを考えてくれていたのか……。

　女め神がみや！

　ここに女神がおったで！

　たしかに、あのとき彼女が俺のことを茶化してくれなかったらここまで早く立ち直ることはできなかっただろう。

「気分を悪くしたらごめんなさい。口の悪い女と思ったわよね？」

「…………（ブンブンッ）」

　大きく首を振って否定する。

　俺が間違っていた。

　こんな天使みたいな女の子が毒どく舌ぜつキャラなわけがない。

「話を戻もどすわね。今までは恋れん愛あい経験とかなくても特に気にすることはなかったんだけど、高校生にもなってそれじゃ流石さすがにまずいかなって、最近になって思い始めてきたの」

「…………」

「だからね。今日あなたを呼び出したのはそのためなんだ。折り入って龍騎くんに、お願いしたいことがあるの」

　東雲さんは頬を赤らめながら上うわ目め遣づかいでこちらを見つめる。

「頼たよりになるのは……龍騎くんだけなの……」

「!?　なんでも言って下さい！」

　リアルじゃ恋愛経験０の俺でも、彼女が次に言い放つ言葉は容易に想像がついた。

　だってそうだろう？

　ヒントとなるべき伏ふく線せんは十分にあった。

『緊張しながらもアドレスを教えてくれたということ』

『初デートの相手に俺を選んだということ』

『男性経験が不足していることが悩なやみだということ』

　ここから導き出される答えは一つ。

　彼女が次に言い放つ言葉は「私をあなたの彼女にしてください」だ。




「私に男の子を紹しよう介かいしてください」




「…………………………はい？」

　なんか、違くね？

「その顔……もしかして龍騎くんは、私があなたのガールフレンドになるという展開を期待していたのかしら？　……プクク」

「…………」

「心配する必要はないわ。あなたみたいな男を異性として認にん識しきできるような、ストライクゾーンの広い女の子を見つけることは雪男を探すより難しいと思うから」

「さ、さっきまでとキャラが違う……」

　いや、元に戻ったと言うべきか。

　この、人を見下すために生まれてきたと言っても過言ではないような高圧的な態度――間違いない。最初に会ったときの彼女である。

「ええ、猫ねこを被かぶっていたからね。ごめんなさい、あなたをその気にさせるだけさせといて、奈な落らくの底に蹴けり落おとしたい気分だったの。……昨日みたいにね、プクク」

「このっ……！」

　ビキビキと血管がブチ切れるような感覚。

「返事を聞かせてくれるかしら。答えは？」

「ＮＯだ！」

　怒ど鳴なるように言い放ち、席を立つ。

　騙だまされた！

　俺としたことが……昨日に引き続き今日もやってしまった……。

　まったく、俺には女難の相でも出ているのか？

　オカルト分野を信じる趣しゆ味みはないが、一度お金を払はらってその筋の人に見てもらうべきなのかもしれん。

　と、その場のノリに身をまかせて立ち去ろうしたとき。

「えーっと、たしか龍騎くんは週二でコンビニのアルバイトをしているのよね？」

「ど、どうしてそれを……」

「それとこの前、原付バイクの免めん許きよも取ったみたいね。合格おめでとう。心から祝福するわ」

「おい……まさか……やめろ……」

　そういえばこいつ、俺のメールのやり取りを見ているんだった……。

「でも、おかしいわね。それってあなたの学校では禁止されている行こう為いじゃないかしら？」

「くっ……」

　かつては自由な校風で人気を博した星せい光こう学がく園えんであったが、男女別学化の際に校則が鬼おにのように厳しくなったのは有名な話だ。

　けれどもまあ生徒たちが急激な校則の変更についていけるはずもなく、実際は早くも黙もく認にんされている部分が多いのだが……物的証しよう拠こが上がれば話は別である。

　恐ろしさのあまり確認は取っていないが、俺と律ちゃん（故こ）のメールのやり取りがネットにアップされているのはたしかだろう。

　早い話が、彼女の気分次し第だいで俺は学校側からなんらかの処しよ罰ばつを受けることになる。それもかなり情けない形で……。

「あなたに拒きよ否ひ権けんがないというのは分かっていただけたかしら？」

　余よ裕ゆうたっぷりの表情で東雲さんは笑う。

「……この悪あく魔まめっ！」

「あらっ。最初に会ったとき、たしかそう言ったはずだけど？」

　パチリと挑ちよう発はつ的てきなウィンクをひとつ、東雲さんは言った。

　ひとつハッキリしたことがある――。

　東雲ササラ。

　ああ、間違いない。




　――こいつは天使の皮を被った悪魔である。




「本題に戻るわね。話がそれたけど私があなた以外の男の子と喋しやべったことがないという話は本当よ。男の子が苦手で、それを悩みにしているという話も本当」

「……そうは見えないけどな」

「それはあなたが私にとって特別な存在だからよ龍騎くん」

「どういう意味だよ？」

　期待をしているわけではないが『特別な存在』という言葉には不覚にもドキドキしてしまう。

「あなたがあまりにも可か哀わい相そうで情けないダメダメ人間だから――もしかしたらこの人なら緊張しないで話せるようになるかもってネットで見かけたときからずっと睨にらんでいたのよ。そもそもこんな恥はずかしい悩み、生きていること＝恥はじ、みたいなあなたにしか相談できないし」

　そんな特別な存在があってたまるか!?

「……んで、俺は何をしたらいい？」

「飲み込みが早くて助かるわ。あなたに頼たのみたいことはひとつよ。私たちの、男子に対する苦手意識を払ふつ拭しよくするため全面的に協力して欲しいの」

「待てよ、それって具体的に何をすればいいんだ？」




「早い話が、合コンよ」




　なるほど、ね。

　男を紹介して欲しいってのはそういうことだったのか。

　たしかに、幼稚園のときから同性だけの環かん境きようで育っていれば、異性と知り合う機会は絶望的になさそうだ。

　そのことはこの一年の男子校生活で身にしみて理解している。

　俺に対しては興味がないが、俺の友人にはこいつらの好みに合うやつがいるかもしれない。そうやって東雲が考えたのなら、積極的にこいつが俺に近づいてきた理由も頷うなずける。

　それにしても合コン。

　合コンね……デュフフフッ。

　よく考えてみれば、これは俺にとっても美味おいしい話だ。

　たとえ東雲が俺に恋愛感情を持つ可能性が０であっても、東雲の友達が俺と恋こい人びとになる可能性は０じゃない。

「ニヤけ面は自重しなさい。……その様子だと乗り気になったみたいね」

「ああ。ていうか、東雲以外にもいるのか？　その、男に対して苦手意識を持っている女の子って」

「ええ。みな、年とし頃ごろの女の子だもの。異性のことで悩むのは当然でしょう」

　小悪魔スマイルを浮かべた後、背を向けて「もういいわよ」と、誰かに呼びかける東雲。

　次の瞬間……俺は閉口せずにはいられなかった。

　だって、それもそのはず。

　赤絨じゆう毯たん。

　突とつ如じよとして現れた黒服の男たちは俺たちの前に赤絨毯を敷しき始めたのだから。

「あのう……東雲さん」

「なにかしら」

「この……額に傷のある物ぶつ騒そうな人たちはどなたでしょうか？」

「彼かれらはこれから紹介する私の友達が雇やとっているＳＰよ」

「ＳＰ!?」

「……なに驚おどろいているのよ。学校帰りにＳＰが付くことくらい別に普通でしょ？」

「…………」

　なんだよそれ……俺の知っている世界と違う。

「てことはアレか。その口ぶりから察するに……この黒服の人たちの中に東雲のＳＰも混ざっているのかよ？」

「気付いてなかったのね。上を見てみなさい」

「……上？」

　言われるがままに見上げてみると、店の空気口の隙間からチラリと女の子の顔が見えた。

　頭の上にメイドカチューシャを付けたその子は何な故ぜか吹ふき矢やのようなもの（？）を俺の方に向けていて、殺気を剥むき出だした鬼の形相でこちらを睨んでいた。

　うん……見なかったことにしよう。

　何やら黒服の男たちがザワ付き始めたかと思うと、次の瞬間。

　俺の前に現れたのは東雲に負けず劣おとらず――非の打ちどころのないような美少女だった。

「ごきげんよう」

「ご、ごきげんよう」

　なんだよ「ごきげんよう」って……流行はやってるのか!?

　こっちまで釣つられちまったじゃないか。

「お初にお目にかかります、わたくし七なな海み月つく夜よと申します。ウチのササラが御ご迷めい惑わくをおかけしているようで心中お察し申し上げますわ」

　月夜と名乗る少女はどういうわけだか知らないが……着物を着ていた。

　パッツリと前まえ髪がみを切りそろえたストレートの黒くろ髪かみ。奥おく二ぶた重えを中心に添そえた控ひかえ目めながらも整った顔立ち。身長はだいたい一五五センチくらいだろうか。その容姿はよくできた日本人形と表現すればしっくりとくる。

「……おい東雲」

「あら？　呼び捨てとはいい度胸ね。さっそくカレシ気取りかしら？」

「ちげーよ！　お前なんて呼び捨てで十分だ」

「心外ね。なら私も龍騎と……いいえ、何でもないわ」

「……？　それで……どうしてその、この子は………………着物を着ているんだ？」

　というか、着物に赤絨毯ってどう考えてもミスマッチな気がするんですけど。

「あら、着物くらい別に普通でしょ？　ウチの高校、着物登校を校則で許可しているし」

「着物登校!?」
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　それは……ジャージ登校の派生版みたいなものなのか!?

　噂うわさには聞いていたが白雪女学園――そうとう浮うき世よ離ばなれした学校らしい。

「うふふっ。わたくしササラが殿との方がたとお喋りしているところを初めて拝見しましたわ。妬やけちゃいます。龍騎さま……愛されているのですね」

「はぁ!?　どこがっ！」

　俺が否定するより早く、顔を真っ赤にして反論する東雲。

「勘かん違ちがいしないでね、月夜。この男は私にとって実験用のモルモットと同じよ。いいえ、モルモットは私の中の可愛かわいい動物ランキング上位に入るのでたとえを変えましょう。そうね、この男は私にとってドブネズミとなんら変わらない存在なのよ！」

「龍騎さま……この子はただのツンデレなので気にしたら負けですよ」

「誰だれがデレるかっ！」

　悪戯いたずらな笑えみを浮うかべる月夜さんに対し、噛みつく東雲。

　なんというか、意外である。

　俺は東雲のことをもっと冷れい酷こくなヒトデナシだと思っていたんだが、こいつも友達の前じゃ普通に感情的になったりするらしい。

「あと、ここにはいないけどもう一人参加させたい女の子がいるから」

「てことは男の方も三人集めればいいわけだな」

　男三人か。

　二人にとっては気の毒なことになるかもしれないがウチのメンバーは確定したようなものだな。

「うふふっ。色物枠わくは既すでに埋うまっているようなのでイケメンさんをお願いしますね」

「それ、遠まわしに俺のことを色物枠って言っているの!?」

　着物の袖そでで上品に口元を覆おおいながら微ほほ笑えむ月夜さん。

　なんというかまあ、前ぜん途とは多難ではあるが。

　こうして俺は合コンの約束を取り付けることができた。





☆　☆　☆






「というか、わざわざ脅おどしたりしなくても最初から合コンやりましょうって言ってくれたら、俺は喜んで乗ったと思うぞ」

「万が一ということがあるでしょう。もしもこっちから誘ってあなたに断られでもしたら、私は明日からどうやって生きればいいの？」

「…………」

　意外でも何でもないんだが、東雲は見たまんまプライドの高い奴やつらしい。







第五話　とある男子校生の日常２







　月曜日。

　それは来きたるべき悪夢のはじまり。

　全国の学生・サラリーマンにとって今日ほど憂ゆう鬱うつな日はないだろう。

　ちなみにラブコメ的なハプニングなど一いつ切さい期待できず、文字通り授業を受けるためだけに学校へ通う俺たち男子校生は、共学の生徒に比べその破は壊かい力りよくは当社比三十％増しである。

　しかし、今日の俺は違う。毎日が幸せエブリデーである。

　なぜかって？　デュフッ、デュフフフフフッ。

　合コン。

　合コンである。

　こう言っちゃなんだが「ドキドキ風船☆大作戦」とか真顔で言っていたかつての自分がバカみたいに思えてくる。

　陽よう平へいと日向ひなたには一刻も早くこの朗報について伝えたい気持ちはあったが、合コンは逃にげるもんでもあるまい。

　中ちゆう途と半はん端ぱにするよりはじっくりとした話し合いの場を設けた方がいいと思ったので、事前に連れん絡らくをつけ、二人を放課後の教室に集めた。

　あいつらの喜ぶ顔が楽しみである。




　――が。




「なあ、たしかに現実は辛いかもしれねーよ。でもさ、逃げ続けた先になにがあるっていうんだ？　大だい丈じよう夫ぶ、一いつ緒しよに前を向いて歩こう。辛いときにはオレたちがいる」

「ぅー、りゅうき……お願いだから目を覚ましてっ」

　なぜか、泣かれてしまった。

　どういう経けい緯いで二人がこういう思考回路に至ったか大方予想がついた。

　こいつらは例によって俺の報告をまたもや妄もう言げんだと判断したのだろう。

　友達想おもいなのは結構だが……ここまで来ると逆に腹が立ってくるな。

　結局、口でなにを言ってもますます同情の視線が強くなるばかり。

　プライバシーの問題もあってあまり気が進まなかったのだが、東しの雲のめとのメールのやり取りを見せ、強ごう引いんに納得してもらうことにした。




「……よくやったぞリューキ！　オレは最初から信じていたぞ。お前はいつかとんでもないことをしでかす奴だってな！」




　ポンと肩かたを叩たたき、掌てのひらを返す陽平。

　どの口が言うか。

「えーっと、さっきから気になってたんだけど……合コンってなに？」

「ハッハハ！　世間知らずだなぁヒナは。合コンってのはアレだよ。その……アレに決まっているだろ。リューキ、説明頼んだ」

「…………ええと。アレだろ、ほら。みんなで集まってお酒飲んだり？」

「ボクたち、未成年だよね？」

「た、たしかに……」

　俺としたことが失念していた。

　なんとなくその響ひびきに舞まい上あがってはいたが、冷静に考えると俺たちは合コンについてよく知らない。

「合コンってのはたしか『合同コンパ』の略だよな？　『合同』の意味はなんとなく分かるが『コンパ』ってなんだ？」

「『コンパ』もなにかの略りやく称しようなんじゃないかな？」

「う～ん、なるほど」

　まさか二重に略されているとは。

　合コン……マトリョーシカみたいなやつだな……。

「つまり『コンパ』がなんの略かさえ分かれば、合コンの定義が分かるってことだな」

　コンパか……コンパイル？　コンパニオン？

　意味的にしっくりこないような……。

「あ、分かったよ。コンパの意味」

　と、可愛らしいブルーの携けい帯たい電話を片手に日向が言った。

　さすが日向……できる子やで。

　さっそくネットを使って合コンの語源について調べてくれたみたいだ。

「コンパはcompanyの略で、日本語で言うところの交際・交友って意味みたいだね」

「なるほどー」

　つまり直訳すると合同交際って意味か。

　うん、これなら意味的にもしっくりくる。




「で、結局合コンってなに？」




「…………」「…………」

　またしても俺たちは日向の疑問に答えられず。

　てか。

　なんだろう……この、流行はやりのゆるふわ四コマ漫まん画がみたいなｇｄｇｄなオチは……。

　こういうのはラブリーな女子高生がやるからイイのであって、俺たちがやっちゃいかんだろ……。誰得だよ……。





☆　☆　☆






　結局、合コンについては恥を忍しのんで妹に電話をすることで詳くわしい話を聞くことができた。

　大学生や社会人の言う合コンは居酒屋やカラオケ、自宅などで男女が酒を挟はさんで交流を深める場を差すらしいが、もちろん俺たちは健全な高校生。法律の問題もあって飲酒をするわけにはいかない。簡単に言ってしまえば、俺たち中高生にとっての合コンとは、↑のアルコール無し版ということらしい。

　例外的にいわゆるイケイケの高校生男女の合コンは酒を飲むこともあるらしいのだが、おそらく東雲はそういうタイプじゃない。

　ちなみに完全に余談になってしまうが、男女が初めから肉体関係に発展することを期待して行う合コンのことをヤリコンと呼ぶらしい。

　妹よ……どこでそんな言葉を覚えた……。







第六話　とある男子校生の戦い（前編）







　五月十日。日曜。晴れ。

　いよいよ迎むかえた合コン当日。

　いつものように携帯で時間を確かく認にんする。

　時刻は四時三十分。ちなみに待ち合わせ時間は五時ピッタリ。

　どうしよう、三十分も早くついてしまった……。

　それにしても俺……学習能力ないな……。

　なんでちょっとずつ早く着くようになってるの？　バカなの？

　まあ家にいても落ち着かないし、妹のお節せつ介かい（ファッションチェックや合コンマナーの確認）が鬱うつ陶とうしかったので後こう悔かいはしてないんだが……。

　陽よう平へい・日向ひなたとは例によってここ、川かわ崎さき駅の時計台前で待ち合わせの約束をしている。

　ちなみに女子メンバーはというと別集合になっている。男子と女子、それぞれのメンバーが全員揃そろったら合流するって計画だ。

　どうしてそんな面めん倒どうなことを？

　と思うかもしれないが、これは俺のアイデアである。

　理由は単純。初対面のメンバーが中途半端な状態で顔を合わせたら気まずいからだ。

　それに尽つきる。

　女子メンバーと男子メンバーの合流時間は五時三十分を予定している。

　つまり俺は今から一時間も手て持もち無ぶ沙さ汰たなわけで……。

　嘆たん息そくしつつ、男メンバーの到とう着ちやくを待っていると――。




「……よぉ……リューキ」




　突とつ然ぜん、見知らぬ男に話しかけられた。

「……どちら様でしょうか？」

「ちょっおまっ。冗談きついぜ！」

「？？？」

「オレだよオレ！　成なり宮みやだよ！」

「……えー」

　出来れば人ひと違ちがいであって欲しいなという俺の期待を裏切り、話しかけてきた男は陽平であった。

「えーっと、まずはどうしてそういう状じよう況きようになったのか、言い訳を聞こうか」

「あ～、やっぱり気付いちゃったか。どうだオレの服、格好かつこいいだろ？」

「…………」

　むしろ全ぜん裸らの方がマシなんじゃないかと思えるくらい陽平の服装は壊かい滅めつ的てきであった。

　全身を覆う清すが々すがしいまでの黒。

　いわゆるバリバリ正統派の厨ちゆう二に病びようファッションである。

　今いま更さら言うまでもないことだが……陽平、お前は俺の大切な友達だ。

　だから、百歩譲ゆずって指の部分だけ露出した黒の革手て袋ぶくろは許すとしよう。ドラゴンの刺し繍しゆうをあしらった黒のズボンも許すとしよう。

　だけどその、裸はだかの上から直に羽織ったコートは絶対にないわぁ……。

　胸むな元もとから覗のぞく十じゆう字じ架かのペンダントが悪い意味で眩まぶしすぎるよ！




「ククッ、今こ宵よいも血に飢うえているのか魔ま剣けん・ディバインセイバーよ……」




　愛いとおしそうな目で得え物ものを舐なめる陽平。

「…………」

　どちらかというと飢えているのは出会いに対してじゃないだろうか。

「つーか、お前ってそんなキャラだっけ……？」

　さっきから極力見て見ないフリをしていたのだが……陽平はどういうわけか、ド派手な装そう飾しよく刀を手にしていた。

　おまわりさん大変です！　ここに変質者が！

　ファッションというよりこいつのそれは、もはやコスプレの域に達している。

「いやー。こう見えてもオレ……メンズノ●ノとかファ●ンボーイズとか買ってさ、自分なりに色々ファッションについて研究してみたんだわ」

「おお、いいじゃないか」

「でもさ、最近の流行りの服ってけっこー細身なやつが多くてどれも似合わなかったっていうか」

「…………」

　たしかに筋肉質でガッチリとした陽平に細身の服が似合うわけがない。

「んで、なんだか流行りの服を着て鏡の前に立っている自分が滑こつ稽けいに思えてきてさ。『どうしてオレが女に媚こびなくちゃならんのだ』っていう気分になってきて」

「……おいおい」

「そもそも、誰かが作った流行という名のレールをなぞるのはオレらしくない！

　オレはオレが一番格好いいと思うものを着る！　つまりは自分の感性を信じることにしたんだ！」

「で、結果がそれか……」

　その感性は信じちゃいけなかった。

「おおよ。格好いいだろ。イトコの兄さんが趣味でこういうの作っててさ、リクエストして用意してもらったんだ」

　屈くつ託たくのない笑みを浮かべる陽平。

　本人が満足しているようなのでこの状況……非常にダメ出ししづらい。

　ぶっちゃけ今すぐ回れ右して帰って欲しいが、それはそれで心が痛む。

「笑っちゃうだろ。女の子と会うから気合い入れて作ってくれよってお願いしたら『お前もとうとうオフ会に行く年ごろになったか……』とか言われてさ。合コンだっつーの」

「…………」

　笑えねえよ。お兄さん、そこはもっとちゃんと確認をとるべきだったよ！

　でもまあ……こいつの気持ちは分からんでもなかった。

　中学から私立の男子校に通っていたという陽平は俺おれや日向と比べても壊滅的に女子に対する免めん疫えき力りよくが低い。

　家族にも女兄弟がいないらしいし……こいつの境きよう遇ぐうはほんと涙なみだを誘さそう。

　女という生き物はただそこにいるだけで男を迷めい走そうさせる。

　そのことは前のデートの一件といい、嫌いやというほど味わってきた。




「りゅうき！」




　可愛らしいアルトボイスに釣られて目をやると――そこにいたのは日向であった。

「へへっ、ギリギリになっちゃった」

「あれ、もうそんな時間か」

　時計台の針は既に五時を少し回っていた。

「りゅうき……私服も似合ってるね……」

「おお。ありがと」

　こいつに言われると女の子に褒ほめられているみたいで素す直なおに嬉うれしい。

　苦労して妹の厳しいファッションチェックをクリアした甲か斐いがあったぜ。

　ちなみに日向の今日のファッションはというと、淡あわい青色のボーダーＴシャツ。デニムのオーバーオール。

　長めの前髪はパステルカラーのヘアピンで抑おさえサイドに流していた。

　あざとい。

　こいつのファッションに関しては全すべてその一言で説明が付く。

　そもそも制服を着ているときでさえ反則的な可愛さを備えるこいつが、その拘こう束そく具を解除したとき……クッ、その破壊力は青あお天てん井じようだ。

「あれ、そういえばよーへーはまだ来てないのかな？　あんなに楽しみにしていたのに」

「……オレならここにいるぞ」

「うわぁ!?」

　背後から幽ゆう霊れいのように現れる陽平を見て、みるみると顔色を悪くする日向。

「よーへー……なんか今日はまた一段と……個性的な格好だね……」

「フハハハハッ！　そうだろう!?　そうだろう!?」

「いや、お前それ。全く褒めていないからな。……日向も目を見て言ってやれ」

「あははっ……あはは」

　日向の目線は完全に宙ぶらりんになっていた。

　大方褒めるポイントを全力で探すも、見つかる気配がなく困こん惑わくしているのだろう。

「うん……なんというかその、似合ってないことはないと思うよ……？」

　言われてみると、水球部で鍛きたえた肉体美を誇ほこるこいつは、露ろ出しゆつ多めのコートも意外にしっくりと着こなしていた。

「……かもな……たしかに似合ってないこともないかもしれん……」

　ただまあスマートな美形剣けん士しというよりは、剛ごう腕わんを誇るアックス使いといった印象だが……。少なくとも四天王でいうと三番目くらいに登場してきそうなオーラはある。

「ガッハッハハ！　これで今日の合コンはお持ち帰り確定だな！」

「……？　お持ち帰りって？」

　頭にクエッションマークを浮かべる日向。

「合コンで余った食べ物をタッパーに入れて持ち帰ることだ」

「！　そうだったのか！　どうしよう。ボク、タッパー忘れちゃったよ……」

「……大丈夫、俺も持ってきてないから」

「？」

　という謎なぞ会話を繰くり広ひろげつつ俺は陽平についてどうしようか本気で考えていた。
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　時刻は五時五分。

　いまから全力で近場の服屋に入って着き替がえればギリギリ間に合うかというレベルである。

　しかし、陽平の説得に使う時間を考えるとあまり現実的な策ではない気がしてきた。

　ここは伝家の宝刀を抜ぬいてみるか……。

「あ～、たしかにな陽平。お前のそのファッションは正直イカすと思うぜ。格好いいと思う。けどな、お前は一つ重大な勘違いをしているぜ」

「……重大な勘違い？」

「既に話してあると思うが今日の女子メンバーはあの白しら雪ゆき女じよ学がく園えんの子たちだ。穢けがれを知らぬ清せい楚そな乙おと女めたちとってはお前のファッションは……その、過激すぎないか？　万が一にもこんなことはないと思うんだが……女子メンバーが怖こわがっちまう可能性が僅わずかながらにある。なにごともほどほどが大切だぜ」

「……たしかにお前の言うことも一理あるかもしれないな」

　瞳ひとみに不安の色を宿す陽平。

　どうやら褒め落とし作戦は効いているらしい。

「……オレはどうすればいい？」

「その剣けんだけは置いていけ」

「!?」

　指し摘てきすると陽平は強い拒きよ絶ぜつ反応を起こした。

「剣士に対して剣を捨てろとは……いくら親友の頼みでもそれだけは聞けねーな！　お前はオレに空気を吸うな、水を飲むなというのか？」

　うわ、こいつめんどくさっ。

「……できないなら合コンには参加させないから」

「すみませんでした。それだけは勘かん弁べんしてください」

「…………」

　こうして俺は陽平の説得に成功した。

　まだまだ問題は山積みではあるが、とりあえず警察に通報される心配はなくなった。

　あれ、今日なにしに来たんだっけ？





☆　☆　☆






　時刻は五時二十分。

　当初はコインロッカーを借りて、中にぶちこむ予定の魔剣・ディバインセイバーだったが、ここにきて地味に面倒なアクシデントが発生。

　なんと……陽平が持ってきた魔剣・ディバインセイバーはサイズが大き過ぎてロッカーに入らなかったのだ……。

　というわけで魔剣・ディバインセイバーは急きゆう遽きよ、近くにあったコンビニの傘かさ立たてに封ふう印いんされた。コンビニ店員さんの視線がものすごく痛かった。

　……ほんと、すみません。

　俺にできることは、その強大すぎる闇やみの力が再び現世に蘇よみがえらないことを祈いのるばかりである。







　本日の段取りを確認するべく人通りの少ない裏通りに足を運ぶ俺たち。

　川崎駅周辺は栄えてこそいるものの、お世辞にも綺き麗れいな街とは呼べない。

　その原因の一いつ端たんはこういった裏通りの整備が進んでいないからだと言える。

　華はなやかな繁はん華か街がいから一本道を抜けると薄うす暗ぐらく生ゴミの臭においがキツイ通りがあったりするところが、いまひとつ川崎という街がメジャーな評価を受けない要因だと思う。

「……よし、んじゃあ改めて今日の作戦の最終確認をするぞ」

　いつもの調子に戻もどった陽平がそのまま場を仕切り始める。

　マンツーマン作戦。

　結論から言ってしまえば、それが俺たちの立案した作戦であった。

　前回のデートで嫌と言うほど思い知らされた。

　合コンにおいて最も恐おそれなくてはならないこと――それは沈ちん黙もくである。

　そこでまず、俺たちは任意で担当の女の子を決め、三組の男女のペアを作る。

　この作戦の目的は兎とにも角かくにも沈黙を殺すことだ。

　これにより、三組のうち一組でも会話が弾はずんでいれば沈黙の空気が払拭されるし、それを起点として全体の雰ふん囲い気きを盛り上げることも可能である。

　もちろん自分の担当の女の子とだけ喋しやべっていればいいというわけではなく、その辺は臨機応変に対応していかなければならないのだが、この作戦が上う手まく機能すれば一人のメンバーに負担が集中するようなリスクは避さけられる。

　問題は誰が誰を担当するかだが……。

「誰を担当するかは、現場で決めるとしようぜ」

「……そうだな」

　誰だって自分の好みの女の子を担当したい。

　もちろん気に入った相手を狙ねらい撃うちにするためのマンツーマン作戦でもある。

　というか、俺はともかく陽平と日向は女子メンバーを見ていないのだからそもそも選びようがないのだろう。




「いいかぁおめぇら！」




　突如としてドスの利いた芝しば居いがかった口調で陽平が活を入れる。

「オレたちはこれまで男子校という名の青春の牢ろう獄ごくでずっと辛しん酸さんを舐めて続けてきた！

　全くドキドキしない席せき替がえ！

　汗あせと魚ぎよ介かい類るいの臭いに満ちた教室！

　昨日の友は今日のホモ！　心は開けど尻しり穴だけは常に隠かくし、ビクビクしながら男子校生活を送ってきた！」

「～～～～っ」

　最後のフレーズに対し過か敏びんに反応を示す日向。

「だがっ！　それもこれまでだ。オレたちは今日より生まれ変わる！




　彼かの女じよを作ろう！




　いい歳としこいて、女子高生と制服デートの経験がないのをコンプレックスに持ったダメな大人になっちゃいけねえ。『高校のとき男子校だったから』を免めん罪ざい符ふに彼女ができない理由を語る、ダメな大学生にもなっちゃいけねえ」

　一言一言、決意を新たにするように陽平はまくしたてる。

「共学の糞くそどもに目にもの見せてやろうぜええええ！　オレたちにも翼つばさはある、羽ばたけるってことを証明してやらあああ！

　いくぞおめぇらあああ。えいえいっ」

「「おおおおおおお」」

　こうして俺たちの戦いの火ひ蓋ぶたが切って落とされた。





☆　☆　☆






　熱く合コンの成功を願ったところで、俺はこの状況をしたたかに分ぶん析せきする。




　まずは陽平。

　残念ながら彼かれはもうリタイアだ。

　もともと俺以上に女性に対する免めん疫えきがなく厳しい戦いを強しいられる予定だったのに、追い打ちをかけるような今日のファッションである。

　そこそこのルックスと女の子受けしそうなガタイを持つ陽平は、ともすると最大のライバルになりえたかもしれないが……正直、自じ爆ばくしてくれたみたいで助かった。

　今のこいつは死人も同じ。せいぜいその場を盛り上げるためのピエロとして利用させてもらおう。




　次に日向。

　こいつのことはなんというかまあ……よく分からん。

　そもそも根本的に女子に対して興味があるのかが不明だ。

　しかし、今日の戦いの鍵かぎを握にぎるのは間ま違ちがいなく日向である。

　妹曰いわく。合コンにおいて最低一人は格好いい男を確保しておくことが女性メンバーに対するエチケットなんだとか。

　つまりはイケメン枠である。

　日向にはせいぜい置物、客寄せパンダとしての仕事を頑がん張ばってもらおう。




　最後にこの俺、黒くろ須す龍りゆう騎きである。

　俺は容姿こそ並みだが、既に合コン参加者六人中五人のメンバーと顔見知りである。

　情報アドバンテージという一点においては他メンバーの追つい随ずいを許さない。

　だからこそ他メンバーをコントロールし、場を支配する力があるだろう。

　大丈夫……もちろん全てとは言わないが、ここまでは順調だ。

　さあ、始めようか。




　――勝ちの決まった戦いを。





☆　☆　☆






　時刻は五時三十分。

　目を凝こらすと、カラオケ店の前には金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女と着物を着た黒くろ髪かみ美少女が双そう璧へきをなすように立っていた。

　あの輝かがやくような美少女オーラは間違いない。

　東しの雲のめと月つく夜よさんである。

「リュリュリュリュリュリュリュリュ、リューキ！」

　突とつ如じよとして毒キノコでも食ったかのような勢いで取り乱す陽平。

「こいつはどういうことだ……まさかあんな美少女たちが今日の合コン相手だというのか……？」

「ああ、そうだが……」

「オレもう帰る」

「さっきまでの勢いはどうした!?　女の子が可愛かわいいに越こしたことないだろ」




「このエロゲ脳の童どう貞てい野や郎ろう!!」




「…………」

　何な故ぜか、すごい勢いで怒おこられた。

　今日のお前には言われたくないスレはここですか？

「美少女ってのはな、フィクションの世界であるからこそ外見の美しさと内面の美しさを両立できる生き物なんだ。

　現実の美少女なんて、どーせ小さいころから男たちに囲まれてチヤホヤされて、性格は歪ゆがみ、乳ち首くびは黒ずみ、あそこはガバガバになっているに違ちがいないんだ。あー、いやだいやだ」

「陽平……さっきも言ったと思うが、あの子たちは白雪の生徒だから、たぶん俺たち以上に異性に対する免疫がないと思うぞ」

「!?」

「あと、もし同じ台詞せりふを女の子たちの前で言ったら、お前が教室で全裸になっている動画をネット上にアップするからな」

「地味に陰いん湿しつな嫌がらせだな……」

　陽平がショックを受けて取り乱す気持ちも分からないわけじゃなかった。

　もし俺も陽平と同じ立場だったら――いきなり美少女たちと会話をしろと言われたら、恐きよう怖ふで足もとがすくんでいたと思う。

　つーか、それがフィクションの世界を除いた……一いつ般ぱん人じんの反応ってもんだ。

「女子校だろうと関係ないねっ！　顔のいい女は腹の中ではオレたち童貞をバカにしているに決まっている！

　ハッ……そうか。わかったぞ！

　こいつは美人局つつもたせってやつだ。気を付けろリューキ、オレたちは騙だまされているんだ！」

　コナン君っぽい口調で的外れの推理を飛ばす陽平。

　そろそろ、こいつとの付き合い方を見直す時期かな？

「そんなに信用できないなら、よーへーの気が済むようにあの子たちをテストしたらいいんじゃないかな？」

　そう提案したのは日向だった。

「「テスト？」」

　口を揃えて言葉を返す俺たち。

「だってあの二人はりゅうき以外の――ボクたちのことを知らないわけでしょ。だからりゅうきがあの子たちと会話しているところを、ボクたちが通行人のふりをしてさりげなく聞けばよーへーの誤解も解けるんじゃない？」

「!?」

　なるほど、たしかにそれは名案かもしれない。

　東雲と月夜さんが陽平の思っているほど性しよう悪わる女じゃないことを証明できれば、こいつの疑心を晴らしてやることができるだろう。

　それに合コン前のウォーミングアップとしてみなの緊きん張ちようをほぐすには丁度いい。

「……それでいいか陽平？」

「ああ、できるもんならやってみろ。現実の美少女なんてどーせ全員ビッチに決まっているがな！」

「…………」

　いったい何がこいつの感情をそこまで駆かり立たてるのだろうか。

「いいか、いくら美少女でもビッチは認めんぞ！　オレは、エロゲーは中古で買えど中古ヒロインは絶対に許さない。

　処しよ女じよ膜まくの有う無むには世界一厳しい男なんだっ！」

「……その台詞、格好いいと思って言ってるの？」

　成宮陽平。

　さすが童帝キングの異名を持つ男……いろいろと残念なやつである。







「ふふっ、遅おそかったのね龍騎。ゲロ豚ぶたオタクヒキニートの分際でレディーを待たせるなんて……一体君はいつからそんなに偉えらくなったのかしら？」

「別に俺、遅ち刻こくはしてないぞ……」

　携帯で時間を確認する。時刻は五時三十分ジャスト。

　俺のアダ名が酷ひど過ぎる件に関してはツッコミ切れなかったのでスルー。

「正確には五時三十分と二十秒よ。今回は多めに見ておくけど、覚えておきなさい。一流の人間を相手にするときは秒単位で時間に対して真しん摯しであることよ」

「…………」

　くっ、なんという圧あつ倒とう的てきな上から目線。

　たった二十秒遅おくれるだけでここまで言われるとは予想していなかった。

「まあまあササラ落ち着いて。公おおやけの場ならともかく、今日はお遊びだからいいじゃないですか。あんまり固かたいことばかり言ってると、男の子たちからの評価も下がっちゃいますよ？」

　持ち前のマイペース口調でたしなめる月夜さん。

「ふんっ、別にあなたの評価が下がったところで、道みち端ばたに落ちているミカンの皮ほどの興味もないけどね」

「…………」

　もちろん東雲の言動は物もの陰かげに隠れこっちの様子を窺うかがっている陽平と日向に筒つつ抜ぬけである。

「ところで龍騎さま、他の殿との方がたたちはどうしたのです？」

「えーっと、それはだな……」

　ピロリロリーン♪

　月夜さんが当然の疑問を口にした後、携帯の着信音が鳴る。

「あ。ちょっと、ごめん」




　件名

　月夜さんの趣しゆ味みについて聞いてみてくれ。




　送り主は陽平であった。

　ずいぶんとピンポイントな質問だな……。

　本人にとって幸か不幸か知らないが、東雲の存在は早くも陽平の興味の対象から外れたらしい。

「ふ～ん、龍騎くんは私たちとお喋りするより他の女の子とのメールが大事なのねぇ。ショックだなぁ……」

「えっ……違うから！」

「……そう。別にあなたが誰だれとメールをしていようがどうでもいいのだけどね」

　とか言いつつも、露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんそうな東雲。

「ふふっ。こうして見るとササラと龍騎さまはなんだかもうラブラブのカップルにしか見えませんね。妬やけちゃいます」

「月夜？　そろそろ私も怒るわよ？」

　ニッコリと微ほほ笑えむ東雲の言葉にはいつにも増して凄すごみがあった。

　こいつの当たりの強さはツンデレのツン部分と呼ぶにはあまりにキツ過ぎる。

　そんなに嫌がられると流石さすがの俺も傷ついちゃうぞっ。

「うふふ。ところで先さき程ほどは窺い損そこねてしまったのですが、他の殿方たちはどうしたのです？」

　そう聞く月夜さんの目は少しも笑っていなかった。

　正直、かなり怖い。

「えーっと、あいつらなら電車の遅ち延えんで遅れているけど、もうすぐ着くと思う」

「ふん、まったく類は友を呼ぶのかしら。揃いも揃って時間にルーズな人たちね」

「ササラ、わたくしたちも一人欠けているので、人のことは言えないと思うのですが……」

「……う、たしかに。失言だったわ。さっきの言葉は忘れてちょうだい」

　前に会ったときも思ったけど東雲って月夜さんの前だとやけに素直な気がする。

　普ふ段だんもこれくらい可愛ければいいのにな……。

「もう一人の子はどうしたんだ？」

「龍騎さまたちと似たような状況ですわ。こちらも少々トラブルに巻き込まれまして、途と中ちゆう参加という形になってしまいそうです。申し訳ありません」

「いえっ、そんな謝あやまらないでください。俺の方こそ申し訳ないです」

　と、謝りつつも俺は頭の中で現在の状況を整理する。

　女の子が一人少ないというこの状況は俺たちにとってむしろ好都合かもしれない。

　陽平はああいう状態だし、日向もどれほどの戦力になるか未知数である。

　男三女三という人数が拮きつ抗こうした状態よりも、男が多い今の方が精神的な余よ裕ゆうができるに違いない。

　ドンドンドンッ。

　と、そんなことを考えていたとき、乾かわいた金属音が耳に響ひびく。

　音のする方を見ると、高級マッサージ店『私立ぬめぬめ女学園』の看板の影かげに隠れた陽平が、不満そうにこちらを睨にらんでいた。

　あ。そういえば陽平に頼たのまれていた質問、すっかり忘れていた。

「……なんかさっきから黒い変な人がこちらを睨んでいるのだけど」

「気にしてはダメですよササラ」

「…………」

　その黒い変なやつが俺の友達であり、かつ今日の男子メンバーであるとはとても言い辛づらい。

「ところで月夜さんは最近ハマっていることっていうか、趣味みたいなのあるんですか？」

「趣味ですか。う～ん、そうですね～」

「……待ちなさい。どうして月夜には質問して、私には質問しないの!?」

「あ、じゃあついでに東雲も。なにか趣味とかある？」

「ついで……私がついで……っっ」

　なにを言っているのかよく聞き取れなかったが、東雲の背後にメラメラと燃え盛る炎ほのおを見た気がした。

「趣味と呼べるのかは分かりませんが、物心ついた頃ころから自宅に先生をお招きして、生け花を習っています。あとは最近、料理にも凝っていまして、家の者に料理を作って差し上げる時間がわたくしにとってなによりも安らぎですの」




「パアアフェクト！」




「…………」「…………」

　背後で陽平の叫さけび声ごえが聞こえた気がした。

　俺はなにも聞いていない。俺はなにも聞いていない。

　やばい、どうしよう……。

　今更ながら気付いたんだが、こいつと知り合いということがバレたら俺の評価がガタ落ちなのでは……？

　ライバルを消す目的もあって、陽平の服装についてはスルーしていたが、こんな展開になるとは予想してなかった……。

　と、またしても陽平からメールが届く。




　件名

　月夜さんに苦手なものを聞いてくれ




　こいつ……マジで月夜さんしか見えていないんだな。

　容姿だけで言ったら東雲も全く引けを取らないと思うんだが……。

「あ」

　と、そこでオレは割とどうでもいいことに気付く。

　以前、陽平に好みのタイプを聞いたことがあったけど……なるほどな。

　黒髪に和服と言った基本的な外見から趣味に至るまで陽平にとって月夜さんはドストライクってわけだ。

「えーっと、もうひとついいですか？　月夜さんって何か苦手なものとかあるの？」

「苦手なものですか～、そうですね～」

　と、月夜さんの返事を待っていたそのとき。

　ゴリッと。

　突如、足元を襲おそう鈍にぶい痛み。

「いてえええええええっ」

「あら、ごめんなさい。あなたの靴くつにゴキブリが止まっていたので、退治してあげようと思ったの」

「～～～～っ」

　天使のようにニッコリと微笑む東雲。

　いや、仮にそういう状じよう況きようになってもゴキブリを潰つぶしちゃいかんだろ……一応、おろしたての靴なんだぞ。

　そもそも、さっきからこいつは何をそんなに怒っているんだ？

「苦手なものと言えば……恥はずかしい話、この歳になっても雷かみなりが大の苦手でして……。昔、庭の木に落ちて大切に育てていた枇び杷わの木が折れてしまってからはトラウマになっています。あとはホラー系の話もダメでして、テレビでホラー映画のＣＭなんか見てしまった日には、しばらく寝ね付つけませんわ」




「エエエックセレント！」




　またしても背後で絶ぜつ叫きようする陽平。

　陽平……いい加減にしろよ。

　お前が騒さわげば騒ぐほど二人に紹しよう介かいしにくくなるんだよ。

「ササラ、気にしたらダメですよ。昔から川かわ崎さきという街は変わった人が多いとうかがいました」

「……分かっているわ」

「…………」

　ごめん、俺の友達がバカでごめん……。

　と、心の中で土下座をしていたそのとき。




「アンド・アイ・ラヴ・ユー」




　黒い変質者がこちらに向かって……否いや、月夜さんに向かって走ってきた。

　目元は充じゆう血けつし、息いき遣づかいを荒あらくした陽平の姿は……色んな意味でヤバかった。

　元々やたらとガタイの良いやつだからな。

　こんなやつが奇き声せいを発しながら向かってきたら……男のオレですら相当ビビってしまうだろう。

「ひゃ!?」

　小さな悲鳴が聞こえた。

　声のする方を見ると、顔色を蒼そう白はくにした東雲がプルプルと体を震ふるわせ、月夜さんの背中にしがみついていた。

　ああ、そうか。東雲は俺おれ以外の男が苦手なんだっけ？

　それにしてもこの怯おびえ方かた。単に男に対する耐たい性せいがないとか、そういうレベルじゃなさそうだ。

　男性恐きよう怖ふ症しよう。

　最近見たアニメで覚えた言葉なんだけど、こいつの性質はそれに近いような気がした。

「そこをどけええええ、リュウキイイイィィ！」

「すまん……陽平」

　ドカッと。勢いのついた陽平に向けてラリアットを一発。

　見よう見まねで打ったそれは気持ちが良いくらい綺麗にヒットし、一いつ瞬しゆんで陽平をダウンさせた。

　地面に転がった陽平は陸地にあげられたイワシのようにピクピクと体を痙けい攣れんさせて、




「ぐはっ！　ぁ……これでオレ……死ぬのか……最さい期ごに……一度でいいから……『だ、誰が妹の裸はだかなんか見て欲情するかっ！』って台詞……言ってみたかったな……ガハッ」




　そんな残念な台詞を吐はいた後、全く動かなくなった。

　人生最後の台詞がそんなんでいいのか!?

「よーへー、よーへー!?」

　焦あせりの色を浮うかべながら、陽平の元に駆け寄よる日向。

「ぅぅ……。りゅうき……ごめん。何度も説得したんだけど、どうしてもよーへーの暴走を止められなくて……」

「お前は何も悪くないよ日向。悪いのは全部陽平。……いや、陽平みたいな犯罪者予備軍を作り上げてしまう男子校という環かん境きようだ」

「……えーっと、これはどういうことかしら？」

　一連のやり取りを見ていた東雲が、軽く吐き気けを催もよおしたのか、口元を押おさえながら尋たずねてくる。

「なんというかまあ、すげー言いにくいんだけど……」

　覚かく悟ごを決め、とびきりの笑え顔がおで言ってやる。




「俺たちが今日の男子メンバーです」




　露骨に「チッ」と舌打ちをし、刃は物ものを持ったヤンデレ美少女みたいな目つきでこちらを睨む月夜さんの視線がすげー痛かった。

　そりゃそうなるわな。







第七話　とある男子校生の戦い（後編）







　気分が悪そうに「うー、うー」と唸うなっている陽よう平へいを引き連れ、俺たちはようやくカラオケボックスに到とう着ちやくした。

　金髪碧眼の美少女。着物を着た美少女。どう見ても女の子にしか見えない男の子。黒い変な奴。流石さすがにこれだけの顔ぶれともなると「なにかの撮さつ影えいですか？」ってくらいの勢いで店員さんたちから奇き特とくな眼まな差ざしを向けられる。

　考かんがえ得うる限り最悪のスタートを切ったと思われた合コンであったが、事態は思わぬ方向に好転する。

「えっ!?　じゃあ日向ひなたさまって本当に男の子なんですか？」

「はい。ボクは正しよう真しん正しよう銘めいの男の子ですよ」

「信じられませんっ。証しよう拠こを見せて頂いてよろしいですか？」

「えっ、あのちょっと……証拠って……？」

　困こん惑わくする日向に月つく夜よさんが迫せまる。

「やっ、どこ触さわって……ひゃんっ……そこ、擦すれて……」

「ちょっ、月夜やめなさい！　はしたないでしょうが！」

　嬉き々きとして日向の胸を揉もみしだく月夜さんに、注意を促うながす東しの雲のめ。

「じ、直に……？　なかはぁ……服の中はぁ……ダメです……あんっ！」

　男子校ではまず御お目めにかかれないような桃もも色いろの光景に早くも俺のテンションは有う頂ちよう天てん。

　なんだよこれ……ゆる●りってレベルじゃねーぞ!?

　●ＲＥＣ　●ＲＥＣ

「はぅ～、どうやら本当に胸はないみたいですね。よもやこんな男の子が存在していようとは……眼福です～」

　うっとりと恍こう惚こつの表情を浮かべる月夜さん。

「ぅー、りゅうき……ボク、穢けがされちゃった……」

　ツヤを消したような瞳ひとみに涙なみだを溜ため、がっくりと消しよう沈ちんする日向。

「黙だまれオカマ野や郎ろう！　媚こびた声出だしてんじゃねえぞ！」

「酷い!?」

　説明しよう。

　どんなに仲が良かろうとリア充じゆうには容よう赦しやしないのが男子校生である。

　でもまあ、日向を連れてきたのは正解だった。

　かつての俺は自分より容姿のイイ男を合コンに連れて行くことはデメリットでしかないと思っていたのだが……場の雰囲気を温める意味でイケメン枠わくの重要さを痛感した。

「……はぁはぁ……おっぱい……妹……」

「…………」

　ソファの上で横になり、残念な単語を呻うめく陽平。

　日向の予想外の善戦に加え、事態が好転したもう一つの理由――それは陽平が大人しくソファの上で眠ねむってくれていることであろう。陽平が与あたえる負の影えい響きようというのは計り知れないものがある。

　ちなみに現在のポジションはこんな感じ。




　●　　　　　　　右上から左に陽平。月夜さん。東雲。そこから下に俺。日向。




　○

　○● ●




　流れは来ている。

　陽平が目を覚ます前にここらで一発盛り上げていきたいところ。

　乗るしかない、このビックウェーブに――。

　デンモクを片手に曲名を検けん索さく　→　予約を入れる。

　合コンにおけるカラオケは友達と遊びに行くときのカラオケとはわけが違う。

　単に自分が気持ちよく歌えればイイというわけではない。

　一曲一曲が自分のイメージを印象付ける武器となり、好感度アップに関かかわってくるのだ。

「よーし、じゃあこの辺で一発歌っちゃおうかな～」

　無論、その中でも抜ばつ群ぐんにプレッシャーがかかるのが最初の一曲目。

　この善よし悪あしが、その後の合コンの是ぜ非ひを決めると言っても過言ではない。

『一曲目を制する者は合コンを制す』

　百ひやく戦せん錬れん磨まのウチの妹が教えてくれた格言である。

　逆に言えば自ら率そつ先せんして一曲目を入れ、成功を収めた者は周囲の女子から一目置かれること請うけ合あいである。

　この勝負……もらった！

「歌います。リリムキッズより……『君と過ごした時間は悠ゆう久きゆうのダイヤモンドの輝き』」

　Ｊポップ特有の柔やわらかなイントロが部屋の中に響き渡わたる。

　リリムキッズは日本を代表する五人組の男性アイドルユニット。

『君と過ごした時間は悠久のダイヤモンドの輝き』、通つう称しよう『きみかが』は彼らの代表曲であり、Ｗミリオンセールスを記録した日本人なら誰でも聞き覚えがある名曲であろう。

　失しつ恋れん後も色いろ褪あせることのない恋こい人びとへの想おもいと、ダイヤモンドの悠久の輝きを重ねた切ない歌詞は若い女性を中心に支持を集めている。

　女子高生に聞いた『彼かれ氏しに歌って欲ほしい曲ランキング』では不動の一位を記録し続けており、比ひ較かく的てき音程も取りやすいことから、ありていに言えば鉄板の一曲である。

「ところで日向さまって女装とかに興味ないですか？」

「ないです」

「ウチのメイドとして少し働いてみる気はありませんか？」

「ないです」

「…………」

　周囲を見み渡わたせば真しん剣けんにデンモクと睨めっこしている東雲と、相変わらず勝手に盛り上がっている月夜さんと日向。

　……。

　…………。

　………………。

　上う手まいとも下手とも言い難がたい俺の一曲は淡たん々たんとサビへと向かっていく。

　おい。おい誰か。

　頼むからなんかコメントしてくれよ……。

　こっちはわざわざこの日のためにＴＵＴ●ＹＡでＣＤを借りて練習してきたんだよ！




「君との思い出の前では～♪　どんな宝石の輝きも色あせてしまう～♪　たとえるならばそれは～♪」




　よしっ、次のフレーズからはいよいよサビに突とつ入にゆうだ。

　逆ぎやく襲しゆうの時きたる。「下手するとその辺の合成甘かん味み料りようより甘あまいんじゃないか？」と称しようされる『きみかが』のサビを聞いてメロメロにならない女子はいないはず！

　サビなのに甘いとはこれいかに（なんちゃって）。

　と、決戦に備え一呼吸を置いたそのとき。




「失礼します～、飲み物お待たせしました～」




　空気を読まない店員が入って来た。

「ダイヤモ……♪」

「こちら、ウーロン茶になりますねー」

「君が残し……大切な想い……をハートのポケット……に……」

「アイスティーのお客様はどちらになりますか？」

「あ。ボクです。そこに置いておいてください」

「ふふふ～ん♪　ふふふ～ん♪　ふふふ……死にたい」

　目の前のテーブルに五人分のドリンクが用意されたとき、ちょうどサビは終わっていた。

「…………」

　返せええええええええ！

　俺のサビを返せええええええええええ！

　一番を終えむなしく再開するＡメロ。

　聞くに耐たえなくなり、リモコンで演奏を終しゆう了りようさせた。

「……ヘタレね」

「放っておいてくれ……」

　東雲の冷たい視線が突つき刺ささる。

　クッ……。大だい丈じよう夫ぶ、まだまだチャンスはある。

　なぜなら俺は『彼氏に歌って欲しい曲ランキング』の一位～百八位までの曲を完かん璧ぺきに歌えるよう、毎日ヒトカラ（一人カラオケの略）で練習して来たのだ。

　俺のレパートリーは百八式まであるぞ！　どんっ!!

「……次は私の番ね、マイク」

「おう」

　言われるがままにマイクを手て渡わたす。

　東雲が入れた曲は西村カナエという女性シンガーが歌うバラードであった。

「会いたいのに会えない」という、モニョモニョとした想いをストレートに唄うたったラヴソングで、聞いているこっちが恥ずかしくなるような甘々な曲だった。

　嘘うそ……だろ……？

　これはもう下手するとプロよりも上手いんじゃないか？

　ってくらいにハイレベルな歌唱力を披ひ露ろうする東雲。本人の端たん正せいな容姿も相まって、まるでここら一帯がアイドルのコンサート会場にでもなったかのような不思議な高こう揚よう感に苛まれる。







[image: ]







　これはもう、ニコ●コ動画に音源をアップすれば歌ってみたカテゴリで一位を狙ねらえるくらいの実力はあるな……。

　……。

　…………。

　………………。

　室内に気持ちの良い空気が流れる。誰もが東雲の歌声に聴きき入いっていた。

　そして、あっというまの五分間が過ぎ――

「ふぅ……」

　最後のフレーズを歌い切った東雲は自らリモコンで演奏を終了させた。

「なんというか……お前、凄すごいんだな……」

　御お世せ辞じでもなんでもなく、自然とそんな言葉が出ていた。

「ま、私にかかればこんなもんでしょ」

　さも「これくらい出来て当然でしょう？」といった様子で鼻を鳴らす東雲。

「ふふ。よく言いますね～。今日のために、毎日カラオケに付き合わされたわたくしの苦労はどうなるんですか～？」

「!?」

「可愛かわいいでしょう、この子。この曲だってそもそも雑誌に載のっていた『彼かの女じよに歌って欲しい歌ランキング』で一位の……」




「ワアッ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～」




　マイクが音割れするほどの大音量で言葉を遮さえぎる東雲。

「なななな、なにを言っているのかしら月夜!?」

「うふふ。何ってわたくしはただ……事実を述べているだけですが」

「……バ、バカ！　それについては内密にって釘くぎを刺したじゃない!?」

「え……もしかして今の話ってマジなのか？」

「な、何を言っているのかしら。私がそんな男に媚びるような真ま似ねするはずないでしょう！　バカらしいッ」

　それだけ言うと東雲はカアアアっと頬ほおを赤に染めて俯うつむいてしまった。

　なんだよこいつ……外見以外にも可愛いところあるじゃないか。




「こ、今度はボクが歌うよ。マイク！」




　こういうの……ギャップ萌もえっていうのかな？

　小動物みたいに可愛らしく頬を膨ふくらませている東雲に対して見み惚とれていると、露骨に不機嫌な態度の日向が語気を強めた。

「りゅうき。……ちゃんと聞いててよね？」

「お、おう……」

　東雲のハイレベルな歌唱力に対たい抗こう意識を燃やしたのかもしれない。

　日向が入れたのは東雲と同じ西村カナエの大ヒットシングルであった。

「ずっとあなただけを想っていました」という、報むくわれない片思いの歌詞に、驚おどろくほど感情を込めて歌う日向。

　元々、「お前絶対声変わりしていないだろ！」と、ツッコミを入れたくなるような高い声域の日向は、キーの高い女性ボーカルの曲も難なく歌いこなしていた。

　少しばかり舌っ足らずなところがある日向の声質はお世辞にも歌うことに向くとは言えないのだが…………有り余る熱意が周囲の心を掴つかんだ。




「ブヒッ、ブヒイイイイイイイイイイイ」




　日向が最後のフレーズまで歌いきったとき……月夜さんが発はつ狂きようした。

「日向さま、いくらですか!?　いくら払はらえばメイドとしてウチで働いてくれますか!?　言い値で買いましょうっ!!」

「ちょっ、落ち着きなさい月夜。あなたいま、完全にキャラが崩ほう壊かいしているわよ！」

「…………」

　うへー。

　今いま更さら気付いたけど……ここにいる人間、変態ばっかだ……。

「日向キュン……日向キュン、萌えッ――――!!」

「キャッ!?」

　勢いよく飛びついてくる月夜さんを、間かん一いつ髪ぱつのところでかわす日向。と、月夜さんはゴチッと派手な音をたてて壁かべにデコをぶつけた。

「ふぇ……わたくしはいったいなにを……!?」

「ぅー、りゅうき……助けて……」

　よほど恐おそろしかったのか、ギュッと俺の腕うでにしがみつく日向。

　香こう水すいやシャンプーとは違ちがう、日向の体から発せられる独特の甘い香かおり（俺はこれを日向臭しゆうと呼んでいる）が鼻び孔こうをくすぐった。

　やわらけー。

　いったいなに食えば男のくせにこんな柔らかい体になるの？　マシュマロ？

「……ハッ。わたくしとしたことがすっかり取り乱してしまいましたわ。申し訳ありません。……先程のことは出来れば忘れて頂けると助かりますわ」

「あ、うん……はい」

　ちょっとそれは無理な相談だと思うケド……。

　お淑しとやかで清せい楚そなイメージの月夜さんが乱心する様子はその……インパクトが強すぎる。

　忘れようにも、あの狂きよう気きを孕はらんだ黒い眼は俺の脳のう裏りにしっかりと焼き付いてしまった。

「……薄うす々うす気付いていると思うんだけど、月夜は可愛系の男子には本当に目がないの。驚かせてしまってごめんなさい……」

「……や、こっちもこっちで大分アレなことやらかしたし、おあいこだよ……」

「……はぁはぁ……フタナリ……触しよく手しゆ……」

　呑のん気きにアレ気な寝ね言ごとを呟つぶやく陽平に侮ぶ蔑べつの眼差しをくれてやった。







　これまで男女の仲が特別進展する様子もなくのっぺりとした雰ふん囲い気きでやってきた合コンであったが、懸け念ねんしていた事態が訪おとずれる。

　……。

　…………。

　………………。

　まさかのハイパー沈ちん黙もくタイムである。

　テレビ画面に映ったダ●チャンネルのタレントだけがやたらハイテンションで新人アーティストの紹介を行っている。

　もうやめてくれ……俺たちのライフは０だ……。

　東雲はいつものように他人を寄せ付けないオーラを放ちながらデンモクと睨めっこしているし、月夜さんは東雲に注意されてからというもの猫ねこを被かぶったように大人しいし、日向は先程のことがトラウマになったのかプルプルと小刻みに体を震わしていた。

　注意深く観察すると、徐じよ々じよに距きよ離りを詰つめる月夜さんに対し、日向が壁かべ際ぎわに追いやられていくのが分かる。

　ポジションを整理するとこんな感じ。




　●




　○

　●　　○●　　　右上から左に陽平。東雲。俺。そこから下に月夜さん。日向。




　流れを変えるためにもう一曲くらいリリムキッズの曲を入れようかと迷ったが、周囲のレベルの高さもあって気が引ける（月夜さんもプロ並みに上手かった）。

　ここは初心に戻もどってマンツーマン作戦を決行するか……。

「東雲ってさ……」

「なに？」

　言い切る前に鋭するどい蒼あお目めにギロリと睨まれ、質問の内容をド忘れしてしまった。

「ええと……その、なんだ……変わった名前だよな？」

「……そう？」

　うわー、なに聞いちゃってるの俺……。そもそも俺も人のこと言えないし！

　けれど、東雲はちょっとだけ嬉うれしそうに、

「ササラって名前はね、母親が付けてくれたのよ。将来、髪かみの毛けサラサラ美人になりますようにって願いが込められているらしいわ」

「マジで!?」

「……もちろん嘘よ。あなたは将来確実に女で失敗するタイプよね」

　悪戯いたずらっぽく笑う東雲。

　……もはや怒おこる気にもならないな。

「ていうか、すごく今更な感じの質問なんだが……東雲ってそもそも日本人なのか？　その髪の毛は地毛？　まさかのカラコンってオチだったり？」

「そんなはずないでしょう。もちろん目も髪も生まれつきのものよ。お父さんが日本人でお母さんがイギリス人のハーフなの」

　自じ慢まんするでもなく平然とした口調で言ってのける東雲。

　なるほど、ハーフか。ハーフねぇ……。

　ハーフと聞いて思い出すのは学食のラーメン＆ハーフチャーハンセット。あれはマジで美う味まい。お値段なんと五百円！　もはやウチの高校で唯ゆい一いつの良心と言っていい。うん、どうでもいいな。

　それにしても東雲って名字、どっかで聞いたことがあるような……。

「今度は私が質問する番ね、あなたの名前も相当変わっていると思うんだけどなにか意味があるの？」

「あー」

　生まれてこの方、数えるのがバカらしくなるくらい受けてきた質問だった。

「俺の母親……黒くろ須す良りよう子こって言うんだけどさ、旧きゆう姓せいが鈴すず木き良子だったらしくて、自分の名前が普ふ通つうすぎることにコンプレックスを持っていたらしいんだ。だから、子供である俺にはせめて個性の強い名前をってことで……こうなった」

　身内を褒ほめるのは気き恥はずかしいが、ウチの母親はかなりの美人である。

　んで、その母親がなんの取とり柄えもないダメオヤジを選んだ理由が、なんとびっくり！

　単純に名字が気に入ったかららしい……。

　ちなみに家族の中でこの事実を知らないのはオヤジだけだ。

　本人は未いまだにハードボイルド＆ダンディな魅み力りよくで母を落としたと思っている。

　オヤジ……不ふ憫びんな子。

「……なるほど、ＤＱＮネーム誕生秘話ってわけね」

「ＤＱＮ言うなし……これでも結構気に入っているんだぞ」

　ネトゲーとかやるとき本名をイジって【†ドラゴンナイト】って付けられるからな！

　ちなみに妹がよく使うＨＮは【†ブラックフェザー】。……かっちょいいだろ？

「まあなんにせよ。自分の名前が好きってのはいいことね。うらやましいわ」

「自分の名前が嫌きらいなのか？」

「……そうね、好きではないかな」

　少し苦い表情で東雲は笑う。

　なんとなくだけど、この話題はこれ以上続けない方がイイような気がした。

　――どことなく流れる気まずい空気から逃のがれるように、テーブルの上のウーロン茶を一気に飲み干す。

　ぷはっ、味うっす……。







「あ、心ここ美み。もうすぐ着くそうよ」

　カラオケに入ってから一時間くらい経過しただろうか。あいかわらず一向に盛り上がる気配のない合コンに転機が訪れる。

「!?　心美ってもしかして……？」

「……ええ、あなたが期待している通り三人目の女子メンバーよ」

「ふ～ん、そうなんだ～」

　と、表面上はクールに返したものの、俺のテンションは一気に跳はね上あがる。

　本命キタッ――――。

　なにを隠かくそう、今までの戦いは前ぜん哨しよう戦せんに過ぎなかったのである。

　東雲は出会ったときから俺のことをその辺に落ちている猫の糞ふんくらいにしか思っていないみたいだし、月夜さんは日向に首ったけで付け入る隙すきがない。

　もし俺が現実的に彼女を作りにいくなら――第三の女子メンバー心美さんを狙いに行くしかない――。

「心美さんってどんな人なんだ？」

「そうね、一言で言うなら……メイドかしら」

「メイド!?」

「ええ、本当は他に参加させたかった子がいたんだけど……その子が急に来れなくなったから、ウチで働いているメイドに代役を頼たのむことにしたの……不服だったかしら？」

「べ、べっつに～」

　むしろ大だい歓かん迎げいである。

　メイド。

　秋葉原の路上に立っているものを除き、見るのは初めてである。

　いや、彼女たちはしょせん紛まがい物もの。

　メイドのコスプレをした普通の女の子に過ぎないのかもしれない。

「じゃあ、私は心美を迎むかえに駅まで行くから」

「あ、わたくしも付いていきますわ」

　女子メンバーは半はん透とう明めいの扉とびらを開けると、逃にげるようにしてその場から去ってしまった。

　……。

　…………。

　個室にはポツリと取り残された男子メンバー。

「……このままじゃまずいよね？」

　表情を強こわ張ばらせて日向が言う。

「ああ、いかんせん比ひ較かく対象がないから分からないが……かなりヤバイと思う」

　そもそも何をもって成功と定義するのかは分からないが確実に言えることは、この合コンには盛り上がりが欠ける。

　全力でコレジャナイ感が溢あふれている。

「仕方がない……プロジェクトＨを決行するか……」

「!?」

　提案すると日向は瞳に絶望の色を滲にじませる。

「アレ……どうしても、本当にやるの？」

「ああ、この状じよう況きようを挽ばん回かいするにはもはやそれしか手がない。やってくれるな、日向」

　言いつつ、至近距離でジッと目を合わせると、日向は頬を赤らめて、

「う、うん……りゅうきがそう言うなら……恥はずかしいけど、頑がん張ばるよ」

「ありがとう」

「……じゃあボク、トイレで着き替がえてくるね」

　日向は鞄かばんを抱かかえ、名な残ごり惜おしそうに退室した。

　さて、これでどうにか盛り上がるポイントを作ることができたが、まだまだ解決すべき問題は山積みだ。

　このままもう一人の女子メンバーを迎えれば、均等な男女比が崩くずれマンツーマン作戦が崩壊してしまう（これまでは俺が東雲、日向が月夜さんを担当していた）。

　うーむ。気が進まないが……ついにやつの封ふう印いんを解くときが来たようだな。

「陽平……お前の力が必要だ……起きてくれ」

　座席を移動し、ソファで横になっている陽平の前に立つと、

「起きてるよ」

　鼻を啜すすりながら億おつ劫くうそうに呟く陽平。

　予想外の事態に衝しよう撃げきを受けずにはいられない。

　たとえるならそれは清純そうな女の子が黒のパンティを穿はいているときくらいのインパクトであった。

「お前……いったい何時から!?」

「さぁ……結構前からじゃねーか？」

「…………」

　おかしい。妙みようである。

　陽平がどれだけ今日の合コンを楽しみにしていたか――俺は知っていた。

　どうして寝ねたふりなんかする必要がある？

　こいつの性格上、目が覚めたのなら真っ先に飛び起きて月夜さんにアタックを仕し掛かけるはずじゃないか？

　と、そこで俺は信じられない光景を目まの当あたりにする。

「お前……泣いているのか？」

「!?」

　陽平の横長の二ふた重え眼まなこは涙で赤く腫はれ上がっていた。

　……自分でも何を言っているのかよく分からなかった。

　なんだよこれ……冗じよう談だんだろ？

　初めて目の当たりにする親友の泣き顔に思わず狼ろう狽ばいしてしまう。

「ヘヘッ、情けねーところ見られちまったな。……このまま見なかったことにして、しばらく寝かせといてくれや」

「……どういうことだよ？」

「オレが参加しない方がお前たちも動きやすいだろう？　オレがいても足を引っ張っちまうだけだ。それに今更起きてもどんな顔して喋しやべればいいか正直わからねえ」

「…………」

　意外だった。

　こいつとは高校に入ってから半年の付き合いになるが、こんなネガティブなところ、ただの一度も見たことがなかった。

「いや、そんなこと……あるかもしれないけど……どうした、お前らしくないぜ？　いつものお前ならメイドキタ――――ッ!!　とか言ってはしゃぎ回るところじゃないのか？」

「…………」

「分かった。来ている女の子が処女じゃないから不満なんだろ？　大丈夫、安心していい。東雲はさ、見た目ビッチっぽいところがあるけど、ああ見えて純情なんだぜ。俺おれが保証する」

「……そんなんじゃない……そんなんじゃないんだ」

　陽平は一層感情的になり、

「処女とか非処女とか、そんなことは関係ない……純じゆん粋すいにオレはビビっちまってんだよ……女の子たちと、どうやって接したらいいか、何を話したらいいか、全く分からねえ。距離感が掴めねえんだ」

「そんなのお前だけじゃねーよ」




「違うっ！」




　陽平は力強く否定する。

「中学までは共学にいた男子校歴の短いお前には分からねえかもしれないな……。

　オレにとっての世界は男だけで完結しているんだ……世界の人口の半分が女子？

　ハハッ、笑えない冗談だ。

　ああ、今日のことで分かったよ。

　オレにとっての女子ってのは雑誌の巻頭を飾かざるグラビアアイドルであり、テレビに映るＡＶ女優であり、ディスプレイの中の二次元美少女だけなんだ。

　現実の女はオレにとって別世界の存在。

　宇宙人……みたいなもんかもしれねーな。

　なにを考えているかわからないから恐こわい、気が付くと目で追っているから恐い、自分とは違うから恐い。

　平然と会話できているお前たちはすげーと思う、マジで尊敬する」

「…………」

「お前らが頑張ってるってのに、一人だけ寝たふり決め込んでいる自分が情けないよ。女ってのは星の数ほどいるらしいが、オレには届かない……高い高い場所にある月や雲みたいな存在なんだと思う。きっとオレには……誰だれもが当たり前に持っているはずの翼つばさがなかったんだ」

　虚うつろな瞳で呆ぼう然ぜんとする陽平。

　なんとなく、本当になんとなくだけど以前からそんな予感はあった。

　陽平は誰よりも女の子にガッツいているように見えて、誰よりも女の子を遠ざけているフシがあった。今日だってそうだ。

　女の子と知り合うための作戦には積極的なくせに、肝かん心じんなところで尻しりごみしていた。

「ひとつだけ確かく認にんしたいんだが……」

　もしかすると陽平は「彼女が欲しい」と思ってないのかもしれない。「彼女が欲しい」という男子校生なら誰もが抱いだくであろう欲求に自ら同化することで、周囲と慣れ合いたかっただけなのかもしれない。

「ここに来るまでにお前が言った台詞せりふ……あれは嘘だったのか？　『俺たちは今日より生まれ変わる！　彼女を作ろう！』っていうあの台詞は嘘だったのかよ」

「…………」

　陽平は少しだけ間を置き、

「それは、それだけは嘘じゃない。オレだって、できるもんなら彼女が欲しい……少なくとも、お前たちに出会ってからはずっとそう思っているよ」

「……そうか」

　それを聞いて安心した。

　やっとこいつにかけるべき言葉が見つかった気がする。

　今まで俺たちが積み重ねてきた放課後の会議は……無む駄だではなかったんだな。




「バンッ」




　慰なぐさめの言葉の替かわりに、手で銃じゆうの形を作りそれだけ言った。

「ハッハハ、油断したな陽平！　実は俺様は世界を裏から掌しよう握あくする秘密組織――カノッサ機関から送られたエージェントだったのだ！　お前の首にはいろいろあって多額の懸けん賞しよう金きんがかけられている！」

「な……に……!?」

「お前は一度死んだ。だからバカな先入観は捨ててさ、彼女作って一いつ緒しよにリア充じゆうライフを送ろうぜ」

「……でも、オレはお前らと違って全然女子とかと喋れねーし、どーせ足を引っ張っちまう」

「関係ないね。そんなこと言ったら今までだって、ありえないレベルで足引っ張られてるし。お前がダメダメなのは最初から織り込み済みだ」

「さりげなくひでぇ!?」

「あと今だからこそ白状すると、その格好はださい。きもい。痛すぎて一緒に街中を歩けないレベル。ぶっちゃけ日向も引いてた」

「うぉ!?　マジかよぉ!?」

「死ぬ気でやろうぜ、死なないから」

「……ハハッ」

　さきほどのシリアスな雰囲気から一転、空気が和なごやかになっていた。

　お互たがいの短所を気き兼がねなく笑いあえるような、そういう友達は何よりも貴重だと思う。

　ピロリロリーン♪

　と、決意を新たにした矢先、一通のメールが届いた。

　送り主は東雲であった。




　件名　つまらないので

　あなたたちといてもつまらないので、先に帰ることにしました。

　支し払はらいはよろしく。




「…………」

「ん、どうしたリューキ」

「……これを見てくれ」

「…………」

「…………」

　あれれー。マジかよー。

　なにこの状況……すごくコメントし辛づらいんだけど……。

　俺たちがファンディスクで攻こう略りやく可になったサブヒロインが実はフタナリ設定だと発覚したときくらいの勢いで落ち込んでいたとき。




「にゃんにゃん！　ご主人様～。御ご奉ほう仕しするにゃん！」




　勢いよくドアが開き、猫耳メイドが入ってきた。日向だった。

　ドンキで買ったコスプレ用のフリフリメイド服を身に着けたこいつは、そもそもかなり高めに設置していたはずのハードルを軽々と飛び越えるレベルに可愛かった。

「って、あれ……？　まだ女の子たち帰って来てないんだ……」

　バツの悪そうな笑えみを浮うかべ、キョロキョロと周囲を見回す日向。

「ぅー、この格好変じゃない？」

「…………」

　常に予想の斜ななめ上うえをいく日向の可愛さに、少しだけ心が救われた。







第八話　とある男子校生の恋路







　五月二十日。水曜日。

　例の、悪夢のような事件から十日が過ぎようとしていた。

　水曜日は休日を除くと一週間で最もハッピーになれる一日である。

　授業が五限で終わり早く帰れるというのも魅み力りよく的てきだが、学食の優先権が使用できるというのがでかい。

　星せい光こう学がく園えんの学食は生徒数に輪をかけて小規模で、入場規制をかけなければあっという間に満席になってしまう。そこで生み出されたのが優先権という制度だ。

　一年生が一回。二年生と三年生は週に二回ずつ学食を優先的に使用できる権利を与あたえられ、該がい当とうする日に限り長ちよう蛇だの列を回かい避ひして食事にありつける。

「ラーメン＆ハーフチャーハンセットひとつ」

「はいよ、あんたいつもそればかりだねえ」

　ちなみに学食のおばちゃんはウチの高校で唯一の女性職員である。

　そのため一部生徒たちからはカルト的な人気を博しており、真しん剣けんに交際を申し込み玉ぎよく砕さいする者が後を絶たない。

「はいよ、ラーメンセットお待たせ」

「……？　おばちゃん。俺、サラダなんて頼んでないんだけど……」

「聞いたよ、あんたたち……女の子に合コンをボイコットされたんだって？」

「ど、どうしてそれを!?」

「あたしの情じよう報ほう網もうを舐なめるんじゃないよっ。ったく、しょうがない子だねー。いつも不健康な物ばっか食ってるから女にも振ふられんのさ。それ食って男を磨きんしゃい！」

「お、おばちゃん……!?」

　あ……やべー。

　今、ちょっと好きになりかけたわ。マジでギリギリだった。

　男子校生の惚ほれっぽさを侮あなどってはならない。

　危あやうく新たな性せい癖へきが開眼しちまうところだったぜ……。







「りゅうき、こっちこっち」

　テーブルには先に席を取っていた日向ひなた＆陽よう平へいがいた。

　日向はきつねうどんと紙パックの牛乳。

　陽平は俺と同じラーメンセットと単品で唐から揚あげの盛り合わせを注文していた。

「ハハハッ。リューキ、それはなにかのギャグなのか？　なにサラダ（笑）とか頼んじゃってるの？」

「俺が何食おうと俺の勝手だろ？」

「ＯＬか！　コストパフォーマンス考えろって」

「…………」

　お分かりいただけただろうか？

　訓練された男子校生は、いかに低価格で高いカロリーを摂せつ取しゆできるかに腐ふ心しんしている。つまり俺たちにとって二百円払えばお釣つりがくるペヤング特盛りはマジ最強の食い物。

「や、これは学食のおばちゃんがオマケしてくれたんだ」

「なん……だと……」

　ブリーチで新設定が出て来たときのようなリアクションで驚く陽平。

「どういうことだ？　お前、もしかして真ま紀き子こさんと性的な関係を持っているんじゃ……？」

「んなはずねーだろ！　この前の合コンのことで同情されてさ。それでオマケしてもらったんだんだよ」

　真紀子さんというのは先ほどオレにサラダをサービスしてくれた学食における麺めん類るいエリアを守護するおばちゃんで、極きよく端たんに好意的な解かい釈しやくをするならばグラマラスなボディが魅力のセクシーウーマンである。

　ウェストとヒップの値がほぼ同じなのがチャームポイント。

「ハハハッ、マジかよ!?　これは失敗した甲か斐いがあったな！」

　冗談っぽい口調で陽平は笑う。

「ははっ、そうだな」

　あの事件の後、俺は詳くわしい説明を求めるため東しの雲のめにメールを送った。

　しかし、結論から言ってしまえば東雲からの返信が返ってくることはなかった。

　最初は単に携けい帯たいの充じゆう電でんが切れているんだろうと、楽観的に考えていたのだがどうやらそういうわけでもないらしい。諦あきらめきれない俺は六時間に一通ずつ東雲にメールを送っていたのだが、ついに一一通目のメールで受信を拒きよ否ひされてしまった。

　なにそのクソ展開？　と、ここがラブコメの世界なら読者は首をかしげるだろうが、おそらく現実なんてこんなもんだろう。

　合理的な理り屈くつは必要ない。

　特に大きな理由なく勝手にフラグが折れたり立ったりしていくのが、リアルな男女恋れん愛あいってやつだ。

　いつのときも現実はクソゲーである。

　今考えると『三人目のメンバーが来るから迎えに行く』というのも、その場から抜ぬけだすための口実だったのかもしれない。

　なあに、心配いらないさ。

　いずれ東雲のことも綺き麗れいサッパリ忘れ、諦めがつく日もくるってもんだろう。

　東雲ササラ？

　そんなやつは最初からいなかった。

　今だからこそ言えることだが、あいつのことは元から気にくわなかったんだ。なに考えているか分かんねーし、口は悪いし、少し遅ち刻こくしただけでガミガミとうるさいし。

　そりゃあ顔は可愛かわいいし、時折見せる女の子らしい一面には問答無用の魅力があったが……それだけだ。それだけのくだらない女だ。

　あんな女、むしろこっちから願い下げだね。

　……。

　…………。

　違う。違うだろ俺。

　本当に、それでいいのか？

「……りゅうき、なにか考え事？」

「あ、いや。別になんでもない……」

「ガハッハ！　お前のことだ、どうせ真紀子さんの豊満ボディを想像して興奮しているんだろ？　この熟女フェチめっ！」

「ああ……」

「……どうした？　ここはつっこむところだぞ、リューキ」

「…………」

「そうだ！　今日の午後は雨が降ふるらしいぜ。珍めずらしく水球部が休みなんだ！　放課後はパァッとどっかに遊びに行こうぜ！」

「いいね、行こうよ。りゅうき！」

「ごめん。放課後はちょっと寄るところがあるんだ」

「ぅー、そっか。ならしょうがないね……」

　分かっている。二人が俺に気を遣っていることくらい。

　本当に俺は友達に恵めぐまれていると思う。けれど今は……二人の優やさしさが苦しかった。

「わりぃ、ちょっと俺、食欲ないわ。さき、ごちそうさま」

「おい、リューキ!?」

「りゅうき……」

　呼び止める二人を尻しり目めに、そそくさと食器を下げに行く。

　ほとんど手つかずのままのラーメンセットのトレイを返却しに行く際、真紀子さんと目があった。

　ああ、絶対に怒られる。

　結局サラダとか一口も食ってないし。ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい。

　が、心配を余よ所そに真紀子さんは無言で食器を受け取ってくれた。

　きっと、気を遣ってくれているんだろうなぁ。

　どうして俺の周りにはこう、心の優しいやつしかいないんだろう。

　今は誰かに思い切り叱しかられたい気分なのに……。
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　ここ最近の俺は色々とおかしかった。

　例えば、以前なら一日三食でも食えたようなラーメンセットが油の塊かたまりにしか見えないし、妹からオススメされたケータイ小説を読んでマジ泣きしてしまったし、金きん髪ぱつ洋モノのＡＶを見る機会が格段に増えていた。

　いったい、何がどうしちまったんだ？

　あいつのことを考えると、胸の奥おくがチクチクと痛んで、自分の体が自分のものじゃなくなっちまったみたいに言うことを聞いてはくれない。

　本当なら一度病院に行って見てもらった方がいいのかもしれないが……生あい憎にくと放課後は他に行くべきところがあった。




　白しら雪ゆき女じよ学がく園えんである。




　陽平の言っていた通り、放課後はポツポツと小ぶりの雨が降っていた。

　東雲にメールが通じなくなったあの日からずっと、俺はこの学校に通いつめている。

　白雪の校舎は何度見ても見慣れるような代しろ物ものじゃなかった。

　広大な敷しき地ちを囲む赤レンガの壁かべ。中世ヨーロッパを彷ほう彿ふつとさせるお城みたいな校舎。バカでかい校門の周りには何人もの屈くつ強きような警備員が配置されていた。

　どうして俺がわざわざ女子校なんかに来たかというと、人を捜しているからだ。

　繰くり返かえして言うとここ最近の俺はどうにもおかしい。

　やり場のないモヤモヤとした想おもいが脳内を占せん領りようし、ウジが湧わいたように四六時中ムシャクシャしていた。

　東雲ササラ。

　もう一度、彼かの女じよに会うことができればこのムシャクシャした想いの正体がなんなのか、分かる気がした。

　やましいことをしているわけではないのだが、校門の前に立っていれば警備員さんに対して「うふふ、私を捕つかまえてごらんなさい」と自ら主張しているようなものなので、毎日微び妙みように場所を変えて東雲を捜した。

　一日一時間。

　それが自分に課した制約である。長時間待まち伏ぶせし周囲に怪あやしまれてもシャレにならないので、その辺は要領よくやっているつもりだ。なんだかんだ言っても俺は正気であり、クレバーであった。




「あの人です！　不ふ審しん者しやはあそこです！」




「……？」

　今日の張り込みはいつもと様子が違ちがっていた。

　何があったのか知らないが、白雪の女生徒が複数の警備員を引き連れぞろぞろとやってきたのである。

　ったく、不審者って誰だよ……。

　けしからんやつもいたもんだな。そんなやつは即そつ刻こく逮たい捕ほしてしまえ。

「取り押おさえろ！」

「ちょ!?」

　警備員たちはなぜか俺の周囲を取り囲んでいた。

　マジかよ!?

　不審者って俺のことか！　その発想はなかったわ！

「違う。違うんだ、俺は不審者じゃねえええええ！」

「問答無用。言い訳は警察にするんだな」

「てめえ、コラ！　離はなせ！」

　普ふ段だんは「喧けん嘩かとかするやつは例外なくみなＤＱＮ」と、斜しやに構えている俺だが今日は違った。日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんが爆ばく発はつしたのかもしれない、自分でもびっくりするくらい全力で抵てい抗こうした。

「あふっ!?」

　気付くと警備員の顔面に対して全力で傘かさを振ふり抜いていた。

　あ、やべ。どうしよう……。

　予想外の反はん撃げきを受けた警備員の一人は地面を転げ回り、壊こわれたファ●ビー人形のような呻うめき声ごえを上げていた。

「てめェ……覚かく悟ごはできてるんだろうな？」

「…………」

　確かに、これはもう覚悟を決めた方がいいかもしれない。立派な傷害罪である。

　学校に連れん絡らくが入ればよくて停学、下手すると退学もありえるぞ……。

　ここから全速力で逃げれば切きり抜けられるか……否。

　駅まで無事に逃げ切れる可能性は０にも等しい。

「……やるしかないか」

　俺は警備員に対し、ホームラン宣言をするバッターの如く傘を向ける。

「お前……なんの真ま似ねだ？」

「こういうことさ！」

「どあッ!?」「はうっ！」「ギャ!?」

　丸まる腰ごしの警備員に対して傘を振り抜く。振り抜く。振り抜く。

　死ね！　死ね！　死ね！　死ね！

「ハッハハハハハハハッハ!!　ハハハッハ!!」

「こ、こいつ……狂くるっていやがる……」

「ぎゃば!?」

　カエルの潰つぶれたような警備員の悲鳴が心ここ地ちよい。

　これは……もしかするともしかして上う手まく切り抜けられるかもしれない。

　――が、もちろんそんな無む双そう状態は長くは続かなかった。

　コンビニで買った五百円のビニール傘がさはそもそも人間を殴なぐるために作られたものじゃない。安物の金属で作られたそれは、あっという間にグニャリと曲がり使いものにならなくなった。

「いい加減にしろっ、てめぇ!!」

「ごふっ!?」

　警備員の放ったひざ蹴げりが下腹部を直ちよく撃げきする。

　会心の一いち撃げきを受けた俺は、死にかけたイモ虫の如く雨水で濡ぬれたコンクリートの上をのたうちまわった。

　――その後はいいようにやられてしまった。

　一いつ瞬しゆんで取り囲まれた俺は警備員たちに踏ふみつけられ、踏みつけられ、踏みつけられた。

　冗談みたいな勢いで皮ひ膚ふがはがれていくのが分かった。パックリと割れた傷口からは雨水がよく染しみる。

　マジかよ。暴力はよくないぜ……これ、訴うつたえれば勝てんじゃねーの？　いや、先に仕掛けたのはこっちか……ハハ、もうどうにでもなれ～。

「あ、はい。現在、校舎の周りを徘はい徊かいする不審者を捕まえました。こちらもかなり抵抗されまして負傷者多数です。……はい、できれば応急処置の道具も……」

　警備員の一人がトランシーバーに向かって何やら話しかけている。

　不思議な充じゆう実じつ感があった。

　もしかしたら俺は最初から、こうなることを望んでいたのかもしれない。

　何な故ぜだろう。漠ばく然ぜんとそんな思いがあった。




「この人は不審者じゃありませんよ」




　なんだかとても懐なつかしい、既き視し感かんあふれる光景。

　目の前に傘を広げた美少女が立っていた。

　その美少女はとても時じ代だい錯さく誤ごな格好をしている。分かりやすく言えば着物を着ていた。

　もっと分かりやすく言えばその人は月つく夜よさんであった。

　あのときの――東雲と初めて出会ったときの記き憶おくが脳内から引きずり出され、心臓が飛び出だすような勢いで鼓こ動どうを刻んだ。

「なんだね君は。仕事の邪じや魔まをしないでもらえるかな」

「うふふ。口の聞き方には気を付けた方がいいですよ～」

「ああ、あ……先せん輩ぱい、まずいですよ。この人……」

「ああん？　何がまずいって？　たかだか女一人に何をビビっていやがる」

「だってこの着物の子はたしか……関東最大の暴力団……七なな海み組ぐみのボス……七海誠まことの一ひと人り娘むすめですよ……」

「…………へ？」

　さきほどまで威い勢せいの良かった警備員は態度を一転。

　彫ちよう刻こくみたいに動かなくなってしまった。

「七海先輩、おかしいですよ！　だってこの人……一週間くらい前からこの辺をずっとうろついていますし、時々ニヤついているかと思えば、急にカッとなってゴミ箱とか蹴け飛とばしていましたし、不審者そのものじゃないですか！」

　ガチガチに固まってしまった警備員たちのかわりに反撃に出たのは、さきほど警備員たちを連れて来た白雪の女生徒であった。東雲が着ていた制服とは微妙にデザインが違う。中等部の子だろうか？

「あらあら、随ずい分ぶんなものいいですね。わたくしの恋こい人びとに向かって……覚悟はできているんでしょうね？」

「え……恋人!?」

　これには俺も面喰くらってしまった。

　もちろん俺は月夜さんを彼女にした覚えはないし、それ以前にこれまでの人生で恋人ができたことがない。

「そうですよ、そこにいる方はわたくしの恋人ですわ。わたくしたちはとてもラブラブでして、毎日下校を共にしているのですよ」

「そ、そうでしたか。これは大変失礼致いたしました!!」「失礼しました!!」

　警備員たちは身の危険を察知したのか、一いつ斉せいに頭を下げ始める。

「わたくしはガッカリです。仮にも白雪の関係者たる者が謝罪の仕方も存じ上げないだなんて……」

「えぇ……？」

「土下座しなさい」

「で、ですが!?」

「土下座」

「……はい」

　俺は今、ありえない光景を目の当たりにしている。

　こんなことを言っても俄にわかに信じられないだろうが……辺りを取り囲んでいた屈強な大人たちが地面にめり込むような勢いで土下座をしていた。

　その……一人の少女に向かって。

「わたくしではなくて彼かれに謝あやまるべきではなくって？」

　月夜さんに指し摘てきされるや否いなや「すみませんでした」と、一斉に俺の方に向け謝罪をする警備員たち。

「い、いえ。元はと言えば……疑われるような行こう為いをしてしまった俺にも非があるわけですし……」

　冷静になって考えてみれば、悪いのは十割十分十厘りんの比率で俺なのにこうやって謝られるとバツが悪い。

「……どうですか？　いい眺ながめでしょう」

　俺にだけ聞こえるよう、耳元で囁ささやく月夜さん。

「アハハハ……」

　俺には見える。

　彼女の小さな体を覆おおう、ドス黒い、毒どく蛇へびみたいなオーラが……。

　人は自分より酔よっている人間を見ると、急激に酔いが醒さめるものだと聞いたことがある。

　つまりなにが言いたいかというと、彼女の底なしの狂きよう気きに触ふれ、俺の思考は反射的に冷静なものになっていた。
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　月夜さんを連れ、駅前のファミレスにやってきた。

　店の人たちは全身傷だらけの俺を見るなり怪け訝げんな顔をしていたが、入店を拒否されるようなことはなくて安心した。

「このお店……初めて入るのですが……桁けたを間ま違ちがえていませんか？　ミラノ風ドリア……二百九十円？」

「いや、ここは元々こういうお店なんすよ」

　月夜さんは初めて入るサイ●リアにカルチャーショックを受けている様子。

　俺おれたちは二人がけのテーブル席に腰こしを下ろし、とりあえずドリンクバーだけ注文するとホッと一息をつく。

「まったく、さきほどは驚おどろきましたよ。警備員さん相手に乱心している面おも白しろい人がいるなぁっと思い観察していたのですが、まさか見知った人だったとは……」

「いや、なんというか面めん目ぼくないです……」

　あの人たちには後日謝りに行こう。絶対に謝りに行こう。

「それで、わたくしたちの学校の前でいったいなにをしていたんです？」

　そう聞く月夜さんの瞳ひとみはランランと輝かがやいていた。

　この人……絶対に分かっていて聞いているな……。

「話してもいいんですけど……その、絶対に引かないでくださいね？」

「内容によります」

「……東雲のことを捜していたんですよ」

「ストーカーですね」

「ド直球!?　いや、ええと……これには理由があってですね……」

「ストーカーですね」

「……はい、ストーカーです」

　なるべく自分の中では考えないようにしていたことなのだが、認めるより他はあるまい。

　今明かされる衝しよう撃げきの新事実。




　俺は……ストーカーであった。




「つまり龍りゆう騎きさまの行動をまとめるとこうですね。ササラのことをストーカーしに白雪の前で待ち伏せしていたところ、警備員に見つかり捕まる　→　逆ギレして暴力を振るった挙げ句、土下座で謝らせる」

「はい、その通りでございます」

「最低の人間ですね。生きていて恥はずかしくないんですか？」

「……本当にすみません」

　否定しようにも、驚くことに全すべて事実なのでどうしようもない。

「うふふ。ですが……わたくしは好きですよ。最低の人間。少なくともただつまらない人間よりは見ていて愉ゆ快かいなぶん存在価値があると思います。ですから、龍騎さまのことを少しだけ見直しましたわ」

「…………」

　ピロリロリーン♪

　月夜さんの好感度が上がった。

　ただのつまらない人間から最低の人間へと昇しよう格かくだ。やったね！

「なんというか月夜さんって……東雲に似てますよね」

「あらっ、どういうところがです？」

「腹黒いところが」とは口が裂さけても言えず、

「少し変わっているところが」

「……そうですね。あの子とは幼よう稚ち園えんのときからずっと、家族のような付き合いをしていますから、無意識のうちに似てきている部分はあるのでしょうね」

　着物の袖そでで口元を押さえ、上品に笑う月夜さん。

「ですけど、わたくしとあの子は本質的な部分で真逆の人間です」

「……どういうことですか？」

　疑問を投げると、月夜さんはまるで我わが子を思う母親のような口調で、

「あの子は……ササラは根っこの部分がとても純じゆん粋すいなのですよ。勘かん違ちがいされがちなのですが、普段あの子が尊大な態度を取っているのは純粋過ぎる自分を隠かくす為ための裏返しなんです。前にも言ったじゃないですか、ツンデレなんですよ。あの子は……」

「…………」

　なんとなくだけど、納なつ得とくできる部分はあった。

「反面わたくしは見ての通りお腹なかの中がブラックホールです。普段、大人しそうに振ふる舞まっているのは真っ黒な自分を隠す為の裏返しであると言えます」

「……なるほど」

　それはすごく納得できた。

「それで龍騎さまは……ササラのことが好きなんですか？」

「ええと、それはその……」

　不意に放たれた単刀直入な質問に思わずドキリとしてしまう。

「俺、惚ほれっぽいところがありますし、本気であいつのこと好きなのか、自分でもよく分からないんです」

「……ここまで来ておいて優ゆう柔じゆう不ふ断だんな人ですね」

「けどっ」

　と、一呼吸し腹に力を入れる。

「もう一度東雲に会えば分かる気がするんです！　だから俺は、もう一度東雲に会いたい！　会わせてくださいお願いします！」

　テーブルにぶつけるような勢いで頭を下げた。

　……やっと本題を切り出すことができた。

　そもそもこうして食事に誘さそったのは、もちろん彼女を口説こうというわけではない。彼女なら東雲と会うための手助けをしてくれるかもしれないと思ったからだ。

　月夜さんは「う～ん」と少し考える素そ振ぶりを見せ、

「ギリギリ合格点ですかね」

　ニヤリ、と笑った。

　……本人は否定したが、やっぱりこの二人、似たもの同士だと思う。

「ありがとうございますっ！　なら、今からでもさっそく……」

「それは無理な相談ですわ……結論から言ってしまえばササラと会うことは不可能です。……それはわたくしとて例外ではありません」

「……どういうことですか？」

「実はササラ、十日前からずっと学校を休んでいるのですよ。ですから、学校の前を張り込んでいたあなたの苦労は徒労であったといえます」

「え……」

　たしかに、おかしいとは思っていた。

　東雲の金色の髪かみとスラッとしたモデルみたいな体たい躯くは問答無用で人目を惹ひく。

　たとえ一日一時間という時間制限を設けていようとも、一週間近くも学校の前に張り込んでいればとっくに見つかる頃ころ合あいだろう。

「それは……一体どういう……」

「そうですね。本人には止められているのですが話しておくべきでしょう。わたくしたちが心ここ美みを迎むかえに行った、あのときのことを……」
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　月夜さんの話をまとめるとこうだ。

　てっきり俺はその場から抜けだすための口実だと思っていたのだが、東雲たちが心美さんを迎えに行ったのはどうやら本当のことだったらしい。

　しかし、カラオケボックスから出たとたん予想外の事態が起こる。

　東雲の体調が急変したのだ。

　もともと男に対する耐たい性せいが病的にない東雲は建物の外に出た瞬しゆん間かん、緊きん張ちようの糸が切れたようにその場に倒たおれ込む。そこで、月夜さんはすぐさまタクシーを捕まえ彼女を実家まで送ったというのだ。

　と、ここで終われば良かったのだがいかんせん事態が大事になりすぎた。東雲が男と会っていたという事実が彼女の父親の耳に入り逆げき鱗りんに触れる。結果、東雲は自宅に監かん禁きんされ、外に出ることができなくなったというのだ。

「なんというか色々おかしくないですか？　……そもそも男と会っていただけで監禁なんて……正気の沙さ汰たとは思えない」

「あの子の家は色々と複雑な家庭事情ですから。そもそも、男の子と喋しやべるにも父親の許可がいるらしいですよ」

「どんな父親だよ!?」

「法務大臣です」

「……へ？」

「ササラの父親は東雲源げん三ぞう現法務大臣ですわ」

「…………」

　開いた口が塞ふさがらなかった。

　そうか……東雲ってどっかで聞いたことある名前だと思っていたら……。テレビのニュースの中だったか……恐おそるべし白雪女学園。

　俺たちとは住む世界が違い過ぎる。

「ですから、覚悟しておいてくださいね。これからあの子に会いに行くということはある意味、日本政府を敵に回すということでもあります。下手したら社会的に抹まつ消しようされてしまいますよ？」

　心底楽しそうに月夜さんは笑う。

「……はははっ」

　とても面白い冗談だと思った。

「どうしますか、ササラと会うの諦めますか？」

「まさか」

　自分でもビックリするくらい即そく断だんできた。

　そりゃそうだ。

　ここまで来ておいて引くわけにはいかないし……なにより、たとえそれが複雑な家庭の事情とは言え、理り不ふ尽じんな目に合わされている東雲を放っておくことはできなかったから。

「あらあら、やはり龍騎さまは面白い方ですね。ササラが目をかけるのも、少しだけわかった気がします」

「ありがとうございます。……それで、東雲と会うにはどうしたらいいんですか？」

　こうなってしまった以上、月夜さんの協力なしで東雲と会うのは不可能だ。

　そもそも俺は彼女の住所どころか携帯番号すら知らないのだから……。

「わたくしたちだけでは難しいでしょうね。あの子の実家はウチの学校に匹ひつ敵てきするほど厳重に警備されていますから。……本気でササラと会うつもりがあるのなら他に協力者が必要です」

「協力者……ですか」

「わたくしの見立てではちょうど都合のよい人がいると思うんですけどね。ほらっ、あそこの後ろの席の方なんていかがでしょうか？」

　月夜さんに指摘され後ろを振ふり向むくと、どこかで見覚えのあるようなカップルがいた。

　一人はやたらとガタイのいい短たん髪ぱつの男で、もう一人はどっからどう見ても女の子にしか見えない……男であった。

　カップルじゃなかった!?

　そこにいたのはメガネや帽ぼう子しなどで軽く変装を施ほどこした陽平＆日向であった。

「何やってんだお前ら!?」

　立ち上がり、怒ど鳴なるように問いただす。

「ぅー、見つかっちゃった……」

「すまない。……ここんとこお前、様子がおかしかったもんだから……悪いが尾び行こうさせてもらった」

「尾行ってまさか……」

「ふふっ。日向さまは、わたくしの知る限りずっ～と、龍騎さまを付けていましたよ。なにやら面白そうでしたので黙だまっていましたが……」

　うわぁ……マジでか……。

　と、驚くのも束つかの間ま。

　陽平はピンと背筋を伸のばし畏かしこまった口調で、




「月夜さん!!　先日は大変失礼しましたっ！　お詫わびと言ってはなんですが、男、成なり宮みや陽平、その作戦に全力を尽つくさせて頂きます！」




　頭を下げた状態で月夜さんに向かって右みぎ腕うでを差し出した。

「…………」

　そうか……陽平……。

　お前は……一歩、前に踏み出したんだな。

　驚いたぞ。自分から月夜さんに対してアプローチを掛かけに行くとはな……。

　ちょっと前まではあれだけ女の子に対して苦手意識を持っていた癖くせに……見上げた成長である。

　なんだかダシにされている気がしないでもないが、これは俺にとっても嬉うれしい話だ。

　陽平が協力してくれるなら心強い。

　しかし、月夜さんは清すが々すがしいまでのガン無視で、

「日向さま。今日も一段と可愛らしいですね。メガネ姿も素す敵てきです。頭、撫なでさせてもらってもよろしいですか？」

　日向の方を見てはぁはぁ言っていた。

「ぅー、りゅうき。助けて……」

　日向はまるで化物でも見たかのような様子で、俺の腕うでにぴったりとくっつく。

「ハハッ……」

　こうして、まあなんだかんだで日向を丸めこむことにも成功し、協力者の問題は解決したのだった。





☆　☆　☆






「というか、尾行するのはいいんだけどさ、俺が警備員に殴られているとき、もしかしてあいつらは見て見ぬフリを……」

「うふふっ。龍騎さま、それ以上は考えたら負けですよ？」







第九話　決戦のとき







　翌日。

　俺、陽よう平へい、日向ひなたの三人は月つく夜よさんに呼び出され東しの雲のめと初めてデートした思い出の場所――川かわ崎さき駅のコーヒーショップにやってきた。

「うわぁ……コーヒー一いつ杯ぱい九八〇円ってどういうことだよ」

「世紀末価格だな……」

「ハー●ンダッツのアイス三個も買えちゃうね」

「どーする、なに頼たのむ？」

「オレは水でいいや」「りゅうきと同じので」

「すみません、水三つください」

「えっ!?」

　エプロンに研修生バッチをつけたアルバイトのお姉さんはものすごく嫌いやそうな顔をしていたが、日向の顔を見た瞬間、ポッと照れたような表情を浮うかべ快く水をくれた。

　俺たちは適当に雑談を交えながらちょうど良さげな角のテーブル席に腰を下ろす。

「月夜さんから連絡はあったか？」

「ああ。もう駅にはついたってさ」

　昨日、俺はいつでも連絡を取れるようにと月夜さんにメールアドレスを教えてもらった。女の子のアドレスが携けい帯たいに入るのはすげー嬉しいのだが……月夜さんが教えてくれたアドレスはいわゆる無料で取得できる捨てアドというやつだった。残念だね。




「この戦いが終わったら……オレ、月夜さんに告白するんだ」




「それは止めた方がいい」

　陽平が真しん剣けんな雰ふん囲い気きで死亡フラグみたいな台詞せりふを吐はくもんだから全力でそれを阻そ止しする。

「止めてくれるなリューキっ！　たしかに、月夜さんは最初にオレがイメージしていた女の子とは違った。けどな、愛は理り屈くつじゃ語れねーんだ！　オレは月夜さんが好きだ。自分の気持ちに嘘うそはつけねえ！」

「……そうじゃなくて可能性が０％だからやめておいた方がいい」

「あ、うん。デスヨネー」

　少し強く言い過ぎたかな？

　現実的なアドバイスをすると陽平はかなり凹へこんでいた。

「というか、告白すべきなのは陽平じゃなくて日向だろ？　お前はあの子のことをどう思っているんだ？　容姿だけなら文句の付けどころのない子だと思うけど……」

　前々から疑問に思っていたこと――否、星せい光こう学がく園えんの生徒なら誰だれもが気になる最大の謎なぞ。日向はそもそも女の子に興味はあるのか？

　この問題にはそろそろ誰かが何かを言わなきゃならない時期だと思っていたんだ……。

　突とつ然ぜんの問いかけに日向は冷水をかけられたような顔で、

「あの人のことは苦手というか……よく分からないというか……正直、付き合うとかそういう風には考えられないかな……」

「ふぅ、それを聞いて安心したぞヒナ。お前がもし月夜さん狙ねらいだったら、たとえ親友と言えど容よう赦しやはしねえ！　全力で叩たたき潰してやるところだったぜ」

「あはは……」

　日向は苦く笑しようしたのち、




「もし付き合うなら……りゅうきみたいに一いつ緒しよにいて安心できる人がいいなぁ」




　なんかとんでもないことを言い出した。

　ゑ。

　それって冗談……冗談だよな!?

　もしかして日向ってやっぱそっちの趣しゆ味みだったり……？

　ありえないくらいに顔が熱くなっているのが分かる。

　な、なに満まん更ざらでもないみたいな感じになっているんだ俺!?

　目を覚ませ！　やつは男だ！

　チラリと日向を盗ぬすみ見る。と、俺に負けない勢いで頬ほおを赤くして俯うつむいていた。

　この空気……どうしよう。




「うふふ。楽しそうなお話をしていますね。わたくしも混ぜてもらえませんか？」




　声のする方に目をやる。

　……一瞬、本気で誰だか分からなかった。

　そこにいたのは、いつもと違い、着物を着ていない、白しら雪ゆき女じよ学がく園えんの制服に身を包つつんだ月夜さんであった。




「まさかこんな身近なところにライバルがいたなんて……存在を抹消しなければ……どんな手を使ってでも……殺」




「…………」

　ちょっと待て。

　なんだか今……とても恐ろしい発言が聞こえた気がするぞ。

「月夜さん!!　そそそそ、その格好はどうしたんですか!?」

「…………」

　ハイテンションで質問をする陽平に対し、無言を貫つらぬく月夜さん。

「月夜さん、今日は着物を着ていないんですね」

「はい。いつもの格好ではなにかと動きづらいもので……どうです？　変ではないでしょうか？」

　不安そうな眼まな差ざしを向ける月夜さんに不覚にもドキドキしてしまう。

「へへへ、変とか!!　そんなことないっすから！　死ぬほど可愛かわいいっすから!!」

「…………」

　昨日から気になっていたのだが月夜さんは全くと言っていいほど陽平と目を合わせようとしていない。まるで空気扱あつかいである。

「月夜さん、制服姿もすげー似合っていますね」

「ありがとうございます。龍りゆう騎きさまにそう言っていただけると、おせじでも嬉しいですわ」

　着物のときの月夜さんも古き良きヤマトナデシコな雰囲気が可愛かったが、制服姿の彼かの女じよには一点。どうしても抗あらがいがたい魅み力りよくがあった。

　胸。

　胸である。

　どこかで聞いたことがある。胸の大きな人が着物を着るとき、和装ブラという特とく殊しゆな下着を使い、あえて胸を目立たなくさせるんだとか。なんでも和服ってのは胸が小さい方が奇き麗れいに着こなせるらしい。

　つまり現在。前述した、おっぱい拘こう束そく具を解除した月夜さんは――彼女が持つ本来の乳ち房ぶさを惜おしげもなく晒さらしている状態であった。

　東雲の胸をお上品なハー●ンダッツにたとえるなら、月夜さんの胸はスー●ーカップである。あーっと驚く超ちようバニラ!!
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　その見事なまでの峡きよう谷こくはすぐさま俺の脳内世界遺産に登録された。

「あんまりジロジロと見ないで頂けますか？　その、流石さすがに恥はずかしいですから……」

「す、すみません!!」

　とはいえ責めないでもらいたい。ジッと目を凝こらすとブラウスの隙すき間まから黒い下着が透すけて見えるのが分かる。

　発展途と上じよう国こくのストリートチルドレン並みに性に対して飢うえている男子校生にとって、月夜さんのおっぱいは目から摂せつ取しゆする栄養であった。

「ぅー、りゅうきのえっちぃ……」

　なにやら悔くやしそうに自分の胸をマジマジと見つめる日向。

　こらこら、寄せて上げてもお前に胸はないからな。




「リューキのバカアアアアア！　このエロゲ主人公めええええええ！」




「ごばぁ!?」

　なぜか陽平に殴られた。本気で殴られた。

　お前は主人公がエッチなハプニングに遭そう遇ぐうするたびに暴力を振るう世話焼き幼おさな馴な染じみかっつーの!!

　なまじ男の腕わん力りよくを持つ分、その威い力りよくはシャレになっていなかった……。

　どうしてこんな目に……。







「女装をしましょう」

　一通り雑談が終わると、月夜さんがニコニコしながら訳の分からないことを言い出した。

「……それは、どうしてですか？」

「決まっています。龍騎さまはこれから自分がどこに行くか存じておりませんの？」

「東雲の家ですよね？」

「その通りです。彼女の家の敷しき地ち内ないにはありとあらゆる仕掛けがあり、男性は近づくことができません。ササラが男性に対して興味を持たないよう、父親が徹てつ底ていしていますからね」

「…………」

　なるほど。

　そんな環かん境きようで育てられれば東雲が男嫌いになるのも必然と言える。

「でも、そんないきなり女装とか言われても無理ですよ。ボクたち何も準備とかしていませんし……」

　一番準備とか必要なさそうな日向が疑問の声を上げる。

「でしたら心配ないですわ」

　月夜さんがパチンと指を鳴らし合図を送ると、次の瞬間。

　タッタタッタ。

　どこからともなく颯さつ爽そうと現れる怖こわいお兄さんたち。

　え……だれ、この人たち……。

　ちょっとそこの人、どうして小指ないの？　ねえ？

「お嬢じよう様さま……例の物をお持ちしました」

「……御ご苦く労ろう。下がっていいわ」

「ハッ」

「…………」

　一連のやり取りにドン引きする俺たち。

　ケースの中に白い粉が入っていようが全く驚かないような展開である。

「この中には白雪女学園の制服にカツラ・化け粧しよう道具・女性用下着に至るまで必要なアイテムが全て入っていますわ。作戦は単純です。わたくしたちはササラの同級生を装よそおって、彼女の家に侵しん入にゆう。隙すきを見て監かん視しの目を掻かい潜くぐりササラの部屋を目指すというものです」

「それは分かりましたけど……この女装アイテム、二人分しかないみたいですよ？」

「？　ここにいる殿との方がたは、日向さまと龍騎さまの二人でしょう？」

「オレ、オレ！　オレがいますよ月夜さん！」

　懸けん命めいに存在をアピールするも陽平は未いまだに空気扱いされている様子。

　この人、えげつねぇ……。

「ではでは、さっそく作業に取とり掛かりましょうか。善は急げです。はぁ……はぁ……」

「ぅー、りゅうきぃ……」

「…………」

　本当は女装する必要なんてなく、単に女装した日向を見たいだけなんじゃないの？

　と、そんな疑問を抱いだかずにはいられなかった。





☆　☆　☆






　結局、陽平の分の女装グッズは本当に用意されていなかったので、仕方なくブッ●オフ（川崎のブッ●オフは古着を取り扱っている）で見つくろった女性服を買い、カツラに関しては東急ハ●ズで売っていたパーティーグッズで代用した。

　化粧道具に関してはなぜか日向が自前のを持っていたので（これに関してはもはやツッコまない）なんとかそれらしく体てい裁さいを整えることができた。




　こうして、俺たち三人は女の子になった。




「この格好。へ、変じゃないかな？」

「いや……なんというかもうお前はさ……自分の可愛さ知ってて言ってるだろ。はいはい、可愛い可愛い。世界一可愛いよ！　もうっ」

「やばい。オレも……変な性せい癖へきに目覚めそうだわ……。男の娘ことかにハマる人の気持ちが今なら少しだけ分かる気がする……」

　俺たちはコーヒーショップに集まり互たがいの女装姿を品評する。




　まずは俺。これが意外なことに結構ハマっていた。

　てか、ぶっちゃけ可愛い。鏡の中の自分と付き合いたいレベル。

　嘘……これが本当にあたいなの？

　と、魔ま法ほうのドレスを着た田舎いなか娘むすめになった気分である。




　次に陽平。努力は認めるけど……といった感じである。

　目元や唇くちびるなどに施した日向の化粧は完かん璧ぺきであったが、そもそも筋肉隆りゆう々りゆうのこいつが女装とか最初から無理があった気がするし、服のセンスが完全におばさんのそれである。ＴＶに出てくるオカマタレントでこういう人がいそう。

　スネ毛処理の代だい償しようか、ところどころに流血箇か所しよがあるのが痛々しい。




　最後に日向。パーフェクト。以上。




「良いですね～。お二人とも、お似合いですよ」

「あのう、月夜さん……オレはどうっすかね？」

「日向さまが可愛いのは当然として龍騎さまは意外でしたね。不覚にもこれならアリかもと思ってしまいました。もう一生その姿でいたほうがいいんじゃないでしょうか？」

「そ、そんなにですか？」

　家族を含ふくめ、女性に褒ほめられるという経験をこれまで全くしてこなかった俺にとって月夜さんの言葉はこの上なく嬉しいものであった。

　いっそのこと月夜さんの言う通り、ずっとこの格好のままでいるのもアリかもしれない。最初の内は慣れないスカートと、女性用ショーツのハードな締しめ付つけに違い和わ感かんを覚えていたが、今ではそれが気持ちよくすらある。

　この、なんともいえない圧あつ迫ぱく感……ちょっと病やみつき。

「そうだな。リューキもヒナもずっとその格好でいてくれよ！」

「ど、どうしようかな……」

「リューキ。ちょっといいか？」

「ん？」

「……後でこっそりスカートの中を見せてくれ。一生のお願いだ」

「…………」

　親友の極きわめて不快で性的な視線のおかげで、どうにか俺は道を外さずに済んだ。

　後になって考えてみると、このときの陽平の一言には言葉では言い表せないほどの恩を感じている。





☆　☆　☆






　女の子になった俺たち三人＆月夜さんは、コワモテのお兄さんが運転をする車に乗り込み、東雲の家を目指した。

　車内は軽く「ドッジボールできるんじゃない？」ってレベルに広く、安物の車にありがちな揺ゆれもなく非常に快適であった。

「お嬢様、到とう着ちやくいたしました」

「ご苦労さま」

　乗車後、二十分くらい経たっただろうか。目的地に到着したようだ。

　やたらと長い黒くろ塗ぬりの車から降りると――




　そこにあったのはお城であった。




　否、城という表現はさすがに誇こ張ちようしすぎたかもしれない。しかし、単に豪ごう邸ていと表現するにはその建物はあまりに雄ゆう大だいであった。

　超ちよう豪ごう邸てい。

　あえて表現するならそんな感じ。

　小学校の校庭よりも広そうな敷しき地ち。ところどころに彫ちよう刻こくを施した四階建ての洋風の建物。周囲は背の高い塀へいで覆おおわれており巨きよ大だいな門の前には四人のスーツ＆サングラスの男が石像の如く仁に王おう立ちしていた。

「……ボクの家のマンションより百倍くらい広そうなんだけど……」

「オレん家の庭より三百倍は広いな」

「わたくしの家の半分くらいの敷地ですかね」

　俺おれ以外の二人も初めて見る東雲宅に驚きよう愕がくしている様子。

　月夜さんの家はどんだけ広いんだよ。

「この建物ってそもそも俺たちの税金から出ているんだよな……複雑だ……」

「そんなことはありませんわ。いくら大臣とは言え給料なんてタカが知れてますもの」

「え、じゃあどうやって？」

「わたくしも詳くわしくは存じませんが、ササラの母親が稼かせいだお金が大半を占しめているのだと思います」

「東雲の母親ってなにをやっている人なんだ？」

「たしか、イギリスで女優をやっているそうですよ」

「……もうやだこの家」

　ウチの父親なんてブラック企き業ぎようの契けい約やく社員……ダメだ。

　これ以上考えるのはよそう。

「車の中で話した作戦の内容は覚えていますね？」

「はい」「ああ」「…………うん」

「それではミッションスタートです♪」







「ごめんください。わたくし白雪女学園から来ました七なな海み月夜と申します。学校から東雲さん宛あてのプリントを預かっていますので届けに参りました」

　月夜さんが用意した作戦は至し極ごくシンプルなものであった。

　東雲家は父親が課した制約上、基本的には男の出入りを禁止している。

　そのため警備のほとんどは入口付近に集中しているらしい。

　つまり――ここに最大戦力を注ぎ込み突とつ破ぱする。

　果たしてそんな簡単に事が上う手まく運ぶのだろうか？

　という疑問はあるが今さら躊躇ためらっても仕方がない。

「七海様でしたか。いつもありがとうございます。……で、そちらの方々は？」

　門番の一人が怪け訝げんな視線を俺たちに向ける。

「クラスメイトですわ。ササラのことが心配で付いて来てくれましたの」

「ほほう、お美しいお嬢様方だ…………ん？」

　門番の視線はやたらとガタイのいい陽平のところで止まる。

「失礼ですが……あなたは？」

「ええと、オレ……いや、アタイの名前は成なり宮みやヨーコ。十六歳ッ☆　月夜たちと同じ白雪女学園の生徒なんです～、キャピッ♥♥」

「…………」

　裏声でなんとか誤ご魔ま化かそうとする陽平であったが、いろいろと無理がありすぎた。そもそも一人だけ制服じゃないし、身長だって一八〇センチもあるし、髪の毛けの色がピンクだし……。一いち人にん称しようがアタイだし……。

「……知らない人ですわ。こちらもずっとつけられて迷めい惑わくしていましたの」

「えぇ!?　ちょ、酷ひどいっすよ月夜さん！」

「あなた、なぜわたくしの名前を!?　このストーカー!!　だれか、この気持ちの悪い女装趣味の変態男をひっ捕とらえてください！」

「「ハッ」」

「うおおおおおおおおおおおおおお、はなせえええええええええええッ」

　陽平は二人の門番に持ち上げられて、近くに建てられた小屋の中へと連れられてしまった。




「バ、バカ野や郎ろう！　そんなところ触さわったらお前……アッ――――!!」




　小屋の中からとてつもなく不ふ吉きつな悲鳴が聞こえた。

　陽平の霊れい圧あつが……消えた……!?

　クッ、お前の犠ぎ牲せいは無む駄だにしない。

「ふふっ、バカとなんとかは使いようですわね……これで門番を二人、削けずることができましたわ」

　黒い笑えみを浮かべる月夜さん。

　この人だけは絶対に敵に回しちゃいけないな。それだけは肝きもに銘めいじておこう。

「……お見苦しい所を見せて申し訳ありません。では、プリントだけ受け取っておきましょう。あとで担当の者に届けさせます故ゆえ」

「ササラに直接渡わたすことはできないんですか？」

「はい。旦だん那な様さまの言いつけでして……現在、お嬢じよう様は許可なく友人と会うことを禁じられております」

「…………」

　つまり月夜さんの力があってもこれ以上先に進むことはできないらしい。

「日向さま……それでは例の作戦を……」

「ぇ、でも……」

「恥はずかしいのは分かりますが我が慢まんしてください。これも、龍騎さまのためです」

「……りゅうきのため…………うん、分かった」

　と、日向は覚かく悟ごを決めたのかリンゴみたいに頬を染めて、




「キャッ――――!!　虫よ～～～ッッ！」




　声こわ高だかに叫さけんだ。

「ど、どうなされましたか!?」

　陽平の裏声なんかとはわけが違ちがう、ナチュラルな女声として発せられた日向の悲鳴は瞬またたく間に門番たちを狼ろう狽ばいさせる。

「虫がぁ……虫がスカートの中にぃ……」

「え、えぇ……!?」

　その場にいた誰もが日向の下半身に視線を集中させる。

　だって。

　それもそのはず――。

　日向は制服のスカートをたくし上げ、可愛らしいピンクのショーツを露あらわにしていたのだから――。

「お、お嬢さん……いけません。そんなはしたない格好をされましては……」

　言いつつも、門番たちの視線は日向のパンツに釘くぎ付づけである。

「ああんッ。虫が……パンツの中に入っちゃったよぉ……。お願いします……誰か、誰か取ってください……」

　ここで門番の人たちを責めては可か哀わいそうだろう。

　日向の可愛さは絶対にして無二のものである。

　男として生まれた以上、日向の可愛さに抗うことなど天に浮かぶ雲を掴つかむより不可能なことであるのだ。

「……ずきゅ～～～～ん……頬に羞しゆう恥ちの色を滲にじませながら、スカートを捲まくり上あげる日向キュン萌もえですぅ……」

　前言撤てつ回かい。

　女であってもその可愛さには敵かなわないらしい。

「って、龍騎さままで見み惚とれてどうするんですか！」

「……ハッ、しまった」

　このまま永遠に日向のパンツを拝んでいたい気持ちはあったが、俺にはやらなくてはならないことがあるのだ。

　もう一度東雲に会うこと。

　会ってこのモヤモヤした気持ちがなんなのかを確かめること。

　みんなの善意を、頑がん張ばりを、無駄にしないため。なんとしても成なし遂とげなくてはならない。

「龍騎さま……今だからこそ言えるのですけどね」

　表情に影かげを落としポツリと呟つぶやく月夜さん。

「あの日、ササラは龍騎さまと再会するのを誰よりも楽しみにしていましたわ。そして自分のせいでこれを台無しにしてしまったことに酷く責任を感じていました。車の中であの子は『会わせる顔がない』としきりにボヤいていましたの。だからもし、あの子に会えましたら、まず最初に励はげましの言葉をかけて欲ほしいのです。……あの子の友達として、理解者としてわたくしからお願いします」

「なっ、そんな。頭とか下げないでいいですから！　むしろ感謝するのはこっちですよ！」




「ふふっ、では行って下さいまし……。囚とらわれの姫ひめを救う騎士ナイトさま」




　パチリと挑ちよう発はつ的てきなウィンクをひとつ、月夜さんは言った。

　まったく、調子狂くるうよな……。

　俺はそんな立派な男じゃない。

　女の子に騙だまされるわ、ゲロを吐くわ、ストーカーするわのダメ人間である。

　フィクションの世界で言えば良くてモブキャラ。

　最悪、主要人物たちの当て馬に使われる勘かん違ちがい系のキモ男である。

　とても主人公になれるような器うつわじゃない。

　けどさ。

　これはどんな人間にも言えることだけど――。

　この世界はある意味、「俺」が一人称のライトノベルの世界であるとも言える。

　そりゃあ現実はフィクションの世界と違って面めん倒どうなことが山ほどあるし、行き着く先がハッピーエンドであるとは限らない。

　でもさ、こういう時くらいは信じてみようと思う。

　もしかしたら俺の中にもあるかもしれないだろ？

　どんな逆境にも１００％打ち勝てる――主人公補正ってやつがさ。

　俺は門番たちに気づかれぬよう、音を立てずにゆっくりと門をくぐると、全速力で東雲の部屋を目指した。





☆　☆　☆






　月夜さんの言った通り警備が厳重なのは入口付近だけで一度敷しき地ちの中に入ってしまうと、屋敷への侵入は容易であった。

　途と中ちゆう、何度かメイド服を着た女性に遭遇し、目と目が合うも、彼女たちはあろうことか俺を見て、「ごきげんよう」と、挨あい拶さつをしてくれた。

　まさか侵しん入にゆう者しやが堂々と女装をし、乗り込んでくるとは夢にも思ってないんだろうな。

　東雲の部屋は四階の角にあるらしい。

　このまま行けば案外なんの障害もなく東雲の部屋まで辿たどりつけそうである。

　が。

「……え？」

　屋敷の中に侵入し、三階から四階にかけての階段を登りきったときである。肩かたから背中のあたりにかけて鋭するどい痛みが走った。一いつ瞬しゆん、自分の身になにが起きたのか本気で分からなかった。

「――――ッ」

　冷たい、針のような物体が俺の体に刺ささっているようだった。おそるおそる手を伸のばし、それを抜き取ってみる。




　ダーツ針であった。




　……。

　…………。

　意味が分からない。

　どうしてこんなもんが俺の体に？

「ウッ!?」

　再び飛んでくるダーツ針。

　今度のそれは明らかに命を狙いに来たものだと分かる。

　投とう擲てきされたのは三本のダーツ針。

　咄とつ嗟さに腕うででガードしたため致ち命めい傷しようには至らなかったものの、電気が走ったような激痛と共と、バサリと音を立て被かぶっていたカツラが地面に落ちた。




「男？　どうして男が屋敷の中に？」




　誰もいなかったはずの渡り廊ろう下かに一人の美少女が立っていた。

　メイド。

　メイドである。

　身長は大体一四〇センチくらいだろうか。

　少女のあどけなさを残すものの、恐おそろしく均整のとれた顔立ち。快活な印象を抱かせるブロンドカラーのツインテール。

　年ねん齢れいは俺たちより若い、中学生くらいなのは明らかだが……胸の発達が著いちじるしく、そこがまたなんとも言えぬアンバランスな魅力を醸かもし出していた。

「クッ……どうしてこんなことを……？」

　聞きたいことは山ほどあったが、最初に出たのはこんな言葉であった。

「愚おろかな質問ですね侵入者さん。この屋敷の四階は東雲家の血を引く者と、メイド長であるわたし、奈な多た出で心ここ美みしか出入りできないのですよ。あなたが誰であれ関係ありません。この階段を上った瞬しゆん間かんから攻こう撃げき対象です」

　心美ってまさか……この子が合コンに参加するはずの第三の女子メンバーだったのか。

「次は心美が質問する番ですね侵入者さん。ズバリ、あなたの目的は？」

「……東雲に会うためだ」

「お嬢様に？　会ってどうするのですか？」

「確かめたいことがある」

　言うと、チビっ子メイドは眉まゆをひそめた。

　見るからに「納なつ得とくいかない」といった表情だ。

　大方、俺のことをどっかの政治スパイかなにかと思っているのだろう。

「次は俺が質問する番だ。……この、ダーツの針はなんだ……？」

　我ながらシリアスな雰囲気ぶち壊こわしの間ま抜ぬけな質問だと思った。

「愚かな質問ですね。侵入者さん。心美はメイドですよ？　今時のメイドが暗殺技術の一つや二つを体得しているのは当然のことでしょう？」

「………生あい憎にくと最近のメイド業界の事情には疎うとくてな」

　奈多出心美。

　恐ろしいやつである。

　メイドでロリでツインテールで巨乳って……いくらなんでもそれは欲張りすぎじゃないのか？　属性は多ければいいってもんじゃねーぞ！

「あ……れ……」

　と、ツッコミを入れる間もなく俺の体に異変が起こった。

　腹の辺りから全身の力が抜ぬけて行くのが分かる。

　なんだこれ。なんだこれ。なんだこれ。

　やがて、グラリと視界が暗転したかと思うと、平へい衡こう感覚を保てなくなり、がっくりと膝ひざをついた。

「ふふっ、頑がん丈じような人ですね。ようやく毒が回ってきましたか」

「……毒ってお前……まさか……」

「ええ、もちろんダーツ針に塗ぬっておいたものです。……ですが、安心してください。命を取る類たぐいのものではありません。ただの――速そつ効こう性の麻ま酔すい薬やくです」
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「…………」

　言われてみると――さっきから体に力が入らないのはそのせいか。

「悪く思わないでくださいね。旦那様が留守の間、何なん人ぴとたりともこのフロアに足を踏ふみ入いれさせるなという御ご命めい令れいなのです。あなたも噂うわさを聞きつけて来たのでしょう、この屋敷には国家機密級の文書が山のように眠ねむっていますからね。……あ、ちなみに麻酔薬を使用したのは、後々に侵入者さんを拷ごう問もんにかけ、尋じん問もんするためのもので、『殺したくないから』という後ろ向きな理由ではありません。たぶん殺します。六十％くらいの確率で殺します」

「…………」

　なんてこった……どうやら俺は六十％の確率で殺されちまうらしい。流石さすがに命までは取らないだろうと思っていたんだがな……。

　この国は……大だい丈じよう夫ぶだろうか。

「……死ねるかよ」

　足に力を入れ、立ち上がろうとする――が。

「カハッ」

　全身に回った毒のせいか、バランスを崩くずし転倒する。

「ぐッ……」

「大人しくしていた方が身のためですよ。下手に動くと、一生後遺症に苦しむことになります。死ぬ確率が上がるだけですよ」




「うるせえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」




　麻酔薬？　そんなもん知ったことか。

　俺は……どうしてもアイツに言ってやらなきゃならないことがあるんだ。




「東雲に会うまで死ねるかよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」




「……え？」

　悲鳴をあげる全身に鞭むちを打ち、どうにかこうにか立ち上がる。

　脳が蒸し焼きにされるような、激しいめまいに襲われる。

　今にも意識を持って行かれそうだが――

　今度はしっかりとバランスを保ち、安定した姿勢を取ることができた。

「……嘘うそ？　そんな……どうして……？　立ち上がれるはずない。立ち上がれるはずないのに……」

「そこを通してもらう」

　一歩。また一歩と、心美の元に歩み寄る。

　未だに俺の体が動くことが、彼女にとってよほど想定外であったらしい。心美の顔色に焦あせりの色が滲む。

「なら、これでどうですッ！」

　どこからともなく投げられるダーツ針。

　足元に狙ねらいを定めたそれは五本中五本、俺の体に的中する。

「グッ」

　痛い。とてつもなく痛い。

　だが痛いだけだ。我慢できる。そんなんじゃ俺は止められない。

「……そんな、どうして……。どうしてまだ立っていられるの？　ショック死してもおかしくない毒の量ですよ……」




「積み重ねてきた覚悟が違うんだよ」




「……え？」

「俺はここに来るために――東雲に会うために、たくさんの人に協力してもらい、迷惑をかけてきた。全すべては俺の身勝手なワガママだ。

　けどな、だからこそここで止まるわけにはいかねーんだ。会って、この気持ちを伝えるまで俺は止まらない！」

　本当はもうとっくに自分でも気付いていた。

　東雲に対する、このモヤモヤした気持ちがなんなのか。

　けれど、気づいたところでそれを伝える手段が絶たれている。

　だからこそ……想おもいは行き場を失い空回りしていたんだと思う。




　東雲のことが好きだった。




　初めて会ったあの日からずっと。

　恋れん愛あいドラマやゲームみたいなドラマチックな理由があった訳ではないし、惚れたきっかけが容姿によるところが大きいのも否定できない。

　今思えば俺が東雲のことを好きになった理由は……シンプル極まりないものだった。

　あの日……東雲は絶望の淵に突き落とされた俺に救いの手を差し伸べてくれた。

　だから俺は……アイツのことを好きになった。

　思い返してみれば、本当にそれだけの理由である。

　けどさ。

　現実世界における人を好きになる理由なんて……単純に容姿がタイプだったり、趣しゆ味みが合ったり、落とした消しゴムを拾ってくれたことだったり……その程度のことで十分なんだと思う。

　そんな他人から見たらどうでも良い理由でも……人は簡単に恋に落ちてしまえる。

　でも、それでいいじゃないか。

　だってさ、大切なのはその先……誰だれかを好きになった後のことなのだから。

「どうする？　殺してでも止めてみるか。――俺のことを」

「ひぃ!?」

　凄みを利かせて言うと、心美はへにゃりと尻しり餅もちをついてその場から動かなくなった。

　……さあ、後は東雲に会うだけだ。

　会ってこの気持ちを伝えるだけだ。

　待ってろよ東雲。







　暫しばらく廊下をまっすぐ進むと、やがてそれらしき部屋が見つかった。大きな木製の扉とびらの上にはローマ字で東雲の名前が彫られたネームプレートがかけられている。

　この中に……東雲が……。

　スゥ～っと深呼吸を一回。扉を叩たたいてみる。

「東雲、いるか？」

「………………誰？」

　やや遅おくれて返事が返ってきた。

　どこか懐なつかしい、待ち焦こがれていた彼かの女じよの声を聞き、目から涙なみだが溢れ出る。

「俺だ……黒くろ須す龍騎だ！」




「……はぁ？」




　特大のクエッションマークが浮かんだであろう東雲を想像し、思わず顔がニヤけてしまう。そうだよな……突とつ然ぜんメールの受信を拒きよ否ひした男が家にやってくるんだもんな。

　意味分かんないよな。俺だって訳分かんないもん。

「ちょ、待ちなさい!?　どどど、どうしてあなたがウチにいるのよ!?」

「説明するから、ドアを開けてくれないか。お前の顔を見ながら話がしたいんだ」

「きもい」

「うん、知っている」

　強がりつつも「きもい」の三文字に計り知れないダメージを受けたことは内緒である。毒針なんかよりこっちの方がよっぽど痛い。

　と、次の瞬間。

　ゆっくりとドアが開き、おそるおそるといった様子で東雲が顔を出した。

　誰かが訪ねてくることなど思いも寄らなかったのだろう。東雲は思いっきり気の抜けた格好――水色のパジャマを着ていた。

　けど、どんな格好をしていようとも十日振ぶりに会う東雲は反則的に可愛かわいくて、月夜さんの言った「囚われのお姫ひめ様さま」って表現がぴったりハマっていた。
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「……あなた、その傷はどうしたのよ？」

「お前ん家は前衛的なメイドを雇やとっているんだな。ビックリしたよ」

「……心美の仕業ね」

　東雲はもどかしそうに頭を抱かかえ、

「とりあえず中に入りなさい。傷の手当をするわ」

「いや、いい」

「……いいってあなたね。自分が今どういう状態か分かってないんでしょ？　全身血だらけだし、女装は気持ち悪いし、二重の意味で痛々しいわよ」

「……そのかわり教えてくれ。どうしてお前は……あの日、カラオケを抜けだしたんだ？」

「…………」

　東雲は一瞬のフリーズの後、「ハンッ」と人をバカにした態度で笑う。

「そんなこと聞くためにわざわざこんなところまで来たんだ。バカみたい。メールに書いた通りよ、あなたたちと居てもつまらないから帰ったの。文句ある？」

「どうしてそんな嘘をつくんだよ！　……全部聞いたよ。こんなところで強がったって意味ねえだろ！」

「……そう、月夜から聞いたのね……余計な真ま似ねを……。ああ、そうよ。私はあのあと体調が悪くなって無様にも倒たおれてしまったの。笑っちゃうでしょ？　笑いたければ笑えばいいわ」

「……あははっ、アハハハハハッ」

「本当に笑うことないじゃない!?」

「……落ち込んでいるときにかけて欲しいのは同情の言葉なんかじゃない。笑って失敗を茶化すことだって教えてくれたのはお前だろ？」

　月夜さん……ごめんなさい。

　あなたとの約束、破ってしまいました。でもきっと、こいつに必要なのは励ましの言葉なんかじゃないんです。

「……生意気な」

「生意気で結構」

「……それで、用はそれだけ？　救急車と警察、どっちを先に呼ぼうか迷っているんだけど、あなたはどう思う？」




「好きだ」




「……え？」

「俺は東雲ササラのことが大好きだ」

「ななな、突然なにを言い出すのよ!?」

「本当、自分でもなんでこんなこと言っているのかよく分からないよ」

「……はぁ？」

「俺さ……実は、中学の時イジめられていたんだ……」

「…………」

「中学の時の俺はさ、いまよりもっと暗くて、本当にどうしようもないやつでさ。現実なんてくだらないって決めつけて、学校にも通わず、毎日のように家でゲームばかりしていたんだ」

「…………」

「でもさ。ある日、気付いちまったんだ。……フィクションの世界と現実世界は交わることがないんだなってさ。どんなにレベルを上げても現実の俺が強くなるわけじゃない。どんなに人々を救っても現実の俺がヒーローになれるわけじゃない。……そんなん当たり前って思うかもしれないけど、そんときの俺の世界は虚構の物語の中で完結していたからさ。こんな当たり前のことにも気付けなかった。

　それに気付いてからは必死に勉強したよ。高校デビューってやつ。中学での遅れを取り戻もどすのは不可能だったから、せめて高校三年間くらいはってことで、妹に土下座して、オシャレとコミュニケーションの取り方を教えてもらって。現実の世界は……そりゃあ上手くいかないことばかりだったけど、夢を見ずに割り切れば楽しいこともたくさんあった」

「……つまり何が言いたいの？　三行でまとめなさい」

「高校に入ってからの俺の目標は、人並みの彼女を作って、人並みの青春を謳おう歌かするってことだったんだ。けどさ、お前に出会っちまった。釣つり合いが取れてないってことくらい分かっている。でもさ、お前と会っちまったせいで俺はまた中学ん時みたいに途方もない、バカな夢を見るハメになっちまった。




　――だから責任取って俺と付き合え！」




「…………」

　さあ、言ってやった。言ってやったぞ。正直、望みが薄いことくらい分かっている。

　けどな、心の中のモヤモヤは消えうせた。後こう悔かいはしてねえ。長いこと喉のどに引っかかっていた魚の小骨が取れたような、清すが々すがしい気分である。

「二点ね」

「……え？」

「告白ってのはお互たがいの意志を通わせることで成り立つものだと思わない？　あなたのそれは一方的に自分の言いたいことを相手にぶつけているだけ。だから、告白の仕方としては合格点には程遠い。ついでに三行でまとまっていない」

「……ちなみにそれは何点満点中？」

「そうね、九九〇点満点かしら」

「ハハッ……」

　ＴＯＥＩＣ基準なんですね。

「あの……じゃあさ、一応その、返事を聞かせてもらってもいいかな？」

「え、どこを斜め読みすればさっきの会話から良い返事をもらえる要素があったのかしら？」

「…………」

「もちろん嫌いやに決まっているわ。あなたと付き合うくらいなら、その辺の野犬に初めてを捧げた方がマシだもの」

「あ、はい。ですよね」

「…………」

「…………」

　あれ……これで終わり？

　いや、そりゃあ二つ返事でオッケーがもらえる可能性が低いことくらい分かっていたけど、なんつーか、もっとドラマチックな展開が用意されていると思っていたんですけどね？

　そう思っていたのは俺おれだけですか？

　……。

　…………。

　おいいいいいいいいいい、主人公補正仕事しろよ!!

　さっきまではあんなに働いていたじゃないか!?

「……ところで、さっきからずっと気になっていたのだけど」

「は、はい!?　なんでしょうか？」

「なんだか、あなた。すごく臭におわない？」

「…………え」

　言われてみると確かに。

　これまで気付かなかったのが不思議なくらいである。

　興奮や激痛、薬の作用がごっちゃになって五感が鈍っていたのだろう。

　むせかえるほどの銀ぎん杏なん臭しゆう。

　意識してみると、それはもう酷い臭いであった。




「ふええええええんッ、大変ですうううううううううううう」




「……心美、どうしたのかしら？」

　と、なにやら慌てた様子でトテトテと、チビっ子メイドがやってきた。

「侵入者さんごめんなさい。さっきのアレ、麻酔薬だと思っていたのですけど、心美の勘違いでした。アレは奈多出家に伝わる秘伝の下剤でしたアアア。も～、心美のドジッ娘こさん。めっ」

「……はい？」

　おい。

　おい待て。

　なんだか凄く嫌な予感がする。

　まさかこいつ、ドジッ娘属性まで備えているとは……。

　おそるおそるスカートの中に手を入れる。




　ぬめっていた。




　現実から逃避するため防衛反応が働いたのか、体力が底を突いたのかは知らない。

　ハハッ、なんだこれ……。

　なんだこれ。なんだこれ。なんだこれ。

　緊きん張ちようの糸が切れたかのようにその場にバタリと倒れ込む。




　龍騎は目の前が真っ暗になった。





☆　☆　☆






　目を開けると、なんとも現実感のない光景だった。

　すごく、いい匂いがする。

　こういうの、天てん蓋がいベッドっていうのかな？

　どういうわけか知らないが俺は、映画とかアニメでお姫様が使っているようなカーテン付きのベッドで眠っていた。

「あ、目が覚めましたね！　侵入者さん！」

　寝起きの俺に第一声を浴びせてきたのは謎なぞのメイド忍者、奈多出心美であった。

「……心美か。ここはどこだ？」

「む～、侵入者さんに呼び捨てされるのはすごく不満ですが、まあいいでしょう。ここは御お嬢じよう様さまの部屋の中ですよ」

「…………」

　言われてみると、朧おぼろ気げながら見覚えがあった。

　この、部屋中いたるところに飾られたファンシーなぬいぐるみたち……。チラッと一度見ただけだが間ま違ちがいない、東雲の部屋である。

「て、ててててっててててててってててってててことはここは東雲のベッド!?」

「コラ！　侵入者さん！　どうしてそこで枕まくらをクンクンするですか!?」

「いや、だってこんなチャンスもう二度と巡ってこないかもしれないし。スーッ。ハー。スーッ。ハー」

「少しは悪びれてください!?　……はぁ～。清々しいまでの変態さんですね。まったく、御嬢様もこんな男のどこが良いんだか……」

　と、心美が何事か呟いたそのとき。重大な問題に気が付く。

　俺の服はどこいった？

　どういうわけか知らないが俺は白雪女学園の制服を着ておらず、白いＴシャツと半ズボン。トランクス一枚というラフな格好をしていた。

「あの～。俺の服はどこにいったんでしょうか？」

「侵入者さんが着ていた服でしたら、汚れていたので洗っておきましたよ。パンツの方はさすがに汚れが酷かったのでこちらで処分しておきましたが」

「……その、汚れって？」

「うんちです」

「…………」

　美少女の口から色々と問題ありすぎる台詞せりふが飛び出した。

「大変でしたよもう。侵入者さんが気絶してから、まずは服を全部脱がせまして、軽く傷を手当てした後、メイド数人がかりで風ふ呂ろ場に連れて行きまして、その……侵入者さんの大事なところを洗わせてもらいました」

「おうふっ!?」

　俺が寝ねている間にそんなことが!?

　男としていろいろ大事なものを失っちまった気がした。

「き、気にしちゃダメですよ！　男の価値はア、アソコの大きさなんかじゃ決まりませんからっ！」

「グバアッ」

　脳天を巨きよ大だいなハンマーで殴られたような二連撃。

　それは遠まわしに俺のアレについてディスっているのか……。

　もうヤダ。……お嫁に行けない。

「心美、着替えは終わったの？」

「あ、お嬢様。ちょうど今起きたとこみたいです」

「……そう」

　確かく認にんするや否いなや扉を開け、東雲が部屋の中に入ってきた。

　この状じよう況きようから察するに、どうやら俺の着替えが終わるまで外で待っていたらしい。

「…………」

「なによ」

「いや、さっきまでとは着ている服が違ちがうなーって思ってさ」

「～～～～っ！」

　東雲は先さき程ほどのパジャマ姿から一転。煌きらびやかなドレスを身に纏まとっていた。

「いいこと？　さっきのことは忘れなさい。さっきはただ、少し気を抜いていたと言うか……まさか人が来るとは思ってなかったから……。とにかく、こっちが私の部屋着だから！」

「…………」

　よほどパジャマ姿を見られたのが恥はずかしかったんだろうな。

　そんな結婚式に着ていくようなドレスを部屋着にしている人間いないだろ……とか、いろいろとツッコみたいことはあったが、照れている東雲が可愛かったので黙だまっておく。

「心美。私は彼かれと話したいことがあるから、席を外しなさい」

「はい、お嬢様」

　指示を受けるや否や颯さつ爽そうと退室する心美。

　その身のこなしは（あまり認めたくないが）暗殺技術を体得した者と呼ぶに相応ふさわしかった。

「さて、何から話そうかしら。……あなたが寝ている間、月夜と会ってきたわ。だいたい事情は分かった。随ずい分ぶんとまああの子に吹き込まれたみたいね」

「……吹き込む？」

「まず、私がパパに監かん禁きんされているとか真っ赤な嘘だから！」

「……え？」

「そりゃあパパは私が男と仲良くなることに反対で、家の中に男を入れないというのは事実よ。けど、監禁とか……そんなことされたら私、速攻でこの家出てくからね」

「でも、俺は一週間もお前の学校を張り込んだんだぞ！　それでもお前のことが見つけられなかった。おかしいじゃないか!?」

「……なに堂々と気持ち悪いこと言ってるのよ。私、放課後は生徒会の仕事があるから、普ふ通つうの生徒よりも下校時間が遅いし、だからじゃない？」

「……でも門番の人が言っていたぞ。現在、許可なく友人と会わせることができないとかって……」

「さあ、それは初耳だけど、月夜はよくウチに遊びに来るからね。あの子なら、門番と通じることくらい、わけないんじゃないかしら？」

「あ……れ……」

　どっからどこまでが嘘で、どっからどこまでが本当か分からない。

　ありえないだろ。

　第一、そんな嘘をついても月夜さんにとってのメリットは、女装した日向を見られるくらいしかないじゃないか!?

　……いや、よく考えてみればそれだけの動機があれば彼女としては十分か……。

　そんなバカな!?

　それじゃあ結局、俺はこの家に何しに来たんだ？

　まさか……盛大に振ふられた挙げ句、パンツを洗ってもらっただけ……？

「ねえ。うんこゲロゲロうんこ男くん」

「俺のアダ名が末期過ぎる!?」

「安心して良いわ。わ、私は好きよ……あなたのそういうところ」

「どういうところだよ!?」

　中ちゆう途と半はん端ぱなフォローは余計に傷つくんですけど!?

「あのね。良い知らせと悪い知らせがあるのだけど……どっちから聞きたい？」

「……じゃあ、良い知らせの方で」

　これ以上ショックを受けるといくら俺のゾンビメンタルと言えど、修復不可能である。




「友達から始めましょう」




「え？」

「いい？　三度目は言わないわよ。友達として最初からやり直しましょう。

　一応言っておくけど、勘かん違ちがいしないでね。あなたにはまだまだ利用価値があるの。これからはせいぜい友人として利用させてもらうわ。私のことを恋こい人びとにしたいのなら、その過程で惚れさせてみなさい」

「…………」

　とてつもなく嬉うれしい。

　たとえそれが東雲にとって俺が苦手意識を抱いだかない唯ゆい一いつの男だと言う――打算的な理由であってもだ。

　けれど、二つ返事で頷くのも負けた気がするので、

「もし、断ると言ったら？」

「んじゃあ次に悪い知らせの方……」

　東雲はごそごそとドレスのポケットを漁あさり、

「ここに、人の家で脱だつ糞ぷんしている女装男の写真があるのだけど……」

「うおおおおおおおおおい!?」







[image: ]







「バラまかれたくなかったら、せいぜい私のために働くことね」

「……この悪あく魔まめっ！」

「あらっ。最初に会ったとき、たしかそう言ったはずだけど？」

　パチリと挑ちよう発はつ的てきなウィンクをひとつして、東雲は言った。

　ああ……チクショウ。

　お前のそういうところが……大好きだよ。







エピローグ　とある男子校生のラブコメ







　もしも俺の住むこの世界が漫まん画がや小説の中だとして、この物語を読んでくれている読者がいるのなら、まずは全力で謝あやまらなくてはならない。

　主人公は犯罪者予備軍だし、ヒロイン二人はまるでデレる気配がないし、本当に酷ひどい内容だったと思う。

　アマ●ンのレビューなら躊ちゆう躇ちよなく☆１をぶちこむレベル。

　けれど、残念なことに俺の人生は現実である。

　だから当然、他人から退屈だ～とかつまんない～とか言われる筋合いはない。

「……決めた。今日俺もう一回東しの雲のめに告白するわ」

「ぅー、また？　この前会ったときにも二十回くらいしてなかった？　いい加減諦あきらめなよ！」

「いいや。俺は諦めないぜ。頑がん張ばって頑張って……ようやく手が届く。それが志望校だって進●ゼミの台詞でも言ってたから……女の子も一いつ緒しよだろ？」

「絶対に違うよね!?」

「なるほど。立派な心がけだぞリューキ。俺も今日こそ月つく夜よさんに告白して……」

「……お前はまず存在を認められるようにならなきゃな」

　思うに、青春はラブコメである。

　気付かないうちにチャンスを見み逃のがしているだけで、誰の人生だって限りなく自分の理想とするラブコメに成り得るチャンスはあるのだ。

　だから俺は……俺たちはハッピーエンドを目指す。

　他人から出会い厨ちゆうと呼ばれようが必死乙おつと蔑さげすまれようが、大人になって思い返したとき死にたくなるような――

　黒歴史になるくらいに惨めったらしくもがき続けようと思う。

「よっしゃ、今日こそ共学のクソ共に目にもの見せてやろうぜ！　いくぞお前らアアア」

「「おおおおおおお」」







あとがき







　柑橘ゆすらです。

　未読の方のためにネタバレしない程度に本作の内容を紹介しておくと……出会いに飢えた男子校生と女子校生が織り成すボーイミーツガール青春ラブコメディになっています。

　舞台が男子校と聞いて男臭いイメージを持たれる方も多いと思いますが、どちらかというと本作は女子校生のヒロインたちとのキャッキャウフフな絡みがメインになっていますので（？）ラブコメスキーな読者の方は安心してお買い上げください。

　そんな感じで本作『俺と彼女のラブコメが全力で黒歴史』は如何でしたでしょうか？

『お前の作る話にはリアリティがないな！』

　この作品の出発点は自作について友人からそんな批評を受けたところにあったと記憶しています。

　そもそも娯楽作品にリアリティなんて……（略）。

　冷静になって考えてみると、別にリアリティなんてなくても成功した商業作品はいくらでもあるというのに。当時の私はどうすれば自分の書いた文章にリアリティを持たせることができるかについて必死に考えていました。

　そこで出した結論は……作者の実体験を元に作品を作るということでした。

という訳でこの作品はどこからインスピレーションを得て作られたものかと言いますと……主に作者の学生時代の経験からです。

　どこからどこまでが作者の経験を元に作られた話なのかは……私の名誉を守るために教えることは出来ません……フフフフフフフフ。

　話は変わりますが、実を言うとライトノベルにおいて私が一番好きなジャンルは青春ラブコメだったりします。

　良いですよね。青春ラブコメ。

　夢に向かって突き進む若者たちの姿は歳を重ねるほどグッとくるものがあります。

　しかし、読んでいて切ない気持ちになることもあります。

　だって……ライトノベルにおける青春ラブコメは私の知っている青春とは違い過ぎるからです。少なくとも私の学生時代は……雨が降った後に生えてくるキノコのようにポコポコと美少女たちが湧き出してくることはありませんでしたし。人に誇れるような大層な目標や夢を持って学生生活を送っていた訳ではありませんでした。

　ライトノベルに出てくる誰もが振り返るような美少女という存在は……雲の上のような存在で、手を伸ばしても伸ばしても届かない……高い高い場所にありました。

　今後続刊を書く機会があればその辺りの男女の距離感については大切に大切に書いて行きたいと思っています。誰もが憧れる美少女が簡単に主人公を好きになる作品も良いですが……この作品では普通のラブコメとは違うことをやって行きたいです。

　何故なら……その辺りのことがこの作品のテーマになっていたりもしますので！

　段々とスペースもなくなったきましたので、恒例の謝辞に入ります。

　この作品に素敵なイラストを添えてくれたパセリさん。有難うございます。

　パセリさんのイラストはどれも私が抱いていたキャラクターのイメージにピッタリで……ラフが送られてくる段階から感激でした！

　そしてそして。この作品を気に入ってくれた読者の方々には本作と同時に④巻が発売された、作者のもう一つの受賞作『魔王なオレと不死姫〈グール〉の指輪』シリーズも是非、手に取って頂ければと思います。同じ作者が書いたものなので共通点も多いですが、良くも悪くも真逆のコンセプトで書かれている作品ですので、新鮮な気持ちで楽しんで頂けるかと思います。

　それでは……再びどこかで皆様と会えることを祈りつつ。


柑橘ゆすら


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




柑橘ゆすら先生／パセリ先生
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